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『どうして、泣いているの……？』





　少女は、夢を見ていた。

　一糸纏まとわぬ姿で、特殊な溶液に満たされた涕槽フラスコの内に浮かびながら。

　それは思い出という名の夢──過去の記憶群メモリーズ。

　闇やみの中に浮かぶ無数の、そして大小様々なカケラは輝かがやきを放ち、まるで砕けたガラスのようだった。




　内一つ──最も大きなカケラの中で、少女は少年に抱えられていた。

　誰なのかはわからない。

　まるで鉛えん筆ぴつで塗ぬり潰つぶしたかのように、その顔は塗り潰されていたからだ。

　けれどわかることもある。

　その少年は、少女にとってとても大切な存在であると──

　理屈ではなく、理解していた。

　誰かはわからぬ、けれど大切な人物が、少女の名を呼ぶ。

　思い出の世界は無音で、声など聞こえない──

　それでも少女は、自身の名が幾いく度どとなく呼ばれているとわかった。

　同時に、胸が痛む。

　自身の名を呼ぶ声なき声が、悲痛な叫びであったがために。

　その身すべてが張り裂さけそうな程ほどの激しい感情が少女に伝わってきた直後──

　世界が変へん貌ぼうした。




　少女は三人の少年とともに居た。

　先刻のものとは違う記憶のカケラだ。

　けれど変わらないのは、少年たちの顔が黒く塗り潰され、無音の世界であること。

　そのカケラで、少女は三人の少年と楽しげに話をしていた。

　会話の内容はわからずとも、明るく和なごやかな雰ふん囲い気きを少女が感じていると、一人の少年が空を指す。

　見上げた先に映ったのは満天の星だ。

　少年達は──いや、少女も一緒になって、夜空を見回し何かを探す。

　しばし見上げていると、視界の端はしへ向かってきらりと一筋の輝きが流れる。

　尾を伸ばす流星に少年の一人が何かを願い、彼が口にした言葉に少女が笑い──

　再び世界は変貌した。




　直前のカケラの中で、少女とともに星空を見上げていた少年たち──

　内二人が身み構がまえ、真剣な眼まな差ざしで向き合っていた。

　少女は固唾かたずを呑のんで、そして三人目の少年は静かな笑みを浮かべながら肩を並べて、緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせた二人を見守る。

　やがて少年たちは沈黙を破り、拳こぶしを交かわし始める。

　全力で叩たたきつけ、傷付け合い、けれど──楽しそうに。

　しばし後、少女はぼろぼろになった二人に何事かを告げながら、応急処置を施ほどこしていた。

　告げた内容は小言なのだろうと、何な故ぜか確信を持ったところで──

　またしても世界は変へん貌ぼうする。




　夕刻──

　空が赤く染そまる中で、少女は少年とともに歩いていた。

　買い物帰りなのだろう。

　食料品が入ったビニール袋を手にしている少年と肩を並べ、少女は何事かを喋しやべっている。

　これまでと同様に無声映画が如ごとく、無音の中で口だけが動く──

　それでも楽しげな雰ふん囲い気きは伝わって来て、二人の仲の良さが窺うかがい知れる。

　と、そのときだった。

　少女が小さな窪くぼみにつま先を引っ掛け、転倒してしまった。

　驚き、慌あわて、心配と、少年から伝わってくる感情の色が目まぐるしく変わる。

　膝ひざを突き、心配そうに手を差し伸べてくる少年──

　少女は大丈夫だとばかりに笑みを浮かべ、その手を取った。

　立ち上がった少女の膝に赤く滲にじむものが見え、少年は背を向けて屈かがむ。

　その意を察し、少女は首を横に振るも、少年は頑として譲ゆずらない。

　根負けして少女は恥ずかしそうに、けれどもどこか嬉うれしそうに、小さな体を預ける。

　夕焼けの下、二人の影は一つとなって、歩を進める。

　少年の背中は温かく、優しく──

　少女はその心地良さに身を任せるのだった。




　その後も世界は変貌し続け、少女は数え切れないほどの世界を渡り歩く。

　記憶のカケラを巡めぐる旅の中、幾いく度どとなく少年とともに少女は在あり──

　いつしか、少女は気付く。

　否いな、思い出す。

　少年へ、何かを──とても大切なことを伝えなければならない、と。

　しかしながら、何を伝えればいいのかがわからない。

　とても大切なことであるはずなのに、少女には伝えるべき言葉がどのようなものであったのかを思い出すことは出来なかった……。




　やがて──

『オトハ……』

　カケラを巡めぐり続ける旅は、少女が名を呼び掛けられたことで終わりを告げた。

　夢から現うつつへと引き戻された少女──オトハは、いつの間にか涕槽フラスコを満たす溶液が排出され、周囲を覆おおっていた硝子ガラスが除のぞかれて、自身が両の足で立ち尽くしていることに気付く。

「オトハ」

　再度の呼び掛けに少女が顔を上げると同時、未いまだ肢し体たいから溶液を滴したたらせたままの彼女をくるむように柔やわらかなタオルがふわりと掛けられる。

「ベアト、リクス、様……」

　目の前にいたのは翡ひ翠すいの如ごとき髪色を持つ美び姫き──《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》ベアトリクスだ。

「終わりましたよ」

　ベアトリクスの言葉は、オトハの体の調整が終わったことを意味していた。

《洌游の對姫》が世界の敵と呼ぶ人物──

　九ここの重え透とお流ると闘たたかうために、少女の身体能力に強化を施ほどこしたのだ。

「ありがと、ござい、ます……ベアト、リクス、様……」

　たどたどしく言葉を紡ぐオトハに、ベアトリクスは静かに首を振る。

　自分は礼を言われるようなことはしていない、と──

　むしろ礼を言うべきは自分であり、それ以上に体へ負担のかかる強化を施したことを謝罪せねばならない、と。

「私、が……自分、で……決めた、こと……ですか、ら……」

「ありがとう、オトハ」

　翡翠の美姫と謳うたわれる美び貌ぼうの女性は、少女の言葉に礼を告げた後──

　ふと、瞳ひとみを僅わずかに大きくし、問い掛ける。

「どこか痛むのですか？」

「え……？」

　ベアトリクスに問われ、ここでオトハは初めて気付く。

　自身の頬ほおを伝う涙の存在に。

「夢、を、見て……」

　首を振った後、オトハは少しずつ薄れゆく夢の記憶を告げた。

　顔は不明であるも、大切だということだけはわかる少年のことを。

「そう、またその男の子のことを……」

　オトハが少年の夢を見るのは、今回が初めてではない。

　これまでにも、夢という形で幾いく度ども過去を覗のぞき見ているのだ。

「何か思い出せたことは？」

　オトハは再び首を振る。

　少女は、自身が世話になっているこの城の近くで倒れていたところを、ベアトリクスに発見されたと聞いている。

　身元を証明するような物は何も無く、衰すい弱じやくして倒れていたところを保護されたのだ、と。

　目を覚ましたそのときには記憶のほとんどを失っていた。

　どこから来たのかは勿もち論ろんのこと、自身の名すら分からず、言葉を満足に紡ぐことも出来ず、微かすかに残る記憶も断片的なものでその内容も酷ひどく粗あらい。

　唯ゆい一いつ判明したこと──

　それは、オトハが異質な《力》を持っているということだった。

《焱ほのお》を操る《力》──

　それ故ゆえに、オトハは何者かに狙ねらわれ襲おそわれた結果、記憶を失ったのではないか、というのがベアトリクスによる見立てだ。

　異い端たんの《力》以外のすべてを失った少女へ、名を与えたのも彼女だ。

　無論、真実ではない。

　ベアトリクスと通じる《七曜レイン》──《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》が用意した設定だ。

　しかしそれを疑うという思考にオトハが至いたらなかったのは、ベアトリクスの説明があったからだった。

　身元が知れず、しかも超常たる《力》を持つ自身へ異端の目を向けることなく、どこまでも優しく接してくれる美び姫きへ少女が深く感謝をし、大きな信頼を置くようになったのは自然な流れと言えよう。

　故に、世界に混乱の種を蒔まき続ける組織《６６６ザ・ビースト》の存在を懸け念ねんし、幾いくつもの対抗策を講じるベアトリクスへと、少女が己の身に秘められた《力》を使って欲しいと自ら願い出るという流れもまた、自然なことだったのだろう。

　すべては、仕組まれた流れであったと知らずに。

　少女の柔やわらかそうな茶色がかった髪を撫なでながら、翡ひ翠すいの美姫は優しく微笑ほほえんで言う。

「早く、思い出せるといいわね」

　ベアトリクスの言葉に、少女は頷うなずく。

　けれど翡翠の美姫は、オトハの記憶が戻ることは無いと知っている。

　彼女の《魂》が不完全であると知っているからだ。

　たとえ真実を伝えても理解出来ないことは残念だが、それでも少女が最も大切な者を手に掛けたという事実さえあればいい。

　それだけで、ベアトリクスの胸の内は暗い喜びに満ち、少女へいつでもいつまでも優しく接することができるだろうと考えている。

　けれども──

　彼女には迷いがあった。

（本当に、そのような結末を迎えさせていいのですか？）

　洌水サイレント──清流たる心が己に問い掛ける。

（構かまいません。あの方の心を乱す輩やからを排除するだけのこと）

　冽水カレント──激流たる心が己の問いに返す。

（御お為ためごかしを。すべては己の為ためだけでしょうに）

（……黙りなさい）

（私を──貴女あなたを慕したってくれているあの子を、己の欲望のためだけに──）

（黙りなさい……!!）

　敬愛する主あるじ・鳴なる皇かみ榊さかきから託された少女と共に過ごす内に、いつの間にか翡ひ翠すいの美び姫きの中でもオトハはとても大切な存在と化していた。

　己を慕う少女を、まるで妹のようにさえ感じていた。

　その想おもいを、嫉しつ妬とという黒く醜みにくい感情が上回った──

　ただそれだけのことである。

　心の内で二つの流れがぶつかり合い、無意識の内に彼女の表情が強こわ張ばる。

「ベアト、リクス、様……？」

　そのような美姫を我に返したのは、オトハの呼び掛けだった。

「あ……。ごめんなさい。少し考え事をしてしまって……。あちらで髪を乾かしましょう。それと──お薬を飲まねばいけませんね」

「は、い……」

　ベアトリクスに促うながされ、彼女と手を繋つないでオトハは歩き出す。

　少女が翡翠の髪色の美姫を見上げると、いつもの優しげな微笑ほほえみが返ってきた。

　先さき程ほどの強張った表情など、微み塵じんも見当たらない。

　見せないようにしているのだと分からない程、オトハは聡さとくないわけではない。

　常日頃よりベアトリクスが様々なことへ腐ふ心しんしていると、少女は理解しているのだから。

　だからこそ──と少女は誓ちかう。

　姉のように優しい大切な恩人のために、己の《力》を振るわなければ、と。

　彼女の望みどおりに世界の敵を──九ここの重え透とお流るを殺さなければ、と。




　やがて新たなる幕が上がる──歪いびつなる再会劇の幕が。






■第一章『何も言わずってのは』









『私、は──オトハ……。あなた、は──誰？』

《禍稟檎アツプル》を巡めぐる事件の終しゆう焉えんから、十日ほどが過ぎた。

　あの日、淡い桜色の少女が告げた言葉が脳のう裏りから離れない。

（音おと羽は、なのか……？）

　同じ顔、同じ声、同じ名前──

　音羽は茶色がかった髪だったという一点を除のぞけば、あまりにも酷こく似じしている。

（だけど──）

　音羽は死んだ。

　俺を護まもって、俺の目の前で、俺の腕の中で。

　思い返すだけでも胸が苦しくなる。

　その痛みが、すべての始まりとなった夏の日は、決して変えることの出来ない事実なのだと改めて俺に思い知らせてくる。

（あの子はいったい何者なんだ……）

　静かに、深くため息をついたところで──

　コトン、という音に顔を上げる。

　音はテーブルの上に置かれたカップのもので、湯ゆ気げとともに甘い香りが漂ただよってきていた。

「トール。どうぞ」

　ユリエはそう言って、銀色の髪シルバーブロンドをふわりと舞わせながら座すわる。

「ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」

　俺が、次いで銀色の少女がアップルティーを口にし──呟つぶやくように言う。

「美お味いしいです。同じ林りん檎ごでも、やはり《禍稟檎》よりアップルティーですね」

「ああ、そうだな」

　ユリエが微笑ほほえみ、俺も自然と笑みがこぼれる。

　それから後は、ゆったりとした心地いい時間が流れていき──

　その中でふと気付いた。

　用意してくれたアップルティーは、悩んでいる俺を気き遣づかってのものではないか、と。（ありがとな、ユリエ）

　テレビを観みながらカップを口元へ運ぶ横顔を見ながら、俺は心の内で感謝するのだった。

　やがて観ていた番組が終わり、天気予報が流れ始めたところで銀色の少女が反応する。

　ユリエはテレビへ正座で向き直り──

　俺もまた、顔を向けてじっと内容に聞き入る。

「「……………………」」

「トール」

　びくっ。

　関東の予報が終わるや否いなやユリエに名を呼ばれ、俺の心臓が飛び跳ねる。

「明日はこの冬一番の冷え込みとのことです」

「……………………」

「明日はこの冬一番の冷え込みとのことです」

　俺の返事が無いためか、二度言われた。

「風か邪ぜをひかないよう、今夜も一緒に寝ましょう」

　今夜も。

　ここ数日、この冬一番の冷え込みが毎日連続で更新中であり、それを理由にユリエは一緒に寝ることを提案してきている。

　一、二日くらいならよかったのだが、今日で五日連続ともなると話が変わってくる。

　しかも、俺が冷えないようにと普段以上に密着──腕ではなく体に抱きついてきたり、足をしっかりと絡からめてきたりとなれば、イコール俺は寝不足が続くわけで。

「な、なあユリエ。ここのところ毎日一緒だし、今夜はお互い自分のベッドで、な？」

「ですが、明日はこの冬一番の冷え込みですので」

「…………やー」

　力無く頷うなずく以外、俺に選択肢は残されていなかった。










（ね、眠い……）

　翌朝の登校途中、大きなあくびが漏もれる。

　予想通り昨夜もユリエがしっかりと密着してきたため、悶もん々もんとした気持ちを眠気が上回るまでに時間が掛かり、そのうえ早朝の訓練をしたこともあって完全に寝不足だ。

（今日は土曜だからユリエとの勝負もあるし、授業中にでも寝ておくか……）

　月つき見みに見つかったら面倒なことになるだろうが、この際仕方無いと諦あきらめておく。

　だが──俺の予定は予期せずして変わることとなる。

　少し前方を歩く橘たちばな──ではなく、橘の首に巻かれたマフラーを目にしたことで。

　みやびから貰もらったマフラーだ。

（寮から校舎までたった数分なのになぁ……）

　よほど嬉うれしかったのだろうと微笑ほほえましく思ったところで、俺は大事なことに気がついた。

（あれ？　そういえば俺、クリスマスプレゼントのお返しをしてないぞ……!?）

　クリスマス当日は任務中だったし、その後も桜色の少女や魔術の習得、《禍稟檎アツプル》事件の決着といろいろあり過ぎて完全に忘れていた。

「なあユリエ。悪いけど今日の勝負は無しにして貰もらえないか？」

「？　ヤー。それは構かまいませんが、どうかしましたか？」

「……土曜日だってのに、トラたちと出掛ける約束をしちまってさ」

　勝手に名前を出してしまったが、トラなら事情を話せば付き合ってくれるだろう。

「ナイ。気にしないでください。そういうことでしたら、私もみやびたちと出掛けてくることにします」

「そうか。じゃあそっちも楽しんできてくれよ」

「ヤー♪」










　冬合宿──

　黒板に大きな文字で、月つき見みはそう書いた。

「見てのとーりだ。以上！」

「きちんと説明をしてください、月見先生」

　行事の説明とあってか、久しぶりに教室へ顔を出した三み國くに先生が即そく座ざにツッコむ。

「夏に合宿やっただろ。あれの冬バージョンを来月やっからな。以上！」

「月見先生」

「わーってるっつーの。あーくそっ、めんどくせぇ……」

　いつもなら必要以上にハイテンションで行事説明をする月見──十中八九、俺たちの反応を楽しんでるだけ──が、今日に限っては妙に苛いら立だっている様子だ。

「黒うさ先生荒れてんな」「荒あらうさセンセでいんじゃね？」「もしかしてフられた？」

　何かあったのだろうかと、そこかしこからひそひそと囁ささやく声が聞こえてくる。

「誰がフられたって？　あ？　ぶっ殺──」

「せんせー、私がずーっと一緒だから安心していいよー♡」

「お、おう……」

　周囲の目を気にしない吉き備び津つに、さすがの月見も頬ほおをひくひくとさせつつ答える。

「はぁ……。んじゃー手っ取り早く説明すっからな。来月の頭にある《昇華の儀》が終わったら、すぐに冬合宿を行うぞ。夏は海だったけど冬は山でやっから覚悟──じゃなくて、楽しみにしててねー☆　あ、そうそう。今回は分校組は居ないから、到とう着ちやく早そう々そう誰かに襲おそわれるーなんてことはないから安心してねっ♪」

　安心していいと言われて、素直に信じるようなやつは最早誰も居なかった。

　ほどなくしてＳＨＲシヨートホームルームは終わりを告げ、授業が始まる。

　授業は淡たん々たんと進み、やがて放課後を迎えたところで俺はトラとタツに声を掛けた。

　ユリエたちへのプレゼントを買うのに付き合って欲しいと告げるとトラは呆あきれつつ、タツは快こころよく頷うなずいてくれる。

「……それで、どこへ行こうと言うんだ？」

「それがすぐに出てくるなら、最初から二人に付き合ってくれなんて言わないって」

　とトラの質問に返すと、タツが俺に期待するなとばかりに歯を輝かがやかせた。

　まったく戦力にならない俺たちに、トラはため息一つ、提案を口にする。

「とりあえず、あらもーどで構かまわないだろう。あれだけの店舗数だ。見て回る内に何かしら見つかるんじゃないか」

　当然異論など出るはずもなく、俺たちはあらもーどへ早速向かったのだが──

「お、女の子向けのお店って入りづらいな……」

「ふん、最初からわかりきっていたことだろうが」

　再びトラの提案でアクセサリーショップに入ると、店員はもちろん他の客も全員が女性。

　男三人組の俺たちは見るからに浮いている。

（ええい、この際気にしないことにするぞ！）

　と内心で誓ちかったものの──

「どれがいいんだ……？」

　あまりにも種類が多く、どれを選べば喜んでくれるかがさっぱりわからない。

「な、なあトラ……」

「僕はあくまで提案までしか出さん。だいたい僕が選んだ物であいつらが心から喜ぶと思うのか、このバカモノが。貴様自身の意志で選んだ物でなくては、意味が無いだろうに」

　トラにヘルプコールを送ろうとするも、俺の意思はバレバレだったようで質問よりも早く強い口調が返ってくる。

「俺の意志じゃないと意味が無い、か……。そうだな、そうだよな。やっぱりお前が付き合ってくれて助かったよ。ありがとな、トラ」

「ふ、ふんっ。僕は一般的な意見を言ったまでだ」

　ふいと顔を背そむけられてしまうも、俺はもう一度心の内で感謝を述べると、改めてアクセサリーに向き合う。

（うーん、今さらだけど本当にアクセサリーでいいのか？）

　しばし考えた後、俺はトラたちに謝る。

「悪い。この店は一いつ旦たん保留ってことにしてくれないか？」

「別に構わん。いきなりここで決める必要など無いだろうしな」

　タツもトラの意見に同調し、俺たちは店を出ることにしたのだが──

（ん……？　これって……）

　ふと、アクセサリーの内一つが目に留まり、足が止まる。

　けれど先に店外へ出ていたタツに呼ばれ、すぐに店の外へと出た。

　それから俺たちはあらもーど内をひたすら歩き回る。

　途中、北館を歩いている際に《生存闘争サバイヴ》で俺が砕いた広場を横切り、少し懐かしさを憶おぼえる。

　俺が破壊した床は元通りとなっていて、普通に客が歩いている姿が目に映る。

　あれから一年と経たっていないのに、状況は目まぐるしく変わった。

　状況とともに、みんなもまた。

　特に大きく変わったのはみやびだろう。

　自分を変えようと走り続ける彼女の姿は、ときに眩まぶしさすら感じるほどだ。

「あ……」

「どうした？」

　みやびについてふと思いついたことがあり、思わず声を出して足を止める。

「一つ思いついた。少し戻るけどいいか？」

「それは構かまわんが、どこへ行くつもりだ？」

「さっきスポーツ用品店があっただろ。あそこだ」

　ダンベルでもプレゼントするのかと訊きいてきたタツに、そんなもの誰が喜ぶんだとトラが噛かみついていつものケンカが始まる。

　俺は二人を放っておくことにして、店へと足早に向かっていった。

　ほどなくしてスポーツ用品店に到とう着ちやくし、中で目的の商品を眺めているところにトラたちも追いついてきた。

「ほう、ランニングシューズか。……穂ほ高たかにか？」

「ああ。結構履はき潰つぶしてるみたいだから、こういうのも有りかなと思ってさ」

　我ながら名案だと思う。

「確かに有りだとは思うが──サイズはどうするつもりだ？」

「あ……」

　俺が知っているみやびのサイズは、ファンタジーのＦということだけだった。

「……事情通のトラなら、みやびのサイズを知ってたりしないのか？」

「僕はどんな事情通だ!?」

　結局、間違ったサイズを買うわけにもいかず、俺たちは手ぶらで店を出ることに。

「うーん、せっかくいいアイデアだと思ったのに……」

「ふん、発想は悪くなかったと思うがな。サイズを調べてからまた来ればいいだろう」

「俺がみやびを引き止めてる間に、トラがみやびのロッカーを調──」

「貴様は僕に何をさせようとしている!?」

　怒ど鳴なられるだろうなと思いつつ言ってみたら予想通りだった。

「いや、本人に直接訊きくのもどうかと思うし……」

「橘たちばなが居るだろうが!!」

「……私がどうかしたのか？」

「ああ、実は──」「このバカモノが──」

　互いを指差し、俺たちは声を掛けてきた橘に顔を向ける。

　そしてトラと再び顔を見合わせ──

「「橘!?」」

　改めて橘に顔を向け、声を重ねて驚く。

「ど、どうしてここに……？」

「どうしても何も、今日は皆でこちらへ息抜きに来たのだが……」

　そう言って橘が振り返った先には、ユリエとみやびの姿があった。

「トールたちもあらもーどへ来ていたのですね」「ふふっ。奇き遇ぐうだね」

「まさか三人ともここに来てるなんてな──って、リーリスは来てないのか？」

「無論誘さそいはしたのだがな。先約があるらしくてな」

　聞けば、ドーン機関の関係者と会うと言って出掛けたそうだ。

　同じようなことはこれまでにも度たび々たびあったらしく、時とき折おり、数日間姿を見せなくなるときがあるのはそういった理由もあったのかもと、話を聞きながらに思う。

「彼女は我々とは立場が違うからな」

　リーリスの話を少しだけ寂さびしそうに締めた橘に、そうだなと頷うなずく。

《特別エクセプシヨン》──リーリス＝ブリストル。

　俺と同じ《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》の具現者であり、ドーン機関の《三頭首バラン》が一つ、ブリストル家に名を連ねる少女は昊こう陵りよう学がく園えんに籍せきを置きつつも、立場は俺たちと大きく違っている。

「ところでキミたちはどういった目的であらもーどに？」

「え？　えーっと……」

「たまには外で羽を伸ばそうという話になってな」

　俺が返答に詰まると、即そく座ざにトラがフォローを飛ばしてくれる。

「そ、そうなんだ。今も目的無しにぶらついててさ、ははは……」

　フォローに乗って俺も続けると、そこへみやびが一歩前に出て来た。

「よかったら一緒に遊ばないかな？　わたしたちものんびり歩いて適当にお買い物してるだけだから」

　目的無く散策していることになった俺たちに、その誘いを断れる理由があるはずもなく、結局一緒に館内をぶらつくことになってしまった。

　それから小一時間ほどあらもーど内をわいわいと巡めぐった後、小腹も空すいてきたのでフードコートへと向かう。

　それぞれ好きなもの──俺はハンバーガー──を買い、テーブルに着く。

（うーん、さすがに今日は諦あきらめるしかないか……）

　と、ぼんやりみやびを見ながら考えていると──

「トール。みやびがどうかしましたか？」

「え……？　あ、べ、別に──」

　ユリエの発言は幸いにも周囲の賑にぎわいでみやびたちに気付かれなかった。

　だが、俺の視線に気付いてしまったユリエをどうやって誤ご魔ま化かそうかと思い──

　すぐにその考えを改める。

（そうだ。ユリエに頼もう）

「トール？」

　途と切ぎれた俺の言葉に、ユリエはきょとんとして小首を傾かしげた。

　そんなユリエの耳に口を近づけ、囁ささやくように伝える。

「あ、あのさ、ユリエ。何も言わずに頼みを聞いて欲しい。後で構かまわないから、みやびの靴くつのサイズを調べて貰もらえないか？」

「──？」

　一瞬、不思議そうな表情を浮かべるも、ユリエはすぐに頷うなずきチリンと鈴を鳴らした。

　そして──

「きゃっ」

　突然テーブルの下に潜もぐり込んだかと思うと、みやびの靴を脱がした。

「ユ、ユリエちゃん、どうしたの……？」

「突然何をしているのだ……？」

「……………………」

　困こん惑わくと驚きの表情が入り交じったみやびと橘たちばなに何も答えず、ユリエは無言で手にした靴のサイズを俺に見せてくる。

　その表情は「これでばっちりですね」と言っていた。

（ありがたい──けど、何も言わずってのはそういう意味じゃないぞ、ユリエ……）

　そう思いながら引きつり気味の顔で小さく頷くと、隣に座すわるトラから苦笑気味のため息が聞こえてきた。

　結局、サイズは判明するもプレゼントを選んでいる時間はその後も取れず、翌日へと持ち越しとなった。




　そして日曜日──

　トラは体調が優すぐれない──その割には平然と歩いて医い療りよう棟とうへ向かっていったが──とのことで、今日はタツと二人で出掛けることになった。

　昨日と同じくあらもーど──も目的地の一つではあるのだが、そちらは一いつ旦たん後回しだ。

　タツにどこへ向かうのかと問われ、俺はＤＮＬデスニユーランドと返す。

　そう、ＤＮＬと言えばリーリス。

　みやびのシューズと同様に黄金の少女が何を必要とするのか、何を好んでいるのかと考えてのことだ。

　そこに思い当たったのは正しかったと思う。

　……男二人でＤＮＬへ行く姿が周囲からどんな風に映るのかという欠点を、まるっきり想像していなかったことを除のぞいて。

　プレゼントを買い終えるとその足であらもーどへ向かい、みやび用のシューズと、橘たちばな用に野菜の種を複数購入する。

（うーん、ユリエのだけ見つからなかったなぁ……）

　ユリエの好みからインコ関連のグッズを探すも、犬猫関連と違ってなかなか見つからず、その後もあらもーど中を歩き回るもピンと来るものもなく、閉館時間となってしまって学園まで戻ってきた。

　門をくぐり、寮への帰路の途中──

　聞き覚えのあるヘリのローター音が上空を通る様に、どこかへ出掛けていたらしいリーリスが絶妙のタイミングで帰ってきたと知る。

　そこでタツが、部屋に持って行っておくとみやびや橘へのプレゼントを預かってくれる。

　タツの厚意に感謝し、俺はヘリが着陸した場所へ向かって駆けていった。

「お帰り、リーリス」

　着陸したヘリから、黄金色の髪イエロートパーズをなびかせつつ姿を見せた少女へと声を掛ける。

「あら、透とお流る！　もしかして夜の遊ゆう覧らん飛ひ行こうデートをしたくて走ってきてくれたわけ？」

「いや、違──」

「燃料が無くなりましたので本日は飛べません、お嬢様」

「……サラ。あたしの記憶に間違いが無ければ、途中で補給したんじゃなかったかしら？」

　俺が答えるよりも早く口を開いた執しつ事じの少女は主あるじに問われ、あからさまに視線を逸そらして聞こえないふりをした。

「いや、遊覧飛行はいいって。それより、今日も出掛けてたんだな」

「昨日から泊まりだったのよ。今日はアルティメットムービージャパンＵＭＪに朝から行ってきたのよね。なかなか楽しめたわ♪」

「……お疲れさんって続けようとしたのに、言いたくなくなったぞ」

「あら、お言葉ね。透とお流るこそ、あたし以外の誰と一緒にデスニューへ行ってきたのよ？」

　笑顔から一転、俺の手にした紙袋を見てリーリスが頬ほおをぷくりと膨ふくらませる。

「ああ、これはタツと──」

「お嬢様。九ここの重え様は男色とのことです」

「違うっての!!　これを買いに行くのに付き合ってもらったんだよ!!」

　サラにツッコみ終えると、俺は手にしたＤＮＬデスニユーランドの紙袋をリーリスへと差し出した。

「クリスマスプレゼントのお返しな。遅くなってごめん」

「あら、そんなこと気にしなくていいのに♪」

　と言いつつ抱きついてくるリーリス。

「うわぁっ!?　だ、抱きつくなって！」

　半ば引ひき剥はがすようにして離れると、リーリスは俺から紙袋を受け取る。

「中身はティーセットだ。サラと二人で使ってくれ」

「そこは透流と二人で──って言いたいところだけど、有り難くそうさせて貰もらうわ♪」

「お嬢様、私は……」

「執しつ事じが共に席に着くわけにはいかない、でしょ。もう聞き飽きたわ。だけど、たまにでいいから友人として付き合いなさい。昔のように、ね♪」

　執事の少女はしばし複雑そうな表情を浮かべて返事に詰まるも、やがて呟つぶやきつつ頷うなずく。

「……と、時とき折おりであれば」

「ええ、それでいいわ」

「ほ、本当に時折ですよ、お嬢様？」

「わかってるわよ。それじゃあ早速、戻ったらお茶にしましょう」

「時折という話はどこに行ったのですか!?」

「数年ぶりなんだから、早速でいいじゃない♪」

「お、お嬢様ぁ……!!」

　慌あわてるサラだったが、気分の乗った主あるじはそんな執事の心境などお構かまいなく、背中を押していくのだった。

　そして最後にリーリスは顔を俺に向けて、ぱちりとウインクをした。

「ありがとね、透流♡」




　早足のリーリスたちから少し遅れて寮に到とう着ちゃくして部屋に戻ると、ドアにプレゼントが掛けてあった。

　部屋にユリエの姿は無かったので、プレゼントを手にみやびたちの部屋へ向かう。

　プレゼントを手渡した二人の反応はというと──

「ありがとう、透流くん……！　大事に飾かざっておくね！」

「使ってくれっ」

　シューズを受け取り喜ぶみやびに即ツッコミ。

「私は何も用意しなかったというのに、このようなものを貰もらってしまうとは申し訳無い。せめてもの礼として立派に育て、収穫した折にはキミに沢たく山さん食べて貰うことにしようではないか！」

「……お、おう」

　野菜の種セットを受け取り喜ぶ橘たちばなに、プレゼント選択を間違ったと思う俺。

　けれど一番の選択ミスは、ユリエが二人の部屋に遊びに来ていると考えていなかったことだ。

　部屋の中に居るユリエの姿に気付かず、応対に出て来たみやびにプレゼントの件を告げてしまったのだ。

　じ────────────────────────────────────っ。

　俺を見つめる深紅の瞳ルビーアイ。

　二人にプレゼントを渡す俺の姿に、ユリエがそわそわしているのが一目でわかる。

「ユ、ユリエへのお返しは、そのー、今は無くて……」

「あ、部屋に置いてきちゃったんだね」

　みやびのフォローに、俺は力無く笑って返し──

　自室に戻るなり、銀色の少女へと頭を下げることになった。

「ごめん！　ユリエのお返しだけまだ用意できてないんだ！　必ず用意するからもう少しだけ待ってくれ……!!」

　よくよく考えればリーリスやみやびたちに渡した時点で、ユリエに伝わる可能性は十分にあり、こうして謝るのも時間の問題だったのかもしれない。

「ナイ。お返しなど気にしないでください」

　そんな俺に、ユリエは首を左右に振る。

　みやびたちの部屋で見せた様子からも気にしてないはずが無かろうに、自分の本心を隠しつつ。

「いや、今度他の店に行って、何としてもユリエが気に入るようなインコグッズを見つけてくるから──」

「確かに私はインコが好きですが、そこまでして探して頂かなくとも。どのようなものであっても、トールからプレゼントを頂けるということが一番嬉うれしいですので」

「はは……そう言って貰えるとちょっと気が楽になったかな」

「……トール。もしよろしければ、リクエストをしてもいいでしょうか？」

「リクエスト？　俺に用意できそうな物なら何でも言ってくれ」

　こくこくと頷うなずくと、ユリエはじっと俺を見る。

　……何な故ぜか、少しばかり頬ほおを染そめながら。

　しかしその点について訊きこうという思考は、ユリエが口にしたリクエストによってどこかに吹き飛んでしまう。

「トールのパジャマが欲しいです」

「…………はい？」

「ですから、トールのパジャマが欲しいです」

「……………………」

　たっぷり十秒ほど思考停止したのち、再起動。

「えっと──どこにでも売ってる普通のスウェットだけど、同じ物を用意すればいいってことか？」

「ナイ。トールのそのパジャマが欲しいのです」

「俺のパジャマを貰もらってどうするつもりだ？」

「もちろん着るつもりですが……？」

　当たり前のことをどうして訊くのかといった表情のユリエ。

「……ま、まあ、ユリエがそれでいいなら……。替えのでいいか？」

「ヤー♪」

　嬉うれしそうに頷うなずく銀色の少女の姿に、本当にいいのだろうかと思わなくもない。

（けど、なんか恥ずかしいな……）

　幾いくらユリエとはいえ、自分の服を着られるというのは照れくさいものがある。

（いやいやいや、ここは考え方を変えてみようじゃないか）

　おそらく暖あたたかそう──ユリエは冬場でも変わらずワイシャツ一枚で夜を過ごす──という理由からと思われるが、俺のスウェットを着てくれるなら目のやり場に困ることは無くなる。

　十ヶ月の同居生活の中、際きわどい動きへ即そく座ざに焦しよう点てんをぼかして対応できるようになったわけだが、それでも油断していると無防備な姿にどぎまぎしてしまうことは多々ある。

（つまりこれは──天が与えた好機……!!）

「な、なあユリエ。いつから着るつもりなんだ？」

「今日からですが……？」

　再び不思議そうな表情で小首を傾かしげるユリエに、内心ガッツポーズ。

「それなら今着替えたらどうだ？」

　と衣い装しようケースから替えのスウェットを取り出し、ユリエに手渡す。

「ヤー。それでは着替えてきます」

　そう言って銀色の少女は、脱衣所へと向かっていった。

「……………………」

　パタンと脱衣所のドアが閉じたその直後──

（よしっ！　イエスッ！　ヤー!!）

　俺は声を出さずにガッツポーズを三回取った。

　脱衣所のドアが開いたのは、一分ほど過ぎた後のことだ。

「お待たせしました。どうですか、トール？」

「ああ、おかえ……ぶ────────っ!?」

「──？」

　戻ってきたユリエは、確かに俺のスウェットを着ていた。

　……ただし上着だけ。

（一緒に渡したのに、どうしてズボンを穿はかないんだ!?）

　相変わらずの白い素足を晒さらした格好に、自分の考えが甘かったことを痛感させられる。

　とはいえ、胸元がシャツのときとくらべて開いていないため目に優しい。

　そう考えれば、十分な結果を得られたと思うべきだろう。

「ところでトール」

「ん？」

「お揃そろいですね♪」

　どこか嬉うれしそうな発言で、俺はユリエとペアルック状態ということに気付いた。













（ぜ、絶対に誰にも見られないようにしないと……！）

　心の中で固く誓ちかいを立てる、とある冬の日の出来事であった。

　こうして、平穏で賑にぎやかな日常はゆっくりと過ぎていった。





　　　　　　◇






　ヨーロッパは東西の境に位置する王制国家イェウッド──

　その王城の内にある一室で、少女は柔やわらかなベッドに腰を下ろしながら、彼女が訪れるのを待っていた。

　与えられた本を読むのは楽しくあるも、それ以上に彼女と言葉を交わす時間が好きだからだ。

　どれほど疲れていようとも、少女にとって大切な人はいつも顔を出してくれた。

　そして見ているだけで幸せな気持ちに包まれる、優しい笑顔を向けてくれる。

　第一王女という立場から様々な公務に携わるため、数日間姿を見せないことも時とき折おりあるが、そういった際にも出来る限り──ほんの数分であっても電話を掛けてきてくれるのだ。

　滅めつ多たに外へ出ることは許されないものの、それはさほど辛つらくはない。

　外に興味がないわけではない。

　けれど、興味以上に怖いという想おもいがある。

　彼女の元でこうして世話になっているのは、自身が外の世界で何者かに襲おそわれたと聞いているためだ。

（早く来ないかな、ベアトリクス様……）

　少女──オトハが翡ひ翠すいの美び姫きの来らい訪ほうを期待したそのときだった。

　足音が聞こえた。

　聞き間違えるはずがない。

　ベッドから腰を上げ、少女は立ち上がる。

　近づいて来た足音の主──ベアトリクスがドアを開けた瞬間、オトハは彼女の胸に飛び込んだ。

「おかえり、なさい……！」

　オトハは温かくて涼すずやかな香りの美姫を、しかと抱だき締しめる。

　するとベアトリクスは一瞬驚いた顔を浮かべるも、すぐに微笑ほほえみながら少女を抱き締め返して頭を撫なでてくれる──はずだった。

「ベアト、リクス、様……？」

　オトハが翡翠の美姫を見上げると、滅多に見ることのない彼女の沈んだ表情がある。

「近いうちに、彼──九ここの重え透とお流るが動くとの報告が入りました」

「あ……」

　少女の表情が強こわ張ばる。

　いつかは来ると覚悟していた日が、ついに来た、と。

「本拠地を離れれば、彼らは非常に無防備となります。そのときこそ──」

　オトハは頷うなずき、ベアトリクスの言葉を受け継ぐ。

「世界の、敵──九ここの重え、透とお流る、を……殺し、ます……」






■第二章『言葉は要いらないわ』









　プシュッ！　短く、鋭するどく、特殊噴射式注射ジエツトインジエクターの音が室内に響く。

《昇華の儀》──更なる高みへ至いたるために、《黎明の星紋ルキフル》が打ち込まれたのだ。

　僅わずかに間を置き、生体超化ナノマシンが打たれた首筋から、沸ふつ騰とうするような熱が発する。

　本来、心と体が《位階昇華レベルアツプ》に必要な段階へ至っていれば、多少の熱を感じるだけであるというのに。

「あ……ぐっ、あぁっ、う……あぁああああっっ!!」

　まるで体の内側から灼やき尽くされるような熱の中、俺自身があげた絶ぜつ叫きようが反響する。

（また、か……また、今回も……）

　三ヶ月前と同じように、またしても《Ｖレベル５》へと至れないのか──

　内なる業ごう火かに苦しむ俺に、銀色の少女の言葉が甦よみがえる。

『まだまだ、これからです』

　以前、焦あせりを憶おぼえる俺にユリエは言ってくれた。

　だけど、その言葉に甘えるわけにはいかない。

　俺にはどうしても《力》が必要だから。

　あいつに突き立てる牙きばは、より強く鋭するどくなければならない。

　同時に──

　今以上の《力》を得れば、一人でも多くの人を護まもれるはずだ。

　大切な少女を護ることの出来なかった俺でも。

　在ありし日の音おと羽はが脳のう裏りに浮かび──

（──っ！）

　その姿が、淡い桜色の髪を持つ少女へ変わる。

　オトハと名乗った、音羽に生き写しの少女へと。

（お、れは……俺は……あの子、を……）

　強い思いを心に抱く。

　どういった理由で、あの子が危険な非日常の世界に身を置いているのか──

　どんな人物であるのかすら俺にはわからない。

　それでも、わかることはある。

　俺は──

　あの桜色の少女を護りたい、と。

　光溢あふれる日常へと連れ出したい、と。

　非日常たる闇やみの世界に棲すむ限り、あの子が音羽のように命を散らしてしまう可能性は常に存在しているのだから。

「おぉおおおおおおおっっっ!!」

　咆ほう吼こうが響き渡り──

　残響が消え去ったときには先ほどの灼しやく熱ねつもほぼ治まって、僅わずかに体を火ほ照てらせているのみだった。

　大きく息を吐いてまだ少し乱れたままの呼吸を整えつつ、額ひたいに浮かぶ汗を拭ぬぐったところで立ち会いの研究員から声を掛けられる。

「《位階昇華レベルアツプ》おめでとう、九ここの重えくん。特別昇華が二度あったとはいえ、これ程ほどの短期間での《Ｖレベル５》への到達は例を見ないよ」

「はは……。何とかってところですけど……ありがとうございます」

「謙けん遜そんしなくていいさ。あの状態から《黎明の星紋ルキフル》を制御するなんて、なかなか出来ないものだ。よっぽど強い意志を持っているんだなぁ」

「意志、ですか……」

「うん。《黎明の星紋》は、心と体の強さが相応に無ければ制御できない──特に心の、意志の強さは重要な点だからね」

　研究員の話を聞きつつ俺の脳裏に浮かんだのは、あの桜色の少女の姿だった。

　彼女を護りたい──

　その想おもいこそが俺の意志を強くし、《魂》をより高みへ至いたらせたのではないだろうか。




《昇華の儀》が行われる場所は、昊こう陵りよう学がく園えんの地下に存在する研究施設だ。

　施設の廊ろう下かは病びよう棟とうを思わせる無機質さがあり、そこで順番を待っていたユリエとトラ、そして《Ⅲレベル３》へ昇華したばかりのタツの姿があった。

「お帰りなさい、トール」「ふん、自分の足で戻ってきたか」

《位階昇華レベルアツプ》の成否は誰も問わない。

　失敗した場合は高熱で意識を失う、もしくは歩行が困難な状況になるため、自力で廊下に出てきた時点で結果は訊きかずともわかるからだ。

「なんとかって感じだったけどな」

「……次は僕の番だな。いい加減、貴様に水を空けられてばかりでは我慢ならん」

　トラはそう言い残し、《昇華の儀》が行われる部屋へと入っていく。

「え……？」

「トール？」

　直後、部屋の扉が閉まるとほぼ同時のことだった。

　くらり──と唐とう突とつに強い目め眩まいに襲おそわれ、天地の感覚が失われていく。

（なん、だ……？　まずい、倒れ──）

　まるで宙に浮いたような感覚の中で、膝ひざがかくんと折れ──

　崩れ落ちるよりも早く、ガシッとユリエに抱き止められる形で体を支えられる。

「大丈夫ですか？」

　ぼんやりとした視界の中で、銀色の髪シルバーブロンドが揺れる。

「悪い、急に目眩が──っと、ごめん。自分で立てるから……」

「……ちょっと、何をしてるわけ？」

　そこへ不満げな黄金の少女の声が廊下へと響く。

　学期末の《昇華の儀》はクラス全体で受けるため、幾いくつかの部屋で行われている。

　その内の一室で《昇華の儀》を受けていたリーリスが姿を見せたということは、俺と同じく《Ｖレベル５》へと《位階昇華》したわけだ。

「いや、ちょっと目眩が……。昇華のときに、ものすごく集中したからかもな」

　苦笑しつつ答えると、ユリエに礼を言って体を離す。

「……どうせなら、あたしの胸の中に倒れ込んでくれればいいのに」

　ため息をつくリーリスと俺の間に、ユリエがその小さな体を割り込ませてくる。

「トールを支えるのは、《絆双刃デユオ》の私ですので」

「あら、未来の伴はん侶りよであるあたしの役目って思わないわけ？」

「ナイ。思いません」

　以前と特に変わらない二人の会話。

　けれど雰ふん囲い気きは以前ほど──特にユリエが──刺とげ々とげしくない。

「「……………………」」

　その証拠に、二人はしばしじっと視線を合わせたまま無言となった後──

　僅わずかに表情を和らげる。

「相変わらずね、ユリエ」

「あなたこそです、リーリス」

　互いに名前で呼び合うようになってから一ヶ月。

　二人の関係は僅かに、けれど確実に変化していた。

「……それでは、そろそろ私も行ってきます」

　チリンと鈴の音を響かせ、先ほどリーリスが出て来た部屋の扉へと手を掛けるユリエ。

《超えし者イクシード》の原型とも言える《醒なる者エル・アウエイク》である銀色の少女──

　彼女は俺たちと違い、《昇華の儀》ではなく《位階限定レベルリミツト》の解除を行いに来ているのだ。

　パタンと扉が閉まると、小さな背中を見送っていた黄金の少女がくすりと笑う。

　短い時間ではあったものの、友達といつものやり取りを楽しんだ──そんな感じの笑みだった。

「さて、あたしたちは庭園でティータイムにでもする？」

「……そうやってユリエをからかうのはやめようぜ」

「あたしたちなりのコミュニケーションよ♪」

　ぱちりとウインクをされ、俺は苦笑いで返すしかなかった。

「それはそうと、本当に目め眩まいはもう大丈夫なわけ？」

「ああ、もう問題無さそうだな。昇華で体に負担が掛かったのが原因かもな……？」

　言いながら壁に寄り掛かると、リーリスが肩を並べて来る。

「……それならいいけど、無理は禁物よ？」

「わかってるって。ありがとな、心配してくれて」

　気に掛けて貰もらえるというのは、申し訳無いと思いつつもどこか嬉うれしく思う。

「ところで──」

　気に掛かるということから連想し、俺は周囲を見回す。

　この場に居るのは俺たち三人だけで、ユリエとトラを除のぞいたいつもの面々──みやび、橘たちばなの姿は無い。

　他のクラスメイトも含め、二人も俺たちより先に《昇華の儀》を受けている──

　が、この場で待っていないということは、結果を訊きくまでもない。

「二人とも頑張ってるのにな……」

「ちょっと壁にぶつかってる感じがするわよね……。特に巴ともえは大きめの壁に、ね」

「《Ⅳレベル４》の壁、か……」

　リーリスは表情を曇らせつつ頷うなずく。

「迷いを抱えた今のままでは、《Ⅳ》に至いたることは出来ないわ。迷い無き強い意志こそが、《焔牙ブレイズ》の秘められた《力》──《煉業リヴオルト》を解放するための鍵だもの」

《煉業》──俺の《絶刃圏イージスデイザイアー》やリーリスの《撃射承フエイスピアース》、月つき見みの《狂蛇環ウロボロス》等の総称だ。

「……迷い？　何だか橘たちばなとは縁えん遠どおい言葉に思えるけど……」

　真まっ直すぐ過ぎて失敗──主に勘かん違ちがい──をするといったところは多々あると思うのだが。

「そう思うってことは、巴ともえのことをまだ理解していないってことじゃないかしら？　もっとも、あたし以外の子を理解されるのはちょっと考え物だけどね」

「俺が橘のことを……」

　橘流の後継ぎとしての誇ほこりを持ち、それに見合った確かな腕があり、面倒見がよく頼りになる仲間で、けれど女の子としてはちょっとずれている橘。

（この一年近くで、いろいろと知ったと思ってたんだけどな……）

　だが、橘と日頃から仲のいいリーリスが言うのであれば、それは確かなのだろうと考えていると──

「一体どういうことだ……!?」

　トラの《昇華の儀》が行われているはずの室内が、にわかに騒さわがしくなる。

　外まで響いて来たのは、紛まごうかたなくトラの声だった。

　俺はリーリスたちと顔を見合わせて頷いた後、ドアをノックして室内に立ち入る。

「だからどういうことだと訊きいている……！」

「そ、そんなこと言われても、前例が無い以上はこちらとしても……」

「何かあったのか、トラ？」

　研究員に詰め寄るトラに声を掛けると、肩を竦すくめて返される。

「僕も状況が掴つかめていない」

「は？」

「説明して貰もらえるかしら？」

　リーリスが、トラではなく研究員へと訊たずねた。

「それが──」

　返ってきたのは奇妙な話だった。

　トラは《位階昇華レベルアツプ》を成し得た──

　けれど、《紅ぐ焔えん》が《蒼そう焔えん》に変わらなかった、と。

「どういうことだ……？」

　昇華に失敗していれば、内から体を灼やく熱で動くことはままならない。

　しかしトラは今も平然としていて、高熱を出している様子などない。

「ふんっ、《黎明の星紋ルキフル》の不良だったんじゃないのか？」

「そんなはずはないんだが──ともかく、検査をしてみよう」

　そうするしかないなと、トラはため息をつく。

「透とお流るたちは先に戻ってて。あたしももう少し話を聞いていくから」

「あ、ああ。わかった、それじゃあ──」

　頷うなずくと、俺たちは室内にリーリスを残して廊ろう下かに出た。

　その後さほど間を置かず戻ってきたユリエに事情を話し、俺たちは施設を立ち去る。

　地上へ出るとタツと別れ、俺はユリエに頼み事をすることにした。

「ユリエ。この後ちょっと付つき添そいを頼みたいんだけどいいか？」

「ヤー。何かあるのですか？」

「せっかく《位階昇華レベルアツプ》したことだし、魔術への影響があったかどうかの確認をしてみたくてさ」

《黎明の星紋》は人の《魂》に秘められた《力》──《星耀ルミナス》に働きかけることで身体能力や頑がん強きようさ、そして精神力を超化させる。

　ユーゴからは、魔法を行使するために必要な霊マ輝ナの扱いは、練度はもちろん精神力にも左右されると教わっているため、試してみたいと思うのは当然というものだろう。

《纏雷アドベント》だけならいつもどおり一人で十分だが、《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》も使ってみたいのだ。

《十三秒ノ雷命》──

　霊輝によって生み出した雷を、術者の《魂》と結びつけるという魔術だ。

　術者は全身に纏まとった雷に己の意志を伝えることで、限界を超えて体を突き動かし、術の効果時間中は力や速さが数倍に跳ね上がる。

　加えて手に触れた物（生物を含む）にも雷を伝え、術者の意志を反映させる。

　敵を打ち倒す意志を反映させ、手にした武器に雷の力を上乗せする、相手に打ち込む拳こぶしの威い力りよくを高める、といったように。

　ただしリターンが大きい代わりに、相応のリスクを背負うことになる。

　使用後は霊輝が完全に枯こ渇かつし、さらには限界を超えて身体を酷こく使しした分の反動で何日も動けなくなってしまうのだ。

「……つまり動けなくなったトールを、寮へ運べばいいということですね」

「ああ。頼む」

　格好がつかないことは俺自身百も承知だ。

　しかし、俺が個人的に魔術を習得していることは秘ひ匿とくしなければならないため、人目のある場所で試してみるわけにはいかない。

　とはいえ流石さすがに一人で《十三秒ノ雷命》を使用し、この冬空の下で動けなくなるのは避さけたい──最悪、凍こごえ死ぬ。

　だからこそ付つき添そいを頼んだのだ。

　俺はユリエを伴ともない、普段から魔術の訓練を行っている北西区画へと足を向ける。

　人気の無い林の中で立ち止まると、己の中の霊マ輝ナの流れに意識を集中し、詠唱を始める。

「《纏雷アドベント》!!」

　バチバチと弾はじける光──蒼あお白じろい雷が生まれ、俺の拳こぶしを包み込んでいく。

　現状、俺がまともに使える魔術を発動し終え、ユリエに目を向ける。

「発動まで五秒以内といったところです」

「流れを掴つかむまでが早くなってる感覚はあったけど、かなり短くなったな」

　これまで発動に七秒掛かっていたことを考えると、三分の二くらいに短縮出来たというのは大きい。

　その事実は、今後も《位階昇華レベルアツプ》を果たせば必然的に魔術を扱う力にも影響が出てくることを示しており、大きな収穫を得られたと思う。

「さて、それじゃあもう一つ、問題の方をやってみるか……」

　拳に纏まとった雷を解除して消し去ると、改めて霊輝の流れに意識を向ける。

「《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》!!」

　バチィッ!!　霊輝によって生み出された雷が俺の《魂》と結びつき、同時に周囲へ響き渡る派手な音を立て──消えた。

「持続時間一秒未満といったところです」

「……うん、知ってる」

　哀かなしいまでに一瞬で俺の霊輝は枯こ渇かつした。

　どうやら発動までの時間は短縮されたようだが、霊輝の総量が増えていない以上、肝心の持続時間はまったく変わってないようだ。

「何もかもそう上う手まくはいかない、か……。修行あるのみ、だな」

　幾いく度ども扱うことで練度を上げ、地道な訓練によって霊輝の総量を高める以外に持続時間を増やす方法はない。

　もっとも前者の練度については、使用する毎ごとに霊輝が枯渇してしまうため、高めていくのは難しそうだが。

「……トール。反動はないのですか？」

「そういえば無いな……。もしかして、体を酷こく使しする間もなく一瞬で終わったからとか？」

「《狂売会オークシヨン》のときと違い、雷神の一撃ミヨルニールを使っていないからということも……？」

「それもあるかもな。まあ霊輝が尽きた以上、今日はもう魔術の訓練が出来な──」

　手合わせ等、何かしらユリエと二人で出来る訓練でもと思ったそのときだった。

　突然、がくんっと膝ひざが折れる。

「トール……？」

　驚いたように銀色の少女が見つめる中、俺は膝ひざが折れた理由──いきなり全身を襲おそった強い疲労感から呼吸が乱れていた。

「はは……。体に反動はなくても、霊マ輝ナが尽きたことでの影響はあるみたいだ……」

「大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫と言えば大丈夫だけど、体がものすげー重いな」

　動けないことは無いが、かなりキツい。

　これからすぐに訓練を行うのはちょっと厳しそうだと伝える。

「ヤー。それでは、寮へ戻って休みましょう」

「そうだな。そうし──よほぉっ!?」

　言い切る前に、ユリエが俺を抱き抱える。

　所謂いわゆるお姫様抱っこの形で。

「ちょっ、ユリエ。別に歩くことくらいでき──」

「トール。喋しやべると舌を噛かんでしまいます」

　言うが早いか、ユリエが俺を抱き抱えたまま地を蹴けり、寮へ向かって駆け出した。

　数分後、俺をお姫様抱っこするユリエの姿が、寮内の生徒に目撃されるのだった……。










　心の傷も癒いえた翌週──

　俺たちは冬合宿のため、中央高地のとある雪山を訪れていた。

　十年以上前に廃業したスキー場だというこの地は、今ではドーン機関の管理下に置かれ昊こう陵りよう学がく園えん本校や分校、護陵衛士エトナルクの訓練場として使われているとのことだ。

　この場所でいったいどんな訓練が──

「あー、目が痛ぇ！」

　俺の思考を遮さえぎるかのように、真っ白な雪景色へ向かってうさぎ耳を揺らしながら、腹黒うさぎ（防寒モード）が怒ど鳴なる。

「……なあ、ここのところずっと気になってたんだが、冬合宿に何かあるのか？　最近、合宿の話が出る度に不ふ機き嫌げんになってる気がするけど……」

「だぁめだよっ、九ここの重えくん♪　訓練の内容は始まるまで──ひ・み・つ、だよっ♡」

「訓練の話じゃなくて、あんたの話だって」

「くはっ。だったら夜にアタシの部屋に来いよ。明日の朝あさ陽ひが黄色く見えるくらいたーっぷりと話をしてやっからよ」

「頼むから会話をさせてくれ」

「頼む相手が悪いだろ」

　訊きいた俺がバカだった。

「で、用件は何だよ？　早く言えっつーの、この遅ち漏ろうが」

「……今日もだけど、冬合宿の話が出るたびに不ふ機き嫌げんになってただろ。そういう意味で、何かあるのかって聞いたんだ」

　いい加減頭が痛くなってきたが、改めて質問すると──

「そのことかよ」

　チッと舌打ちし、ものすごく不機嫌そうな表情を月つき見みは浮かべる。

「ま、どーせすぐにわかるさ。あのクソめんどくせぇのが現れりゃすぐに、な」

　どういった意味なのかを問とい質ただそうとするも、宿泊所に荷物を置き、防寒装備に身を包んだクラスメイトたちが集まり始めたため、話の続きをすることは敵かなわなかった。

　そして全員が集合すると、月見の指示でゲレンデを中腹辺りまで登らされることに。

　スキー場が営業していた時代と違って現在はきちんと管理されておらず、雪にかなり足が埋まってしまう。

　雪崩なだれでも起きたりして──などと誰かが笑いながら言うも、あまり冗談になっていないような気がした。

　しばらくの後、全員がゲレンデの中腹へと到とう着ちやくし、理事長や三み國くに先生が待機しているレストハウスは随ずい分ぶんと下方に見える。

「はーい、それじゃあ今から冬合宿を開始しちゃおうと思うんだけどぉー」

　白モードで明るく開始宣言をする月見だが、雪上には凶悪なシルエットの《牙剣テブテジユ》を突き刺さしているため違い和わ感かんしかない。

　ある意味、これから始まるであろう地獄の数日間を表している気もするが。

「開始する前にぃ、今回はものっすごいスペシャル下衆……トな教官を呼んでるから、まずはその人を紹介しちゃうよー♪」

　一瞬、黒うさモードが見えたのは気のせいだろうか。

　ともかくスペシャルゲストという単語に、どんな人物なのだろうかと周囲がざわついたところで、月見は天を指して叫んだ。

「《Ⅶレベル７》!!　護陵衛士エトナルク最強の《超えし者イクシード》──ヴァレリア教官の登場でーっす☆」

　途端、どよめきが起きる。

《Ⅶ》、そして最強という二つの単語は、俺たちの興味を引くには十分過ぎるものだった。

　いったいどんな人物なのかと、俺たちは指の差された方向へ視線を向ける。

　青く広がる空、眩まぶしく照りつけてくる太陽、そして軽飛行機──から飛び降りる人影。

「えぇえええええ────っ!?」

　数百メートルの高さから、腕組みをしたままパラシュート無しの身一つで降下してくる姿に、俺も含め多くのクラスメイトの驚く声が重なり──

　数秒後に起きる惨劇スプラツターを想像し、幾いく人にんかは息を呑のむ。

　ズズゥゥウウウウンン……!!　数秒後、人影は俺たちの立ち位置から十数メートルほど登った地点へと、地響きとともに着地する。

「ぶふぁっ!?」

　同時に暴風雪が着地点を中心に起こり、俺たちは月つき見みも含め真っ白に。

「だ、大丈夫なのか……？」

　大量に巻き上げられた雪の中心点──落下点を確認すると、そこには惨劇どころか怪け我が一つなく、降下時とまるっきり同じ体勢のまま佇たたずむ女性の護陵衛士エトナルクの姿が。

　派手とか言う以前に人としてあり得ない登場の仕方だったため、そこかしこから動揺のざわめきが起きる。

「あれが《Ⅶレベル７》……」「あの高さから落ちてきたのに、ぴんぴんしてるってどういうことなの……？」「ほ、本当に人間かよ……!?」「カッコイイ……♡」

　常識外の登場をしたスペシャルゲストの教官は、長い赤毛を一つに束ねた外国人女性で、年の頃は二十代半ばくらいだろうか。

　しんとした空気の中、彼女は眼まな差ざしをこちらに向け、よく通る低めの声を鋭するどく発した。

「私がヴァレリア＝カーライルだ!!　冬季合宿において諸君らの教官を務つとめる!!」

「ううぅるせぇええええええっっ!!　雪まみれになっただろーが、この極ごく太ぶと眉まゆ毛げ!!」

　ぼすんっ。怒ど鳴なり声とともに投げつけられた雪玉が、ヴァレリア教官の頭に直撃する。

「……………………」

　教官は月見をちらりと見て、無言のまま歩を進め──

「それが上官へ対する口の利き方か、《狂兎ヴオーパルバニー》」

　と言うやいなや、月見の顔をアイアンクローで掴つかみ──

「頭を冷やしてこい!!」

　月見を放り投げた。

「どぅわぁあああああ────っっ!!」

「せ、せんせー!?」

　放物線を描いて飛んでいく月見に、吉き備び津つが慌あわてる。

　数秒後、ものすごい勢いで飛んでいった先で雪ゆき煙けむりの柱が立つ光景を見た俺たちは、それに気付く余裕もなくただただ呆あつ気けに取られていた。

（あ、あの月見が……）

　自身が放り投げた月見を一いち瞥べつすらせず、ヴァレリア教官は再び良く通る声を強く発した。

「注目!!」

　月見（の落下先）に視線を向けていた生徒もほぼ全員が教官へと注視する。

　唯ゆい一いつ、吉備津だけが月見と教官へ視線を行ったり来たりさせているが。

「これより冬季合宿を開始する!!　まずは挨あい拶さつ代わりの訓練を行う!!」

「……お、おい、あれ……」「え……？」「嘘うそ……？」

　このとき幾いく人にんかが、地響きからそれに気付く。

　ゲレンデの上方向から崩れてきた、荒あれ狂くるう雪の濁だく流りゆうに。

「飲み込まれずに走れ!!」

　地鳴り以上の声で、ヴァレリア教官が冬合宿の最初となる訓練内容を告げる。

　巨大な蛇へびの如ごとく押し寄せてくる雪崩なだれを、しばし唖あ然ぜんと見つめ──

「に、逃げろ────っ!!」

　誰かの叫び声をきっかけに、全員がゲレンデを全力で駆け下りていく。

「でたらめな訓練にも程ほどがあるだろ────っ!?」

　雪上を駆けつつ背後へ向かって叫ぶと、腕を組んだまま真っ先に雪崩に飲み込まれる教官の姿が映る。

「あんたが最初に巻き込まれてどうするんだ────っ!?」

　と叫ぶも、既に大量の白銀の煙を巻き上げる濁流の中に消えた教官から返事は無い。

「ひゃあぁっ!!」

　代わりに、足を取られて転倒して悲鳴をあげる吉き備び津つの姿があった。

　慌あわてて足を止めるも、雪上──それも下りではすぐに反転は出来ない。

「──っ！　まずい……!!」

「ふっかぁああああああつっっ!!」

「せ、せんせー♡」

　復活宣言と同時に、月つき見みがゲレンデに飛び込んで来た。

　吉備津を護まもるように立ち、《狂蛇環ウロボロス》を交差させて雪崩を斬きり裂さく姿にほっと一息ついたのも束つかの間まのこと──

　今度は男子が二人もつれ合う形で、次いで女子も一人が転倒する。

「ユリエは向こうを頼む!!」

　ユリエが俺の指示で《天翔颯ヴインドイエールズ》で疾しつ駆くし、転倒した女子を助ける中──

　俺は転倒した男子二人と押し寄せる雪崩の間に立ち、《力ある言葉》を叫ぶ。

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　結界が発動し、展開して数秒後──

　白い濁流が衝突し、視界が白一色ホワイトアウトと化す。

　衝撃、震動、地鳴りがしばしの間続き──

　やがてすべてが収まり、少しずつ視界が晴れてきたところで《力》を解除すると、俺は額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　──と、そのときだった。

　雪崩なだれ跡から雪が盛り上がったかと思うと、ヴァレリア教官が姿を現した。

「ふぅ……。酷ひどい目にあったわ……」

　雪まみれになった教官は、先刻までとはいささか違う口調でぼやくが──

「それはこっちのセリフだ！　バカ眉まゆ毛げ!!　いきなり何しやがんだこらぁ!!」

「挨あい拶さつ代わりと言ったはずだ！」

　すぐに最初の口調へと戻る。

「くっだらねぇ挨拶で、初日からリタイアするガキが大量に出るとこだっただろーが!!」

「……《狂兎ヴオーパルバニー》と呼ばれる貴様の発言とは思えんが──口の利き方を覚えて出直してこい」

　言葉を途中で切り、教官は月つき見みの顔を再びアイアンクローで掴つかみ、放り投げた。

「せ、せんせー!?」

「さて──」

　またしても雪柱があがる中、最強の《超えし者イクシード》は腕を組み直すと、《絶刃圏イージスデイザイアー》によって大きく流れを変えられた雪崩跡へと視線を送り、口こう角かくを上げる。

「……報告どおり、面白い《力》を持っているようだな」

　言いながら視線を鋭するどいものへ変えつつ俺へ向け、口角を下げる。

「──っ!!」

　瞬間、ぞくりと背筋に冷たい何かを感じた。

　ただ鋭いだけの眼まな差ざしじゃなく、込められた強い感情を察する。

（これは──敵意？）

　そう、敵意だ。

　今日初めて会う相手だと言うのに、俺を見つめるその瞳ひとみからは敵意を感じる。

（ど、どうして護陵衛士エトナルク最強の《超えし者》が、俺に敵意を……？）

　教官は俺に鋭い視線を向けたまま、ザクッ、ザクッと雪を踏み締めながら近付いて来たのだが──

　そこへ、ユリエがひょこっと俺の後ろから顔を出し、教官へ声を掛ける。

「お久しぶりです、ヴァレリア」

「──っ！　ユリエーっ♡」

　途端、教官の表情が──雰ふん囲い気きまでもが一変する。

　直前までの雰囲気は霧む散さんし、見るからに朗ほがらかな笑みを浮かべて駆け寄ってきたかと思うと、ユリエを抱きしめた。

「久しぶりね、ユリエ！　元気だったかしら!?」

「ヤー。ヴァレリアこそ元気そうで何よりです」

「もちろんよ！　ああ、でも本当によかったわ。イギリスに戻ったら、すぐに貴女あなたのママへ、ユリエは元気だったと伝えなくちゃ!!　あぁん、それにしても相変わらずすべすべのお肌なんだから、もうっ、もうっ♡」

　ヴァレリア教官はユリエへ幾いく度どとなく頬ほおずりをした後、ほっぺを何度も突く。

　さらにはまるで子供へ接するかのように、銀色の少女を高く抱え上げるとその場でぐるぐる回り出した。

　先刻までとのあまりの違いに、俺も含め誰もがぽかんと口を開けてその様子を見続ける。

（そういえば──）

　ユリエが昔の話をしてくれた際、彼女を救ってくれた《超えし者イクシード》がヴァレリアという名だったことを思い出す。

　目前で繰り広げられるこの状況から、仲が良いことはこれ以上無いくらい伝わってくる。

　とはいえ俺を含め集まってきたクラスメイト全員が、豹ひよう変へんしたヴァレリア教官の姿を見て自分はどうしたらいいものかと唖あ然ぜんとするばかりだった。

「……再会の喜びは後にして貰もらえないかしら？」

　空気を変えたのは、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女だ。

「……これは失礼をしました！」

　ユリエを下ろすと、赤毛の教官は敬礼をする。

「《星逢ステラ》──ヴァレリア＝カーライルです。お初にお目に掛かります」













「《特別エクセプシヨン》──リーリス＝ブリストルよ。噂うわさの最強とお会いできて光栄だわ」

　教官はリーリスと握あく手しゆを交わし、続いて俺たちに顔を向けた次の瞬間、表情をまたしても一変させる。

「いつまで呆ほうけている！　冬季合宿はまだ始まったばかりだぞ!!　気合いを入れろ!!」

　唐とう突とつに鬼教官と化したヴァレリア教官は、先刻までの自身のことは完全に棚に上げて怒ど鳴なった。

「は、はい!!」「返事は『イエス・マム』!!」「イエス・マム!!」

「一分以内にスキーを装着して集合！　走れ!!」「イエス・マム!!」

　各自慌あわてて宿泊所の前に置いたスキーを取りに駆け出し、俺も後を追おうとするも──

　ガシッと肩に手を置かれ、歩を止められてしまう。

「あ、あの……？」

　振り返った先に赤毛の教官の姿があり、俺は顔を引きつらせながら何用かと首を傾かしげる。

「《異能イレギユラー》──九ここの重え透とお流る。夕食後に話がある」

「わ、わかりました……」

　鋭するどい眼まな差ざしに浮かんでいるのは確実に好意とは真逆のもので、俺は嫌な予感がしつつも頷うなずいて返す以外なかった。

「以上！　走れ!!」「は、はい──じゃなくてイエス・マム!!」

　指示どおり駆け出しながら、俺はふと思う。

（……この人って誰かに似ているような？）

　その答えは、スキーを履はいている最中にふと辿たどり着いた。

（……わかった、サラだ）

　親愛の情を向けている相手の傍そばに居る男──つまり俺へ向ける眼差しが、リーリスの執しつ事じであるサラとヴァレリア教官はよく似ているのだ。

（うう……。厄やつ介かいなことになりそうな予感しかしないぞ……）










　日が暮れ始めたところで訓練は終了し、大半のクラスメイトが口を開く元気すら失って、静かに夕食のカレーを食べていた。

（ハードだったもんなぁ……）

　滑すべれないやつはサポートで参加している護陵衛士エトナルクに猛特訓をさせられ、滑れるやつは長時間ぶっ続けでクロスカントリーを行った。

　しかも林間どころかゲレンデの頂上まで登らされたり、背はい嚢のうを背負ってだったりと、ハードな訓練のおかげで疲労が凄すごいことになっている。

　ついでに言えば俺は全部片足を浮かせた状態でやらされたのだが、ユリエやリーリスも同じ訓練内容だったことから、ヴァレリア教官は個人と仕事の顔は完全に使い分けているようだ。

　それはともかくとして、どれほど疲れ切っていようとやはりカレーは美う味まい。

　二杯目の山盛りのカレーライスを美お味いしく頂きつつ、いつもの面々と会話をしながら食事の時間を過ごす。

　ちなみに肉をかなり多めに乗せ、その上に再びライスを置き、さらにカレーを掛けてと橘たちばな対策も万全だ。

「……九ここの重え。バレていないとでも思っているのか？」

　カレーの隣に山盛りのサラダ──幸い苦手な野菜は入ってない──を置かれ、俺は万全という言葉について今一度考え直す必要がありそうだと思うのだった。

「それはさておき──ユリエ。キミと教官とはどのような関係なのだ？」

　訓練中の私語は一切許されなかった上に滑すべれない組だった橘が、ユリエに教官のことを訊たずねる。

「昔、いろいろあったところを助けて頂きました。とても強くて優しい人です」

　ユリエはどこか嬉うれしそうな表情で答えるも、昔という単語に橘やみやびの表情が僅わずかに動く。

　今では彼女らも知るユリエの背中の傷と、何かしら関係があると悟さとったようだ。

　水練が始まった頃、見られても大丈夫なのかとユリエに確認したところ、事故で負った怪け我がにすると銀色の少女は言っていたのだが、結局誰からも何も訊きかれなかったらしい。

　もちろん誰も気付かなかったはずはなく、気を遣って訊かなかったのだろう。

　そして今もまた、過去に何があったのかは触れずにみやびが話を進める。

「とても──って、《超えし者イクシード》で最強って話だけど……」

「ヤー。私も驚きました」

「……彼女が現状最高位となる二人目の《Ⅶレベル７》に到達したのは、去年の春だもの。日本こつちに来ていたあんたが知らなくても当然よ、ユリエ」

　ナプキンで口元を拭ぬぐい、リーリスが教官について語る。

　と、そこへ俺たちの集まっているテーブルに珍しい人物が加わってきた。

「あの極ごく太ぶと眉まゆ毛げ……！　どーしてアタシまで訓練に参加させられんだっつーの!!」

　苛いら立だちを表わすかのように音を立てて皿を置き、月つき見みはがつがつとカレーを食べ始める。

「……それはこちらのセリフだ。どうして貴様と食事を共にしなければならん」

「こまけーこと言うんじゃねーよ。だからテメーはちっこいんだよ、メガネ」

「誰がちっこいか!!」

「いや、一センチ伸びたぞ」

「そんなフォローは要いらん!!」

　フォローを入れたのに、何な故ぜか俺が怒ど鳴なられた。

「しかし、あんたの頭が上がらないのは、理事長と三み國くに先生くらいかと思ってたぞ」

「……三年前の冬合宿──アタシが今のテメーらと同い年の超ピチピチ女子コーセーだったときに、今回と同じくあの鬼眉まゆ毛げが教官として来てたんだよ。んで、若さに嫉しつ妬とされて滅め茶ちや苦く茶ちやしごかれたっつーわけよ」

「こ、言こと葉ば遣づかいのせいじゃないかなって思うんですけど……」

「うっせー!!」

「ぴゃ──っ!?」

　激荒れモードの月つき見みが、おそるおそるツッコんだみやびの胸を鷲わし掴づかみするのだった。

「……何を騒さわいでいる」

　そこへ現れたのは話題の主である、ヴァレリア教官その人だ。

　鋭するどい視線を向けてくる彼女へ、リーリスはパチリとウインクをして返す。

「友人同士、いつもの親しん睦ぼくよ。気に障ったのなら申し訳無かったわ」

「いえ、訓練の時間外ですから、私も厳しく言うつもりはありません。無論、この空気を訓練に持ち込まなければの話ですが」

　そう言って、教官は月見を一いち瞥べつすると小さくため息をついた。

「九ここの重え透とお流る。先に伝えたように、貴様に話がある。ついて来い」

「は、はい──じゃなくて、イエス・マム」

「訓練時間外だ」

「は、はい……」

「……ユリエ。貴女あなたも同席して貰もらえるかしら」

「ヤー」

　こうして、俺は嫌な予感でいっぱいになりながら、ユリエとともに教官に外へと連れ出されたのだった。




　ザクッ、ザクッ、ザクッ──

　満天の星々の下、雪を踏み締める音を響かせながら最強の護陵衛士エトナルクが先を行く。

「さて、ここらでいいわね」

　宿泊所から五十メートルほど離れたところで教官は足を止め、食堂とは口調を変えて振り返った。

　彼女の瞳ひとみには言うまでもなく、俺への強い敵意が浮かんでいる。

「九重透流。一つ、訊きかせてもらおうかしら。貴方あなた──」

　口ではそう言いつつも、絶対に答えなければ許さない──そんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつ、教官は俺へ問う。

「ユ、ユユ、ユリエと──エ……なことをしたり、とか、してないわよね……？」

「は？　いま何て？」

　直前までの雰ふん囲い気きはどこに行ったのか。

　唐とう突とつにしどろもどろとなって聞き取り辛づらい質問に、間抜けな声が出た。

「だだ、だから！　ユリエとエ、エ、エッチなことをしてないかどうか訊きいてるのよ!!」

「してませんよ!!」

　即ツッコむと、教官はユリエに問う。

「ほ、本当なの、ユリエ！　嘘うそは言わなくていいのよ!?」

「ヤ、ヤー。トールとはそのような関係ではありません……」

　さすがにユリエも質問の意味は理解しているようで、恥ずかしそうに俯うつむきつつ首を左右に振る。

（よかった……。ユリエが変な答え方をしなくて本当によかった……）

　俺は内心で、ヴァレリア教官は見るからに安心したといった様子で大きく息を吐いた。

「よかったわ……。これで貴女あなたのお母さんに良い報告が出来るわ。……と言っても、あの人ってば貴女が選んだ同居人なら大丈夫って、全然心配してないんだけど……」

　サラに似ていると思ったが、割と物わかりはいい人なのかもしれない、と思う。

「……あれ？　どうしてユリエのお母さんが同居のことを知ってるんだ？」

「ママに手紙を書くとき、いつもトールのことを書いていますので」

（そういえばときどき手紙を書いてたっけ）

　さすがに内容を訊くのははばかられるし、同世代の男と同居なんて心配させるだけだろうから俺のことなんて書いてるはずがない──そんな風に考えていた。

「ところで九ここの重えくん──」

　フルネーム呼び捨てが少し変化した。

「この子に手を出していないということは、まさか貴方あなた──ユリエのことを可愛かわいくないなんてことを思っているんじゃないわよね……!?」

「発想が極端ですって!!」

　目を据わらせて殺気立つ教官に、俺は即そく座ざにツッコんだ。

「……極端だろうが何だろうが、女の子としてどう思ってるのかを言いなさい」

「えっと──」

　じ────────────────────────────────────っ。

　こちらが嘘でもつこうものなら、一瞬で看かん破ぱしそうなほどに見られてる。

　だから俺は、気恥ずかしい思いをしつつ本音を口にした。

「か、可愛いと思ってます。それもものすごく……。ちょっと危なっかしいところもありますが、そういうところも含めて魅力的な女の子だなって思ってます」

「トール……」

　ユリエが俺の名を口にする。

　どんな風に見られているのかと思うと恥ずかしく、彼女に顔を向けられないまま、言葉の続きを慌あわてて告げる。

「だ、だけどそれ以上に信頼出来るパートナーだと、背中を預けるに相応ふさわしい《絆双刃デユオ》だと思ってます!!」

「合格!!　よくわかってるじゃない！　そう、ユリエは可愛かわいいのよ!!　それを理解している上で今の答えは完かん璧ぺきよ！　んもう、いい子いい子してあげるわっ♪」

「ち、ちょっと!?　頬ほおずりしないでくださいって！」

　叫ぶなり俺を抱だき締しめて頬ずりをする教官だったが──

　突とつ如じよ体を離し、表情を真剣なものへと変える。

「……けれど、ユリエにとって貴方あなたは背中を預けるに相応しい《絆双刃》なのかしら？」

　ユリエのことになると性格が変わり過ぎるおかしな人ではあるが、ここまでとは明らかに雰ふん囲い気きが違っていた。

「九ここの重えくん。貴方は──知っているの？」

「……知っています」

　意味を知らなければ理解不能な問い掛け。

　だが俺は、ユリエの傷にまつわる話であると即そく座ざに理解して頷うなずく。

　俺が首を縦に振ったことで、ヴァレリア教官はユリエに視線を移す。

「ヤー。私から話しました。パパのことも、《醒なる者エル・アウエイク》のことも、すべて」

「そう……。よほど信頼しているのね、彼のことを……」

　教官は目を伏せて呟つぶやく。

「でもね、九重くん」

　再び目を開き、俺を見つめる教官。

　その瞳ひとみは、覚悟を確認するものだった。

「この子の背中を護まもるには、生なま半はん可かな覚悟と強さではダメなのよ」

「……わかっています。俺は──」

「言葉は要いらないわ」

　覚悟の言葉は遮さえぎられる。

「必要とされるのは、覚悟に見合うだけの強さ──それだけよ」

「──っ！」

　俺が息を呑のんだ瞬間、教官はふわりと後方へ跳んだ。

「《焔牙ブレイズ》」

　着地するなり、胸元に手を当てて《力ある言葉》を口にする。

　途端、ヴァレリア教官の《星紋アスター》から薄く紫がかった《焔ほのお》が発した。

《紫し焔えん》は荒あれ狂くるい、やがて一つとなって武器と化す。

　重厚──

　最強の《超えし者イクシード》が手にしたそれは、まさにその言葉を体現していた。

《星華棍モーニングスター》──鉄てつ塊かいとなっている柄つか頭がしらから巨大な刺とげを発している戦せん棍こん型の《焔牙ブレイズ》。

　身長百七十センチほどのヴァレリア教官の背せ丈たけを優に超える超重量武器──

　それを、まるでバトンでも扱うかの如ごとく軽やかに振り回し、先端を俺へと突き付けた。

　同時に、重苦しく圧倒的な闘気が場を支配する。

「見せて貰もらうわよ。貴方あなたの《魂》──その《力》を」

「ヴァレリア……っ」

　不穏な流れにユリエが口を出そうとするも、俺は手で制する。

「……わかりました」

　頷うなずき、俺は《楯たて》を具現化する。

「ユリエの《絆双刃デユオ》で在あるために、俺の《力》を認めて貰います！」

「いい顔するわね」

　そう言って教官は口こう角かくを上げた。

　俺たちは睨にらみ合い、緊張とともに場の圧が高まって行き──

　極限に達した瞬間、教官が動いた。

「一撃、耐えてみなさい!!」

　上体を大きく捻ひねるようにして構かまえた鉄塊の先端が見えた次の瞬間、俺たちは同時に咆ほう吼こうした。

「駆かけよ赫かがやき──《天翔星フオーリングスター》!!」

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　ヴァレリア教官による覚悟を試す《力》が放たれ──

　俺の覚悟を示す《力》が展開される。

《星華棍》から放たれた《煉業リヴオルト》──巨大な白輝球が、夜空を流れる彗すい星せいの如ごとく、闇やみを切り裂さき駆け抜ける。

　かつて見たことのない力が閃せん光こうと化し、結界とぶつかり合う。

　──が、それも僅わずかな時間だった。

《絶刃圏》は流星の威い力りよくに大きく震ふるえるも、ものの数秒しか保もたずに砕かれ──

　直後、凄すさまじい衝撃を受けて俺は吹き飛ばされる。

　雪上に叩たたきつけられると、俺はそのまま意識を失う。




　気がつくと俺はロビーのソファで寝かされていて、ユリエが心配そうに覗のぞき込んでいた。

「大丈夫ですか、トール？」

「あ、ああ……。俺、は……」

（そうだ。教官の《煉業リヴオルト》を防ぎきれなくて……）

　結界が砕かれた瞬間が脳のう裏りに甦よみがえり、慌あわてて起き上がろうとするも俺の意志に反して体はまったく動かない。

「無駄よ。手加減したとはいえ、少なくとも数時間は動けないくらいの威い力りよくで放ったもの」

　最強の《超えし者イクシード》が俺を見ながら言う。

（あれで手加減だって……!?）

《絶刃圏イージスデイザイアー》を砕かれ、指の一本も動かせない程ほどのダメージを受けたあの一撃が手加減されたものであったと聞かされ、俺は《Ⅶレベル７》の圧倒的な力を身を以もつて知った思いだった。

「さて、それじゃあ私の見けん解かいを言わせて貰もらうわ」

「ま、待ってください……！　俺は絶対にユリエの《絆双刃デユオ》を──」

「合格!!」

「は？」

「ヴァレリア……？」

　腕組みをした教官の、通る声が響く。

「合格と言ったのよ」

「えっと……でも、俺は──」

「《天翔星フオーリングスター》を数秒持もち堪こたえた──今の《位階レベル》差を考えれば十分よ」

　ふっと笑みを浮かべ、ヴァレリア教官が俺を認めるという意の発言をした。

「無論、今後も精しよう進じんすること。そうでなければ、ユリエの《絆双刃》は務つとまらないわ」

「あ……は、はい!!」

「ん、いい返事ね。それじゃあ、この後はきちんとお風呂で体を温めて、しっかり休むこと。明日からの訓練に影響を出さないように」

　そう言って教官は、初めて優しげな笑みを見せたかと思うと踵きびすを返す。

「ヴァレリア、どちらへ？」

「悪いわね、ユリエ。久しぶりにゆっくり話をしたいところだけど、今日はまだ用事があるから時間が取れそうにないの。明日の夜にでもたっぷり話しましょ♡　それと──」

　歩みを止め、教官は先程以上に優しい笑みと眼まな差ざしを、銀色の少女に向けて告げる。

「いい《絆双刃》と出で逢あえたわね」

「ヤー♪」

　ユリエが頷うなずく姿を見てから、教官はロビーを出て行く。

　ロビーの出入り口には、こちらの様子を遠目で窺うかがっていたみんなの姿が見える。

　ヴァレリア教官はその内の一人──リーリスから声を掛けられ、彼女と連れだって宿泊所の奥へと去っていった。

　こうして、冬合宿初日の夜は過ぎていく。

《Ⅶレベル７》との圧倒的な《力》の差を身を以もつて知り、それでも教官の言うとおり今よりもさらに高みを目指さなければと改めて自分に誓ちかいを立てながら。

　ユリエの《絆双刃デユオ》として相応ふさわしいと、この先も認め続けて貰もらえるように。










　冬合宿の日程も、折り返しとなる四日目に差し掛かった。

　疲労の色が出始めたクラスメイトも多い中、俺たちは宿泊所のロビーで本日の訓練内容を聞かされるところなのだが──

　目の前には、訓練で使うと思われるザックが大量に並び置かれている。

「あ、あの……。今日の訓練はどういったものになるんですか……？」

　おそるおそる手をあげてみやびが訊たずねると、教官はふっと笑みを浮かべた。

「これより、冬季合宿の総仕上げに入る!!」

「え？」

　そこかしこから同じ反応が同時に起こるのも無理もない。

　合宿は夏と同様に七日間なのだから。

「まだ四日目なんですけど……」

　誰かの呟つぶやきに、教官がぱちんと指を打ち鳴らす。

　すると苛いらついた表情を浮かべつつ、月つき見みが教官の背後に巨大な地図を広げた。

　普段の授業で月見が用意するような適当なものではなく、しっかりとしたものであったが、何やらバツ印が書き込まれている。

　教きよう鞭べんで地図を指し、ヴァレリア教官は訓練について話し始めた。

「現在、諸君らはここに居る。そして──」

　パンッと音を立てて教鞭で地図の別箇所を叩たたき、穴を空ける。

「……………………」

「力入れて叩きすぎだっつーの……」

　月見がぼそりと呟いた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]────っ!!」「せ、せんせー!?」

　アイアンクローが贈ぞう呈ていされた。

「教官って基本怖いけど結構ヌケてるよな……」「そこがいいんだって」「お姉様……」

　月見の絶ぜつ叫きようが響く中、ここ数日で何となくヴァレリア教官のキャラを掴つかんだ感のある声がぼそぼそと聞こえてくる。

　程ほどなくしてサポートスタッフが破れた地図をセロテープで直し、改めて教官が訓練の説明を始める。

「三日以内にこの地点へ到達せよ！　それが冬季合宿の総仕上げとなる！　短い期間だが、この数日で雪山地帯における様々な技能が諸君の身には叩たたき込まれたはずだ！　それらすべてを駆使して必ず辿たどり着くように!!」

「イエス・マム!!」

　こうして四日目から六日目に掛けて行われる最終訓練は、時間厳守の任務を想定しての雪山行軍となった。

　加えて、任務中に何かしらトラブルが起きたことを想定し、装備も万全ではなく幾いくつか欠けた状態で割り当てられる。

《絆双刃デユオ》ごとにスタート地点が違うということもあって、宿泊所を出るとすぐにバスやヘリでの移動が始まる。

《Ｖレベル５》ということもあってか、俺とユリエは目標地点からかなり離れた山奥までヘリで移動してから訓練開始となったのだが──

「施設に宿泊とか、夏と違って妙に環境がいいと思ったんだ……。考えが甘かった……。しかも食い物がこれだけとか……」

　渡されたザックを確認するとシュラフが欠けていて、食料も携帯食がたったの一箱しか入ってなかった。

「よりにもよって食料まで欠けてるなんて……」

「半分こにしましょう、トール」

　とユリエは言うも、携帯食二箱に板チョコ一枚と、俺より多少マシなだけで彼女の方も心こころ許もとない。

　銀色の少女にダダ甘な性格の教官ではあるが、訓練では容よう赦しやないらしい。

「まずは川を見つけて魚でも捕ろう……」

　渡された地図──ただし半分以上が破れている──を見ながら、俺はため息をついた。

　だが、宿泊所で見た地図をユリエがほぼ覚えていたおかげで、俺たちの行軍は非常に順調な滑すべり出しとなった。

　まずは特徴的な地形を記憶と照らし合わせて現在地を把握し、次に目的地に少々遠回りとはなるものの、最も近い川へ向かって魚を捕えて食料の確保。

　その後、目的地へ向かって改めて動き出す。

　雪が足元を覆おおって多少移動し辛づらくはあったが、それでも《Ｖ》となった俺たちの身体能力からすると問題になるレベルじゃない。

　むしろ移動速度を上げ過ぎて前方不注意になり、谷底に落ちそうになったところをユリエの《天翔颯ヴインドイエールズ》に助けられた一幕は、みんなに秘密にしておきたいミスである。

　以後は安全重視ということで行軍ペースを落とし──

　やがて夜を迎え、訓練で習った雪せつ壕ごうを掘って本日の野や営えい地ちを作ったところで、ここまで順調だった行軍に問題が発生した。

　ある意味、いつもどおりの問題が。

「トール、一緒に寝ましょう」

「……いや、俺はブランケットがあるから大丈夫かな」

　シュラフの上にちょこんと座すわったユリエの誘さそいに、アルミ製のブランケットで身を包んだ俺は首を振る。

「ですが、くっついて温めあった方が暖あたたかく過ごせると思います」

「……………………」

　結果、いつもどおり俺は敗北した。




　翌日、昼を過ぎたところでトラとタツの《絆双刃デユオ》と遭そう遇ぐうする。

　同じ目的地に向かって近づいているのだから、こうしてクラスメイトと出くわすことも半ば必然と言えるだろう。

「徹夜で行軍でもしていたのか？　随ずい分ぶんと眠そうだが……」

「いや、まあいろいろあって……」

「ふん、さすがに狭い雪壕は普段と勝手が違うということか」

　何となく察してくれたようだが、おそらく現実はトラの想像の斜め上だ。

「それはともかく、この後は一緒に動かないか？」

「冗談じゃない。ライバルの貴様と顔を合わせた以上、僕たちがすべきことは勝負──と言いたいところだが、あの筋肉バカを置いていくわけにもいかんからな」

　と言いつつトラは先を歩くタツの背中を見る。

　タツは現在《Ⅲレベル３》──

　けれどトラは《Ⅳレベル４》に昇華したため、俺と勝負するために本気を出せば、タツを置いていくことになってしまう。

　そう、トラは《Ⅳ》へと昇華した。

　ただしそれは、身体能力の面だけの話なのだが。

《昇華の儀》から冬合宿が始まるまでの一週間、幾いく度ど試してもトラの《焔ほのお》は紅くれないのままで、

《焔牙ブレイズ》の真の《力》を引き出すことは出来なかった。

　リーリスによると、どれほど調べようとも《黎明の星紋ルキフル》に不具合が発見されることはなく、何かしら心しん因いん性せいの問題によるものではないだろうかとのことだった。

　身体能力等、肉体に関する数値だけは《Ⅳ》相当に超化しているというデータから、事例がない現時点ではそう結論を出すしかないといった状況らしい。

　当事者であるトラだが、原因について何も思い当たるものはないとのことだった。




　トラたちとともに行軍し、ペースはこれまでよりもかなり落ちたものの、二日目の野や営えい地ちを決めた頃には目的地までだいぶ近づいて来ていた。

　明日は昼までにここを発たてば、遅くとも夕方に到とう着ちやくするだろう。

　トラたちとともに雪せつ壕ごうを作り、今夜は一緒に休息を取ることにする。

　おかげで、さすがにユリエも一緒に寝ようとは言い出さず、俺はトラたちと遭そう遇ぐうした幸運を天に感謝しつつ眠りに就いた。

　──それからどれくらい眠っただろうか。

　ドサッ……！

　何か重い物が落ちたような音が外から聞こえてきて、意識が覚かく醒せいする。

　おそらく木に降り積もった雪が落ちたのだろう。

　さして気にすることもなく、俺は再び目を閉じる──

　が、早めに就寝したためかなかなか寝付けず、俺は気分転換に外へ出ることにした。

「……眠れんのか？」

　雪壕から少し離れ、しばしぼんやりと星空を見上げているところにトラから声を掛けられる。

「起こしちまったか？」

　振り返って訊きくも、トラは答えることなく歩いてきて肩を並べ、空を見上げて呟つぶやく。

「流れ星、か……」

　慌あわててトラの視線を追うが、煌きらめく星々は視界に映るも、尾を引く光はどこにも見えなかった。

「見間違いじゃないのか？」

「ふん、貴様が見るのが遅いだけだ」

「……次に流れたら教えてやらないぞ」

「ふん、ならば僕も言わん」

　ここで会話は途と切ぎれ、俺たちは無言のまま星空を見上げる。

　月の光が世界を照らす深夜、山中ということもあって冷え込みは厳しい。

　けれどどちらからも雪壕へ戻ろうとは言い出さなかった。

「……三年、か」

「そうだな……」

　トラの呟きに、頷うなずく。

　かつて四人で過ごした賑にぎやかな星夜から、随ずい分ぶんと遠いところに来てしまった気がする。

　今は俺たち二人だけで、哀かなしいまでに静かだ。

「……あの子は、今頃何をしているんだろうな」

　今度は俺が呟つぶやく。

　それは桜色の少女についてのことだ。

　皆まで言わずとも、トラは俺の呟きの意味を察してくれるが──

「わからないことだらけだが、《６６６ザ・ビースト》を追っていれば、いずれ何ど処こかでまた会えるかも知れん。そのときに……」

　何かを言い掛けたところで、言葉が途と切ぎれる。

　どうかしたのかと呼び掛けようとすると、戸と惑まどった様子でトラが呟きを漏もらす。

「なんだ、あれは……？」

　視線を追ってみると、言葉の意味を理解し──俺もまた、戸惑う。

　木々の合間に、赤い光が揺れ動く様を捉とらえたからだ。

（炎……？）

　そう、それはまるで狐きつね火びのようだった。

　赤く揺れ動く火が地上一メートル付近を漂ただよい、近付いて来る。

「「──っ!!」」

　木々の影から月明かりの下へと狐火が進み出た瞬間──

　俺とトラは同時に息を呑のんだ。

　狐火の正体が、桜色の少女だったために。

「オトハ……!!」

「バカな……。音おと羽はが……いや、あれが透とお流るの言っていた……？」

　呆ぼう然ぜんと呟くトラを残し、俺は桜色の少女──オトハへ向かって駆けていく。

　どうして、こんなところにいるんだろうか。

　どうして、《６６６》と争っているんだろうか。

　どうして、焱ほのおを操る《力》を持っているんだろうか。

　どうして、音羽とこれほどまでに生き写しなんだろうか。

　どうして、どうして、どうして、どうして──

　訊ききたいことは山ほどある。

　俺は無む我が夢む中ちゆうで駆け──

　そんな俺に、桜色の少女がその小さな手を向け──告げた。

「九ここの重え、透流──」

　俺の名をどこで知ったのか──

　そんな疑問が浮かぶよりも早く、彼女は次の句を口にする。

「貴方あなた、を……殺し、ます……」

「え……？」

　ドゥンッ!!　刹せつ那なの後、目の前が爆はぜた。

　衝撃に俺の体が吹っ飛ばされる。

「透とお流る────っ!!」

　降り積もった雪の上に背中から落ちた直後、トラの叫び声が夜空に響いた。

「大した怪け我がじゃない……!!」

　起き上がりながら、俺は無事を伝える。

（今のは爆発……？　あの《力》か……!?）

　皐さ月つき市──エレフセリア前でスタッフを吹き飛ばしたのと同じ、不可思議な《力》が俺に放たれたのだと、吹き飛ばされる瞬間に見た赤い光が爆ぜた光景から導き出す。

　──が、立ち上がった俺に、桜色の少女はまたしてもあの《力》を放ってきた。

　ドドンッドンッドォンッッ!!　続けざまに周囲の空気が爆ぜ、俺の体は衝撃で再び雪の上に倒れ込む。

「大丈夫、だ……！」

　俺は起き上がりつつ、駆け寄って来るトラを手で制す。

　無傷とは言わないが、《超えし者イクシード》の俺にとってはさほどのダメージじゃない。

　少々火傷やけどを負いはしたものの、それも些さ細さいなものだ。

「オトハ……？　どうして俺を──」

　殺そうとしているんだ。

　その言葉を口にすることを躊躇ためらう。

　音おと羽はと瓜うり二ふたつの少女が、同じ名を持つ彼女が、俺を殺すと口にしたという事実を認めたくなくて。

「キミの目的はいったい何なんだ!?　以前は俺たちを助けてくれただろ!?」

「……………………」

　返事は無い。

　桜色の少女は眉まゆ根ねを顰ひそめ、俺を見み据すえたままだ。

　しばしの間を置き──

　少女の口が僅わずかに動く。

「《獄焱ゲヘナ》」

　突き出された小さな手から、爆ばく焱えんの光こう珠じゆが発せられる。

（まずい!!）

　以前、俺はこの爆焱珠を見た──その威い力りよくも。

　そのことを思い出し、大きく横へ飛んで回避行動を取る。

　直後、寸前まで立っていた付近で爆発が起きた。

《獣魔ヴイルゾア》さえも怯ひるませたその威力は凄すさまじく、爆音とともに発生した熱風が俺の肌を灼やく。

「オトハと言ったな！　いきなり透とお流るに何を──」

　ドンッ!!　最後まで言い切れず、トラの体が後方へ弾はじかれる。

　最初に俺が喰くらった爆発だ。

「トラ!!」

　今度は俺がトラの心配をするも、そんな余裕をオトハは与えてくれなかった。

　俺に向けて、再び爆ばく焱えん珠じゆが放たれる。

　それも一発ではなく、続けざまに。

「くっ……!!」

　爆発が連鎖的に起こり、熱風を背に感じながら俺は駆ける。

「トール!!」

　そこへ、銀色の少女の声が場に響き、次いでタツの声も聞こえてくる。

　この爆音によって異変に気付いたのだろう。

　二人は俺とトラ、そして桜色の少女と揃そろった状況を見て、即そく座ざに判断を下して《焔牙ブレイズ》を具現化させた。

　その判断は間違っていない。

　今も尚なお、オトハは俺へと爆焱珠を放っているのだから。

　それでも、俺は叫ぶ。

「待ってくれ、ユリエ！　その子は──」

　皆まで言うよりも早くユリエが雪を蹴けり、俺へ意識を向けていた桜色の少女へと刃やいばを振り下ろす。

　ギキィン!!　振るった刃は、《印短刀》によってその軌き跡せきを描ききることなく止まる。

「……どうしてその人を護まもるのですか、トラ」

「事情は後で話す！　今は剣を引け、ユリエ！」

　トラがオトハを護ってくれたことに、俺は感謝する。

　いくら《焔牙》が《魂》だけにダメージを与える武器であろうとも、音おと羽はと同じ顔をした女の子が斬きられる姿は見たくない。

　しかも刃を振るった相手がユリエともなれば余計に。

　二人が短いやり取りを交わす中、当然オトハも自分に剣を向けたユリエの存在に気付き、大きく飛とび退のいて距離を空けつつ爆焱珠を二人に向けて放つ。

　ユリエとトラは爆発から逃のがれ、このときオトハの意識は完全に二人へ向いていた。

　その一瞬で、俺は一足飛びにオトハとの距離を詰める。

「オトハ！」

「ひっ……!!」

　両肩を掴つかみ、俺は少女の名を口にする。

　瞬間、彼女が見せた怯おびえの表情は、俺の胸を酷ひどく痛めた。

「止やめてくれ、俺は……俺たちは……」

「放し、て……世界の、敵……九ここの重え、透とお流る……!!」

（俺が──世界の敵……!?）

　刹せつ那な、オトハの口から紡がれた言葉に、驚きと衝撃で俺の反応が遅れる。

　俺と桜色の少女の間で、赤い光が生み出されたことへの反応が。

「なっ!?　オトハ、こんな近くで《力》を使──」

　止める暇ひまは無かった。

　目の前で起きた爆発によって、俺とオトハは無む理り矢や理り間を引き裂さかれるようにして真逆の方向へ吹き飛んだ。

「う……うう……」

　オトハは俺の動きにある程度付いてこられる反応速度はあったが、頑がん強きようさまでは持ち合わせていなかったようだ。

　自身の放った赤い光の爆発で怪け我がをし、苦痛に呻うめく。

　俺は彼女の名を呼びつつ慌あわてて駆け寄り──

　桜色の少女の姿を目にし、足を止める。

　止めざるを得なかった。

　オトハの服が大きく裂け、肌がさらけ出され──

　腕が、肩が、背中が、露あらわとなっていた。

　先程の爆発時に、彼女の肩を掴つかんでいた俺の手に服が引っ掛かったためだろう。

　だが、俺が足を止めたのはそういった理由からじゃなかった。

「そん、な……でも……その傷は、あのときの……」

　桜色の少女の背中に刻まれた、一条の刀傷を目にしてしまったからだ。

　俺がその傷を、見み紛まごうはずがない。

　俺を護まもったために刻まれてしまった傷を。

　俺の大切な妹の命を奪った傷を。

「それじゃあ、やっぱりそうなのか？　そうなんだよな？　やっぱりお前は──」

　俺は確信する。

　初めて彼女を目にしたとき、理屈を越えて感じた思いは間違っていなかった。

　如い何かなる理由かはわからない。

　だけど、これは現実だ。

　今、俺の目の前に──

　音おと羽はが生きている。

「俺だ、音おと羽は……！　お前のお兄ちゃんの透とお流るだ……！」

　音羽に近づきながら、俺は呼び掛ける。

　けれど音羽は俺の言葉に首を振る。

「……知らな、い……お兄、ちゃん……なんて……私に、居ない……！」

「知らないって──わからないのか？　俺がお前のお兄ちゃんだって……」

「知ら、ない……知らな、いっ……！　あなたは、世界の敵……！　私、が……殺さ、なくちゃ、いけな、い……人……！」

「音羽……。違う、のか……？　そんなはずないだろ……！　だってその傷は──」

　このとき再び赤い光が目の前で爆はぜ、俺は最後まで伝えることができなかった。

　俺は爆発の衝撃で転がり──

　次の瞬間、続けざまに放たれた爆ばく焱えん珠じゆを喰くらって、数十メートル後方まで吹き飛ばされた。

「トール!!」「透流──っ!!」

　その先は運悪く傾けい斜しやとなっており、勢いそのままに転がり落ちていく。

「くっ……!!」

　雪にまみれて落ちる最中、傾斜を拳こぶしで叩たたくことで体勢を変えて腹ばいとなり、しばし後に勢いはようやく収まる。

「トール!!」

　顔を上げたところに、銀色の少女が俺に向かって駆けてくる姿が映り──

　その後方から、彼女の頭上を越えるようにして放たれた爆焱珠も映った。

　直後、爆発で再び俺の体は大きく吹っ飛ぶ。

　ただし今度の吹っ飛ばされた先は、傾斜の果てで口を開けて待っていた谷だった。

「疾はやての如ごとく──《天翔颯ヴインドイエールズ》!!」

　落ちていく俺を追い、ユリエは迷いなく谷底へ飛び込み《力》を発動させる。

　力場を数度蹴けり、加速することで先に落ちた俺に追いつき、抱だき締しめるとそのまま一緒に落下していき──谷底へ叩きつけられる直前、ユリエは力場を蹴って斜め上へ天翔とぶ。

　そして天翔んだ先──垂直に切り立った崖を普通に蹴って《天翔颯》の威い力りよくを殺してから着地する。

「大丈夫ですか、トール？」

「助かった、ユリエ。悪いが急いで上まで戻らせてくれ……!!」

「……上へ戻れば、あの子に──」

「頼む！　音羽なんだ！　あいつと話をさせてくれ!!」

「…………ヤー。それでは、しっかりと掴つかまっていてください」

　銀色の少女は逡しゆん巡じゆんするも頷うなずき、今度は上へ上へと力場を蹴って登っていく。

　だが──

　谷の上へ戻ったとき、桜色の少女の姿はどこにもなかった。

「透とお流る！」

　代わりに、トラとタツが俺たちの姿を認めて駆け寄ってくる。

「あの子は──音おと羽はは……!?」

「居なくなった。突然光に包まれたかと思ったら、その後はもう……」

「そうか……」

　首を左右に振るトラの返事に、俺は難を逃のがれたというのに肩を落とす。

「トール、雪せつ壕ごうへ戻りましょう。まずは傷の手当てを」

　ユリエの提案に頷うなずき、俺たちは一いつ旦たん野や営えい地ちに戻ることにした。

　傷の手当てとともにボロボロになった服を替える。

　そしてタツには、任務に関係することだから申し訳無いが先刻の件について訊きかず、誰にも言わないで欲しいと頼んだ。

　お前らも大変だなと言いつつ、力強く頷いてサムズアップをしたタツに礼を告げ、俺たちは再び雪壕の外へ出る。

　空の色はいつの間にか少しずつ白んできていて、夜明けが近いことを教えてくれた。

「間違いなく、音羽だった」

「バカな!?　音羽は──」

「わかってる！　だけど、あの子は絶対に音羽だ」

「何を証拠に断言出来る」

　厳しい表情を俺に向け、断言する理由を求めてくる幼なじみ。

　俺はその視線を真まっ直すぐ受け止め、しばしの間を置いて答える。

「……音羽の背中には傷がある」

「傷だと？　似たようなものであれば──」

「あれは間違いなく音羽の傷だ。俺が見間違いをするはずがない。……絶対にだ」

「……………………」

　眉まゆをひそめたまま、トラはしばし俺をじっと見つめ──

　やがて、ため息と同時に目を伏せた。

「ふん、どうやら信じるしかないようだな」

「トラ……！」

「貴様がそこまで言うのなら、そうなんだろう。……だが、亡くなったはずの音羽がどうして生きているんだ。しかも妙な《力》で貴様を襲おそうなどと──」

　答えは出ない。

　それは音羽の口から語られなければ、決して得られない解答だから。

　けれどそれでも、あの桜色の少女が音おと羽はだったという答えが得られただけでも、今の俺には十分だった。

　俺が世界の敵と言われようとも──

　音羽が生きている。

　ただそれだけで、今は十分だった。





　　　　　　◇






「九ここの重え透とお流るは生きているそうです」

「えっ……？」

　ベアトリクスから告げられた言葉に、音羽が驚きの声をあげる。

「そん、な……谷の、底……落ちた、はず、なのに……」

「けれど私の手の者による報告では、間違いなく彼は生きているとのことでした」

「じゃあ、私……失敗、して……ごめ、なさい……ベアト、リクス、様……」

　葛かつ藤とうしながらも、ベアトリクスは世界のためにと音羽の《力》で透流を殺あやめて欲しいと望んだ──そう信じ込んでいるからこそ、少女の胸は痛んだ。

　故ゆえに少女は自ら再び動くことを──透流の命を奪うために己の《力》を振るうことを翡ひ翠すいの美び姫きへと進言する。

　ベアトリクスは音羽の決意に対して哀かなしそうに首を振った。

　その脚本どおりの演技に、音羽はもう一度決意する。

「今度、こそ……殺し、ます……。私、が……九重、透流、を……絶対、に……」

　哀かなしみの仮面の下で、翡翠の美姫は笑う。

《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》と称されし少女が、自身の描いた脚本どおりの台詞せりふを口にする様に。

「わかりました……。それでは、今度こそ必ずや彼を仕留められるよう、私の協力者たちを連れて行きなさい。彼らの組織によって、人非ひとあらざる者へと変えられてしまった可哀かわい想そうな《獣ひと》たちを……」

　そう言ってオトハを抱だき締しめると、ベアトリクスは優しく頭を撫なでる。

「それと──貴女あなたに、新たなる焱ほのおの《力》を与えましょう」

「新し、い……ちか、ら……」

「けれど今は、ゆっくりと休みなさい。とても怖かったのでしょう？　だから、今は心を休めるの。再びその刻ときが来るまで、ゆっくりと……お薬を飲んで休むのよ……」

　温かく、とても涼すずやかな香りの中でオトハは頷うなずく。

「ありが、と、ございま、す……ベアト、リクス、様……」






■第三章『死刑!!』









　冬合宿六日日の夕刻──

　最終訓練の疲労で多くのクラスメイトがダウン、もしくは食事をする中、俺とユリエは理事長たちとともに宿泊所の前でヴァレリア教官の見送りをしていた。

　明日は終日自由行動で訓練は行われないため、教官はこのまま次の任地へ向かうとのことだ。

「多忙な中での生徒たちへの指導を感謝致しますわ」

　優雅に一礼する理事長に敬礼で返し──

「……今後とも活躍を期待しています」

「最強の名に恥じぬよう精しよう進じん致します」

　隣でメガネに触れる三み國くに先生とも短くやり取りを交わす。

「それではまた、ご機嫌よう」

　僅わずかだが迎えが来るまでの間、プライベートのときを過ごせるようにと俺たち三人を残し、理事長たちは館内へ戻っていった。

　二人の姿が見えなくなったところで──

「あぁん、ユリエ、ユリエ、ユリエぇーっ。またしばらくこのすべすべほっぺとお別れなんて、寂さびし過ぎるわっ。せめてユリエ貯だめしておかないとっ！」

　すりすりすりすりすり──

（……俺、この場にいる意味あるんだろうか？）

　すりすりタイムは三分に及んだところでようやく終了した。

「ほっぺがひりひりします」

「さて、名な残ごり惜おしいけどそろそろ行くわね──って言いたいところだけど」

「まだ続けるつもりですか!?」

「ものっっっっすごく重要な件を、確認し忘れてたことを思い出したのよ」

　思いっきり力を入れたということは、相当な内容なのだろうか。

「九ここの重えくんには、貴女あなたをどう思っているのかと訊きいたけど──貴女は彼のことをどう思っているのかしら、ユリエ？」

「……パパのような感じです」

　僅かな間を置いてユリエが答える。

「ふぅん……。本当にそれだけなのかしら？」

「──？」

　ヴァレリア教官に妙な物言いで返され、ユリエは小首を傾かしげる。

「それじゃあ私はそろそろ──っと、ユリエ。悪いけれど食べ物を貰もらってきてくれる？　ヘリの中で何か適当に摘つまんでおきたいの」

「ヤー。では何か貰ってきます」

　頷うなずくと、ユリエは館内へ入っていった。

　奥へ駆けていく背中を見送ると、教官がこちらへ顔を向けた。

「さて……。最後に貴方あなたに言っておくことがあるわ」

「……やっぱり今のは、ユリエに席を外させたんですね。ってことは──」

「察しが良くて助かるわ。そう、ユリエのことよ」

　直前までの笑みは失われ、真剣な眼まな差ざしが俺に向けられる。

「私は──あの子の仇かたきを追っているわ」

　ユリエの頼みということもあり、任務の合間を縫って調査しているのだと教官は続ける。

「そして目星はほぼ付いている」

「──っ！」

　普段よりも低めの声で口にされた内容に、俺は息を呑のむ。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつで謎なぞだらけの相手だから、居場所を掴つかむまでには至いたっていないけれどね」

「……ユリエにそのことは？」

「伝えていないわ。あの子が自分の心を制御出来るかどうかわからないから……」

　かつてユリエが《黒い獣》に飲み込まれた姿を、目の当たりにしたからこその判断なのだろう。

「……それとは別に、伝えたくないという思いもあるわ」

「教官。それって……」

　頷くと、ヴァレリア教官は館内へ視線を動かして、ふっと笑みを零こぼす。

　視線の先に、パンを抱えて駆けてくる銀色の少女の姿を認めて。

「随ずい分ぶんと明るくなったわね、あの子。これも貴方やお友達のおかげかしら。……出来ることならあなたたちと過ごす内に、ユリエの心が今以上に変わることを私は望んでいるわ」

　迎えのヘリの音が近付いて来る。

「ありがとう、ユリエ」

　戻ってきたユリエからパンを受け取り、教官はヘリから降ろされた縄なわ梯子ばしごに手を掛ける。

「それじゃあ二人とも元気でね。……それと──エ、エ、エッチなことは絶対ダメよ!?」

「しませんってば！」

　互いに顔を真っ赤にしてのやり取りの中で、ヘリが移動し始める。

「そうそう、《狂兎ヴオーパルバニー》に伝えておいて！　いい加減に《昇華の儀》を受けなさい、とね！」

　と言い残し、ヴァレリア教官は次の任務のために去っていった。

「ユリエー、夜は遅くまで起きていたらダメよー！　ユリエー、お風呂上がりは湯ゆ冷ざめしないようにするのよー！　ユリエー、お腹なかが痛くなるから食べ過ぎには注意よー！　ユリエーエーエー、なのよーよーよー（※山びこ）」

　いつまでもいつまでも、名な残ごり惜おしそうにして。










　冬合宿が終わって一週間ほどが過ぎた。

　春休みを迎えた俺たちは今、関東を離れて北陸は金沢の地に足を踏み入れていた。

　目の前には、ＴＨＥ・温泉宿といった雰ふん囲い気きの旅館がある。

　旅館の名は──ほたか。

　そう、ここ旅館ほたかはその名からわかるように、みやびの実家である。

　みやびから招しよう待たいされ、俺、ユリエ、リーリス、サラ、橘たちばな、トラ、そして呼んでもいないのに勝手についてきた月つき見みというメンバーで、春休みの後半三日間をこちらで過ごさせて貰もらうことになったのだ。

　ちなみにタツと吉き備び津つの二人も誘さそわれていたが、それぞれマラソンで九州一周、家族と旅行といった理由で今回は参加していない。

「みんな、いらっしゃーい。長旅お疲れさま」

　館内に入った俺たちをまず出迎えたのは、和服姿のみやびだ。

　だが、俺たちを出迎えたのはみやびだけじゃない。

　ドン！　ドドン！　ドドーン！

　──とでも効果音がつきそうな山脈が視界に映る。

「いらっしゃいませ、皆さん。いつも娘がお世話になっています」

「ようこそ金沢へ、みやびちゃんの姉のかぐらです」

　みやびのお母さんとお姉さんが、みやびと並んで出迎えてくれたのだ。

（石川県って日本有数の山さん岳がく地帯だったんだなぁ……）

　何より驚くべきことは、みやびの胸の標高が穂高家では一番低かったことだ。

「くっ、怖おそろしい一族ね……」「お、お嬢様、お気を確かに……！」

　などというやりとりが聞こえてくる中で呆あつ気けに取られていると、そんな俺にみやびが気付く。

「どうかしたのかな、透とお流るくん？　もしかして疲れが出て来たの？」

「あ、えーっと……そ、そうかもな。ははは……」

「……バカモノが」

　トラに心情を見み透すかされ、ぼそりと呟つぶやかれてしまった。

「みやびちゃん。お友達も疲れているようだし、お部屋にご案内してあげてね」

「あ、うん。それじゃあみんな、部屋に案内するね」

　メガネをかけ、少し大人びたみやびといった風のお姉さん──かぐらさんに促うながされ、みやびが頷うなずく。

　数日間よろしくお願いしますと二人に告げ、俺たちは宿の奥へと案内されていった。

　どこか懐かしく、ゆったりと落ち着ける雰ふん囲い気きを持った和の家か屋おく──

　旅館ほたかは、まさに古き良き温泉宿といった感じだ。

「巴ともえちゃん、寒くなかった？」

「ふふっ、少しばかり冷えたな。しかしさすがは北陸だ。この時期でもまだ雪が積もっているのだな」

「いつもならもう無くなってる時期なんだけどね。久しぶりに、昨日一昨日おとといと結構降ったんだよ」

　板張りの廊ろう下かの軋きしむ音とともに、先頭を歩くみやびと橘たちばなの会話が聞こえてくる。

　そんな中、隣を歩くユリエはもの珍しそうにきょろきょろと視線を動かしていた。

「どうだ、初めての旅館の感想は？」

「とてもどきどきしています」

　出発前から旅館への宿泊は初めてだと聞いてはいたが、やはり到とう着ちやくして足を踏み入れると感動もひとしおなのだろう。

　それはユリエの目の色が、普段とは僅わずかに違っていることからもよくわかる。

「ここを曲がると露天風呂だよ。美肌効果がある琥こ珀はく色いろの温泉で、うちの自慢なの」

　Ｔ字路で足を止め、みやびは浴場へ続く通路を指す。

「この先にお風呂が二つあって、事前に言って貰もらえれば一時間貸しきりに出来るから」

　と簡単に説明をすると、みやびは再び歩を進め始める──が、ユリエだけは足を止めたままだった。

　浴場へと続く通路へ視線を向け、目を輝かがやかせている様子に思わず笑みがこぼれる。

「温泉も初めてなんだよな」

「ヤー♪」

「長く入りすぎてのぼせないようにするんだぞ」

「そうなってしまったら、トールを呼びますね」

「そこはリーリスや橘を呼んでくれ……」

　と返すも、興奮気味のユリエは心ここにあらずといった感じで頷くだけだった。

　ほどなくして女子組の宿泊する部屋に到着し、そこでユリエたちとは一いつ旦たん別れて俺たちは別の部屋へと向かう。

「俺とトラは離れなんだな」

　本館から続く渡り廊ろう下かを歩き、離れの部屋へと案内される。

　文字通り本館から離れた場所に作られていて、窓の外には雪景色の庭園が目に映る。

　しかも広縁から外に出たところには少し小さめだが陶製の風呂が設置されており、景色を楽しみながら風呂に入ることも出来るようだ。

「こんないい部屋使っていいのか？」

「うん。少人数用のお部屋はちょうどここだけ空いてたから」

　三日連続空いている少人数の部屋は離れだけらしく、何だか申し訳無く思う。

　みやびから、誘さそった分のサービスだと、かなりの格安料金にして貰もらっているからだ。

「それにしても、随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きのいい部屋だな」

　とトラが部屋を見回して独りごちると、その様子を見てみやびが嬉うれしそうに言った。

「ふふっ、カップル向けでお薦すすめしてる部屋だから、雰囲気がいいって言って貰えると嬉しいな」

「「ぶ──っ!?」」

　みやびの一言に、同時に吹き出す俺とトラ。

「あ……。え、えっと、あくまで例の一つで、他にも夫婦とか仲のいい友達同士とか、とにかく少人数向けだから……！　そ、それじゃお夕飯の時間になったら迎えに来るから、それまでゆっくり過ごしててねっ。あははは……！」

　慌あわててフォローを入れつつ、みやびは部屋を出て行ってしまった。

「「……………………」」

「まあ、仲のいい友達枠ってことで……」

「僕たちはライバルだといつも言ってるだろうが」

　荷物を部屋の端はしに置きつつ、いつものようにトラが返してくる。

「しかし、何か意外だよな」

「何がだ？」

「トラがこういうイベントに参加するのがだよ。いつもなら、本を読むからパスとか言うのにさ」

「……ふんっ。こういった静かな環境で一人になれば、余計なことをぐだぐだ考えるだろうと思っただけだ」

　返ってきた参加理由を聞き、どういうことかとしばし考え──意味を理解する。

　トラは俺の話し相手として今回の旅行に参加したのだ、と。

　トラの指摘は正しい。

　あの桜色の少女が音おと羽はだと確信した直後は、嬉しさでいっぱいだった。

　けれど日が経たつにつれ、俺を世界の敵と呼んだ音羽の声が、俺を見て怯おびえる音羽の姿が幾いく度どとなく脳のう裏りに蘇よみがえり、心をじくじくと疼うずかせていた。

「吐き出したいときは吐き出せ。聞いてやる」

「トラ……」

　トラ自身、《位階昇華レベルアツプ》の件で悩んでいるだろうに、俺のことまで気に掛けていてくれたことに感謝を覚える。

「ありがとな、トラ」

「……気にするな」

　ふいっと顔を背そむけてしまった友人に、俺は心の中でもう一度感謝を述べた。




　やがて陽ひも落ちてすっかり外が暗くなった頃、俺たちは広い女子部屋へ移動し、全員で夕食を摂とることになった。

　宿の手伝いは一いつ旦たん休きゆう憩けいとみやびも食事に混ざり、運ばれてきた料理がテーブルを彩いろどる。

　能の登と牛うし、海の幸、加賀野菜と北陸を代表する様々な味に皆が舌した鼓つづみを打ち、笑みをこぼす。

　特にブリのしゃぶしゃぶの口へ入れるなり蕩とろけて広がる美う味まさは、自他共に認める肉派の俺ですら虜とりこになってしまうほど絶品だった。

　あまりの美お味いしさに何度もおかわりをしてしまった程ほどで、食後は月つき見みと揃そろって横になる。

「は、ぁ……苦しい……」「くっはー、腹いっぺーだぜ」

「貴様らは食い過ぎだ」

　トラには呆あきれられるも、一度あの美味しさを知ってしまったら箸はしを止めるなんて無理難題と言えるだろう──それほどの味だった。

「行儀が悪いぞ、九ここの重え。月見先生もです」

「ふふっ、たまにはいいんじゃないかな、巴ともえちゃん」

　窘たしなめられ、仕方なしに起き上がる俺へと助け船が。

「そうよ。旅の恥は何とやらって言うんでしょ。たまには巴も羽は目めを外した方が、いいんじゃないかしら？」

「みやび、リーリスも……。ユリエ、キミから何か言ってやってくれ」

「ナイ。私もリーリスたちに賛成です」

「キミまでもか……」

　と、がっくり肩を落とす姿に、みやびがくすくすと笑っていると──

「……ユリエ。巴の手を取って」

「──？　ヤー」

　黄金の少女からの指示に小首を傾かしげるも、ユリエは頷うなずくと橘たちばなの手を取った。

　そしてリーリス自身もまた、空いている橘の手を取ると──

「行くわよ、ユリエ」

「！　わかりました、リーリス」

「な、何をするのだ、二人とも……？」

　戸と惑まどう橘たちばなを挟はさみ込んだまま、何事かを通じ合い──

「ふわぁっ!?」

　突然、万ばん歳ざいポーズを取りながらころんと横になった。

　同時に、両手をそれぞれユリエとリーリスに繋つながれた橘も、否いや応おうなしに横になる。

「こ、こらリーリスっ、ユリエっ、放したまえっ！　行儀が悪いではないかっ、聞いているのか二人ともっ!?」

「ああ、気持ちいいわぁ……」「ヤー、同意です」

　慌あわてる橘を二人は完全スルーなのだが、ここでもう一人慌てる人物が。

「お、お嬢様、はしたない真ま似ねはお止めください……！」

「今日くらいはいいじゃない。そうだ、あんたも一緒に寝転がってみない？」

「そのようなお言葉に従うわけにはいきませんっ。ただでさえ共に食事を摂とるなどと、不敬な真似をしたばかりなのに……！」

　従者は主あるじと食事を共にするべきではないと渋るサラだったが、だったら学園へ先に帰りなさいと脅おどしとも言える言葉に従わざるを得なかったのだ。

「いいからいいから。ほら、転がりなさいってば」

「お嬢様ぁ……！」

　主に振り回される従者の姿が妙におかしく、思わず吹き出してしまい──

　直後にギロリと睨にらまれてしまった。




　三十分ほど後、食休みを終えたみやびは、また後でねと言い残して宿の手伝いに戻っていった。

　特に橘が残念そうにしていたが、明日は俺たちと一日過ごすために、今日の内に出来ることはやっておきたいとのことらしい。

　その後、俺たちは話をしたりトランプなどに興じ、やがて橘が腕時計──時を忘れて貰もらうという旅館側の配慮のため、部屋に時計は設置されていない──を見て、「そろそろみやびの仕事が終わる時間だな」と告げた。

　橘の言葉にリーリスは「それじゃあお開きにして準備しないとね」と返し、ユリエは目を輝かがやかせてこくこくと頷うなずく。

　みやびの仕事が終わる時間に合わせ、風呂を貸しきりにしてもらっているのだ。

　俺たちももう一つの風呂を貸しきりにして貰った──離れ備え付けの風呂はさすがに膝ひざが当たるくらいの狭さだった──ので一いつ旦たん自室に戻り、浴場へ向かったまではよかったのだが──

「あっ」

　浴場へ向かう途中、声を出して足を止める。

「どうした？」

「パンツ忘れた……」

　俺の返答に盛大なため息をつくと、トラは先に行くと言って浴場へ向かっていった。

　俺は小走りで部屋に取って返すと、替えの下着を荷物から出して再び浴場へ向かったのだが──

「お、夜の街に繰り出すってか、《異能イレギユラー》？」

　浴場方面に続くＴ字路で、あまり顔を合わせたくないうさぎ耳に遭そう遇ぐうしてしまった。

「風呂だ」

「なるほど、覗のぞきか」

「風呂だっ！」

「……なんだ、風呂か」

　いつものノリと言えばそれまでだが、月つき見みとの会話は相変わらず疲れる。

「はっ！　ここここれがみやびちゃんの入ったお湯っ、お湯っ、お湯ぅううっっ、ずずずずず──っ!!　とか、やべー性せい癖へきでも持ってんだな!?」

「今すぐ学校へ帰れ────っ!!」

　俺の怒りを背に、月見は大笑いをしながら脱だつ兎との如ごとくどこかへ逃げていった。

（早く風呂に入ろう……）

　ため息一つ、脱衣所に向かうとトラは既に入浴中らしく、姿はなかった。

　手早く服を脱ぎ捨て、浴場へと続くドアを開くと──

「おお……」

　旅館ほたか自慢の露天風呂が視界に大きく広がり、思わず声が出てしまう。

　柔やわらかな照明に照らされた浴場は琥こ珀はく色いろの湯面をより美しく演出し、湯船は大小様々なサイズの岩に囲まれ、満天の星々の下という野や趣しゆ溢あふれるロケーションは見るからに最高と言っていいだろう。

（えーっと、トラは──お、いたいた）

　湯船に浸つかり、星空を見上げる後ろ姿を見つける。

「トラ、悪い。月見に捕まって遅くなった」

　かけ湯をしつつ声を掛けると──

「トラくんがどうかしたの、お姉ちゃん？」

　みやびがこちらへ顔を向ける。

「へ？　みやび……？」

「え？　透とお流る、くん……？」

「「……………………」」

　互いに目を丸くしたまま数秒の沈黙を経へた後──

「「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」」

　互いに声なき悲鳴を上げ、同時に背を向け合う。

「どっどどっ、どうし、みや、みっ、みゃ──っ!?」

「とぅーっ、とぅおっ、るくっ、るくんん──っ!?」

　想定外の出来事に、脳内はかつてないパニックに。

（どうしてみやびが!?　まさかと思うけど男湯と女湯を間違えた!?　いやいやいやそんなベタな!!　きちんと確認したぞ!?）

　おそらくみやびの頭にも、同じような思考が駆け巡めぐっていただろう。

　だが、このままこの場に居たらまずいということだけは間違いない。

「み、みやびっ！」

「ひゃいっ!?」

「ご、ごめん！　いいい、今すぐ出ていくから──」

　と告げた瞬間、ガラガラと音を立てて脱衣所に通じる扉が開く。

「「っっっ!!」」

　俺たちが揃そろって息を呑のむ中、浴場へ姿を現したのは、かぐらさんだった。

　不幸中の幸いか、肝心な部分はタオルで隠していたが、そこでほっとするわけにはいかない。

　今この場に俺が居るという事実は、とにかくヤバイ状況であるということだから。

「みやびちゃーん？」

　かぐらさんが俺に向かって声を掛ける。

（終わった……）

　そう思った瞬間、腕を強く引かれ──勢いそのままで湯船に落ちる。

「ごぼががががっっ!?　……ぶはぁっ!!」

　何事かと慌あわてて湯の中から顔を出した瞬間、口を塞ふさがれる。

「しーっ!!」

　みやびだった。

　みやびが俺の口を手で塞ぎ、自身の口の前で人差し指を立てる。

「頭半分でいいからもぐって、すぐ……！」

「も、もが……？」

　状況が掴つかめないまでも必死さを感じ、俺は素直に言われたとおりにすると──

　かぐらさんの呼び掛けが再び浴場に響く。

「みやびちゃん、お風呂はプールじゃないんだから、飛び込んで入ったらだめよ？」

「え、えーっと、あははは……ご、ごめんね、つい……」

　脱衣所方面に顔を向け、みやびは苦笑しながら返した後、俺に囁ささやく。

「お姉ちゃん、ものすごく近眼なの……！　バレない内に奥へ、私が壁になるから……!!」

　湯船に入ろうと、ひたひたと近付いて来る足音を聞きつつ頷うなずく。

　俺は奥に向かって逃げる。

　無論、いくらかぐらさんが重度の近眼であろうと、俺が一人で動けばバレるだろう。

　そのため、みやびが俺の頭を隠しつつ一緒に移動してくれる。

　……ほぼ密着する形で。

（後頭部に何か当たってる────っ!!）

　それは北陸の地で豊かに育ったメロン。

　ぽよんぽよんと揺れまくり、少しでも移動速度が落ちれば挟はさみ込まれてしまう。

　かといって当たらないよう離れればバレてしまうわけで、そうなればみやびの心遣いが水すい泡ほうに帰す。

　ぽよぽよぽよんぽよぽよん。

　かつて体験したことのない威い力りよくがあって威力のない恐るべき攻撃に、俺は叫びだしてしまいそうになる自分を必死で抑えていた。

　そんな俺の心の内など露知らぬみやびだが、彼女は彼女で焦あせっているとわかる声が聞こえてくる。

「透とお流るくん、早く、早くイッて……！　お姉ちゃんに見つかっちゃう……！　あっ、ダメ、今、こっち見てるから動かないで、んっ、そう……あ、いいよ、動いて、今ならいいよ、もうイッて大丈夫……！　もっと奥……奥にイッて、イッて、透流くんっ……!!」

　やがて最奥に達したところで、みやびが大きく息を吐いた。

「は、ぁ……ふはぁあああ……。よかった……気付かれてないよ……」

　と、みやびは俺の後頭部を挟んだまま言った。

「あ……」

　どうやら気がついたようだ。

「ごご、ごめんね、透流くんっ。わ、わわっ、わたし、ずっと……」

「い、いや、別に気にしないでくれ……」

　みやびは慌あわてて体を離すも、その顔はきっと耳まで真っ赤になっているだろうことは想像に難くない。

「わ、忘れてね……？」

　無理難題を言われた。

「はぁ……。それにしても、どうしてこっちに……？」

「俺にも何が何だか……」

　と首を捻ひねったところで、俺たちに心休まる暇ひまは与えないとばかりにかぐらさんの声。

「みやびちゃん、お待たせ」

「「──っ!!」」

　慌あわてて俺はお湯の中へと潜水モード。

　みやびはみやびで、縁石にもたれ掛かるような体勢を取りつつ、俺の背中に覆おおい被さってサポートしてくれる。

　当然、俺の背中に双子の穂ほ高たか山が当たる状況に。

　薄布一枚すら存在しない肌が密着する感触。

　だが、それだけじゃない。

　ここで俺は知る。

　旅館ほたかが誇ほこる琥こ珀はく色いろの温泉は、とろみを帯びた泉質であると。

　おかげで摩ま擦さつ係数に変化が起き、肌がぬるぬると擦こすれ合う。

　ぬるぬるぽよぽよぬるぬるぽよぽよ──

（にゅ、にゅ、にゅ──にゅうセンセーション新感覚!!）

　未知の感覚に背筋がぞわぞわする。

（いやいやいや考えるな、感じろ!!　って感じてもダメだ、無になるんだ、俺──っ!!）

　今にも叫び出しそうになる自分を必死で抑え、何とか心を落ち着けようと努力する。

「雪が止やんでくれてよかったわね」

「そ、そうだね。今年最後の雪かな……」

　といった二人の世間話が聞こえてくる中、俺の心は少しずつ悟さとりを開いていく。

（このまま……無になれ……空くうとなれ……）

　そこへ、再びドアの開く音が。

「ふむ、これは素晴らしい」

「ふふっ、幻想的とはまさにこのことね♪」

「ヤー。みやびはすごいです……」

「その言い方ではまるで穂高様のお話に聞こえますが……」

「いや、実際すげーだろ、あのおっぱい」

（ぎゃ────────っ!!）

　続いて聞こえてきた聞き慣れた声に、俺の心が絶ぜつ叫きようする。

　女子メンバーが浴場へ入ってきたことで、状況はより悪化した。

　しかも俺は無呼吸状態が続いていて、度重なる緊張や驚き、ぬるぽよ攻撃も行われているとあって、だんだん苦しくなってきた。

　けれど下手に息いき継つぎをして見つかりでもすれば終わる──

　と、そのときだった。

　突とつ如じよぬるぽよ攻撃が終わり、代わりに肩をつつきながらのみやびの声が。

「息、いいよ」

「何か言った、みやびちゃん？」

「う、ううんっ、何でもないよ。ちょっと独り言……あはは……」

　つんつんと肩は相変わらずつつかれ続けているので、息いき継つぎをしても大丈夫とのことなのだろう。

　俺は呼吸が出来る程度に湯面から顔を出すと、ゆっくり且かつ静かに呼吸をする。

　その際、僅わずかに視線を動かすと、みやびとかぐらさんらしき背中が視界の端はしに映った。

　脱衣所方面からは掛け湯の音が同時に幾いくつも響いて来る。

　どうやらかぐらさんは入浴してきたユリエたちへ体ごと顔を向けているようで、みやびも同様と思われる。

「助かった。また合図をくれると嬉うれしい」

　そう囁ささやき、俺は再び潜水モードに移った。

　視界は当然一面の琥こ珀はく色いろで、深めに潜もぐっておけば見つかる可能性は大幅に下がるだろう。

　後は見つからぬよう、ただじっとしてやり過ごすだけだ。

　そうしてじっとしていると、湯の中ということもあってうっすらとだが、みんなの会話が耳に入ってくる。

　聞くのは心苦しく思うも、状況を知るための情報を完全に遮断するわけにはいかない。

「ふふっ、自慢の温泉ってだけはあるわね。……そうは思わない、サラ？」

「うう……。まさか湯ゆ浴あみまでお嬢様と共にとは……」

「いい加減に観念なさいよ……。ユリエは初めての温泉はどうかしら？」

「体がとてもぽかぽかしています」

「浸つかり過ぎてのぼせないようにするのよ」

「ヤー……」

　興奮気味なのか心ここに有らずといったユリエ、楽しそうにしつつも回りを気き遣づかうリーリス、普段と違って弱々しげなサラと、三者三様の声が聞こえてくる。

　そして残りの面々はと言うと──

「よい星空だな。まさに心洗われる気分だ」

「北陸こつちは関東と違って晴れの日が少ないから、ちょうどいいタイミングの日程だったね」

「ふむ。そうだったのか」

　といった橘たちばなとみやびのやり取りが聞こえてきたかと思うと──

「あ、あの……どうしてじっと見てるのかなって……」

「ちょーっと気になることがあってだな」

　状況が状況だけに、月つき見みの問いに答えるみやびの声には動揺が。

「……前よか乳デカくなってねーか？」

「え？」

　吹き出しそうになったが我慢した。超我慢した。

「あらそうなの、みやびちゃん？」

「ききき、気のせいじゃないかなって……」

　かぐらさんに訊きかれ、慌あわてて否定するみやび。

「そういえば先日、下着を新調していたな。……それも大量に」

「と、巴ともえちゃんっ……！」

　橘たちばな本人にその意図は無かろうと、結果的に月つき見みへの援護射撃となる一言が発せられる。

「おらおら、ネタはあがってんだからとっとと白状しやがれ！　それとも前みたいにくりくりされてーってか!?」

「……何してるのよ、月見。騒さわがしくされると雰ふん囲い気きぶち壊しなんだけど？」

　割り入ってきた助け船は、リーリスだ。

「乳牛のπパイＯオー２ツーが前よりもデカくなってる気がしてな。委員長の証言からすっとほぼほぼクロなんだけどな」

「……言われてみれば確かに……。みやび、どうなの？」

　助け船が敵船に変わった瞬間だった。

　もはや抵抗不可と諦あきらめたのか、聞いているのが心底申し訳無く思うほど恥ずかしそうな声で、みやびは真実を告白した。

「う、うう……………………大きく……なりました……」

　今、ファンタジーはギャラクシーへ進化した。

「どこまで成長する気よ、みやび……」

「わ、わたしだって好きで成長してるわけじゃ……」

「くはっ、《異能イレギユラー》に吸ったり揉もんだりして貰もらってデカくなったんじゃねーのか？」

「……そそっ、そんなことしてませんっ！」

「アイツにんな度胸あるわけねーか、くぁーっはははっ！」

　一瞬、空いた間を月見は自身の発言に対する照れと受け取ったようだが、たぶんみやびはしばらく前の一件が脳のう裏りに浮かんだのだと思われる。

　ともかく、恐るべき真実によって騒がしくなった場に、他の面々も何事かと集まってきてしまう。

「何を話しているのですか、みやび？」

「みやびにちょっかいを出すのは程ほど々ほどにして貰えますか」

「お嬢様、どうかなされましたか？」

　全員がひとところに集まり、月見の口からみやびの胸のカップ数が上がったことが伝えられる。

「ま、そのデカくなった乳で《異能イレギユラー》を誘惑するって宣言してたってわけだ」

「してませんっ……！」

「……いれぎゅらー？　えっと……誰を誘惑するの、みやびちゃん？」

　即そく座ざにみやびが否定するも、月つき見みの発言にかぐらさんが興味を示す。

「《異能》ってのは九ここの重えのこった。チビじゃねー方だ」

　トラが聞いたらキレそうな説明を月見が入れる。

「あらあら、それじゃあ将来はわたしの義弟おとうとくんになるかもしれない子なのね」

「お、お姉ちゃん、それは気が早いかなって……。まだわたしの片思いで──」

「そう、片思いで終わるわ。だって透とお流るはあたしの未来の旦──」

「ナイ。トールは私の《絆双刃デユオ》です」

「最後まで言わせなさいよっ」

「……それはキミも同じだろう、リーリス」

　と呆あきれたような橘たちばなの声が聞こえてくる。

「つまり皆さんはみやびちゃんのライバルってことなのね。ふふっ」

「違います」

　サラ即答。

「わ、私も違うっ、いや、違いますっ。九重とは良き友であり、ともに腕を高め合う仲間ですのでっ」

　橘も否定。

　そして最後に月見だが──

「くはははっ。アタシとアイツはズッコンバッコン殺やり合った仲だな」

（その擬音おかしいだろ────っ!!）

「つつ、月見先生！　九重と、いつの間にそのような不ふ埒らちな関係に……!?」

「あぁ？　別にいつからだって構かまわねーだろ」

「構わないわけにはいかないわ。どういう関係なのか、きちんと答えて貰もらわないとね」

「ヤー。トールといったい何をしたというのですか」

　二人の少女の問い詰めに、月見は再び浴場に高笑いを響かせる。

「くはははっ。バトルだよ、バ・ト・ル♪　アタシとアイツは戦闘フレンズ、略して──セフレだからな!!」

　最低最悪の略称だ。

「ず、ずいぶんと愉ゆ快かいなお友達が出来たのね、みやびちゃん……」

「……担任の先生なの」

　申し訳なさそうに告げるみやびの声に、何だか俺も申し訳なくなるのだった。




　それから彼女たちは雑談でしばしの刻ときを過ごし、今はそれぞれ別の場所で過ごしていた。

　少し離れた場所から胸を揉もまれたらしい橘たちばなが月つき見みに怒っている声──

　洗い場の辺りから、リーリスに背中を流すわよと言われて慌あわてて断るサラの声──

　そこへユリエが、「では私が流します」と言い出して──

　といった感じで、みんなは賑にぎやかに過ごしていた。

　そしてみやびはと言うと──

　かぐらさんと二人、みんなの様子を見ながらのんびりと話をしている。

　ちなみに俺は時とき折おりみやびから合図を受け、息いき継つぎと潜水を繰り返しているため正直のぼせそうである。

「お友達がいっぱい出来てよかったわね、みやびちゃん。先生はちょっと変わってる人みたいだけど……」

「あはは……。でも、月見先生の授業ってわかりやすいし、それにすごく強い人なんだよ。……ううん、先生だけじゃなくて、巴ともえちゃんやユリエちゃん、リーリスさんもみんなすっごく強いの。……あ、サラさんは昊こう陵りようの生徒じゃなくて、リーリスさんのお付きの人だから違うんだけどね」

「そうなの？　みんな普通の女の子に見えるけど……」

　少し驚きの色が混じったかぐらさんの声。

　くすりと笑みを零こぼし、本当だよと告げるみやびに対し、かぐらさんは「そう……」と答えてしばし間を置き──

「みやびちゃんは……？」

　と尋ねた。

「わたしは──みんなと比べると、全然かなって……」

　みやびは苦笑気味に笑い、言葉を続ける。

「だけどね。わたし、そんなすごいみんなに追いつきたいの……。透とお流るくんや巴ちゃんみたいに強くなりたい──そう思ってるんだ。今は無理でも、いつか、絶対に」

　はっきりとした意志を示すみやびに、かぐらさんはしばし沈黙し──

　ほどなくして口を開いた。

「お姉ちゃんと最後にケンカしたときのこと、憶おぼえてる？」

「……うん。武道を学ぶ学校なんてわたしには向いてない。もし卒業できたとしても、警護や護衛の仕事なんて危険だから考え直しなさいってお姉ちゃんが止めて──」

　僅わずかに間を置くと、みやびは申し訳なさそうに続ける。

「勉強も運動も出来るお姉ちゃんに、何も才能が無いわたしの気持ちなんてわからないって、すごく酷ひどいことを言ったよね……。ごめんなさい、お姉ちゃん……」

（みやびがそんなことを……）

　驚きと同時に、一年近く前にみやびが洩もらした弱音を思い出す。

『昊こう陵りように来れば、何か変わるかなって思ってたの……。でも、やっぱりダメなのかな……。結局、《適性アプト》があるだけで、わたしには才能なんて無いのかな……』

　だけど、みやびは変わった。

　諦あきらめずに毎日走って、走って、走り続けて──

　誰よりも積み重ねているのだと、みんなが知っている。

「……お姉ちゃん失格ね。みやびちゃんがずっとそんな風に思ってたのに、全然気づかないなんて……」

「ううん。わたしが勝手にコンプレックスを感じてただけだから。勉強はダメ、運動も出来ない、そんな自分に……」

「みやびちゃん……」

「でもね、今は違うの。わたし、今がすごく楽しいの。才能なんて無くても変われるって言ってくれる人が居て、一緒に強くなろうって言ってくれる人も居て……その人たちに少しでも追いつきたくて、いっぱい走ってるんだよ。大変だけど、少しずつ速く走れるようになっていくのが自分でもわかって……そんなわたしを見て、笑顔になってくれる大切な人たちが居るから、もっともっと頑張れて──」

　俺や橘たちばなのことを口にしつつ、みやびは少し早口気味に思いを口にして──

　はっと何かに気がつき、苦笑した。

「あはは、ごめんね。わたしバカだから、なんだか上う手まく纏まとめられなくて……。でもね、お姉ちゃん。わたし、あのときとは違うよ。《適性》にすがっていたあのときとは……。だから心配を掛け続けているのは本当にごめんなさいって思うけど、それでも──」

「……謝るのはお姉ちゃんの方よ」

「え？」

「向いてないなんて言ってごめんね。今のみやびちゃん、すごくいい顔をしてる。昊こう陵りよう学がく園えんを選んでよかったねって、今ならお姉ちゃんも素直に言えるわ。……みやびちゃんの成長していく姿を傍そばで見られないのは、ちょっと残念だけど」

　かぐらさんは最後にくすっと笑って言った。

「頑張って、みやびちゃん」

「うんっ。ありがとう、お姉ちゃん……！」










　一時間ほど後──

　俺は二つの風呂場への分かれ道に設置してある長椅子に腰を掛け、季節外れの団扇うちわで自身を扇あおいでいた。

　そんな俺を、浴衣ゆかたに茶羽織といったいかにも温泉宿での格好となったみやびが、心配そうに覗のぞき込んでくる。

「……透とお流るくん、大丈夫？」

「ゆでダコになるかと思った……」

　俺の返事に、みやびは小さく吹き出した。

「それはともかく、ありがとな。おかげで助かった──けど、本当によかったのか？　絶対に違うけど、一応俺が覗きに来たって可能性も……」

「くすっ、覗きにしては堂どう々どうと声を掛けすぎかなって。トラくんの名前も呼んでたしね。……何より、透流くんがそういうことをする人じゃないって、信じてるから」

「あ……。そ、そう言って貰もらえると有り難いというか何というか……」

　笑顔で言われ、俺は自分がゆでダコ状態ということに感謝する。

「それにしても、どうして私たちの方に来ちゃったのかな……？」

「俺にも何が何だか……」

　二人揃そろって脱衣所へ繋つながる通路に顔を向けると、そこには『二十二時より貸しきり・橘たちばな様』と書かれた立て看板が置かれている。

　次いで真逆へ顔を向けると『二十二時より貸しきり・九ここの重え様』という立て看板。

　無論、俺が進んで行ってしまったのは、橘の名で貸しきられた風呂の方だ。

「きちんと確認したはずなんだけど……」

　けれどどれだけ考えようと、間違えた以外の結論は出て来ないわけで。

「見つからなくてよかったって思っておこうよ」

「ああ……」

　歯切れの悪い返事をしつつ、俺は頷うなずく。

　女子側の風呂に入ってしまったのは事故であり、みやびの協力もあってみんなの入浴姿を覗いたわけではない──が、それでもどこか罪悪感があることは否いなめない。

　しかしそれとは別の申し訳無い気持ちがある。

「みやび、ごめん。お姉さんとの話、聞こえてて……」

　部外者である俺が、家族との関係を聞いてしまったことを謝罪するも──みやびは、首を横に振った。

「ううん、いいの。かっこ悪いことを知られちゃったのは、ちょっと複雑だけど……。でも、今のわたしの正直な気持ちをお姉ちゃんに言えたし、透流くんにも知ってもらえたからよかった、かな……。ちょっと──ううん、かなり恥ずかしかったけどね」

　少しばかり苦笑い気味の表情を浮かべた後、みやびは真まっ直すぐに俺を見み据すえる。

「ねえ、透流くん。わたし、少しは強くなれたかな……？」

「少しなんてもんじゃないさ。みやびはすげー強くなったよ」

　迷うことなく、俺は即答する。

　だからこそ思うこともある。

　今のみやびなら、心も体も《Ⅲレベル３》に昇華するに十分な強さがあるのでは、と。

　最初の《昇華の儀》以降、みやびは《位階昇華レベルアツプ》を成していないことが、不思議でならなかった。

「えへへ、嬉うれしいな。すごく嬉しい……。だけど、もっともっと頑張るね。巴ともえちゃんと一緒にいっぱいいっぱい頑張って、透とお流るくんの力になれるくらい強くなるんだから♪」

　みやびが明るく宣言する。

　次こそは、必ずや《Ⅲ》に至いたれるだろう──

　そう思わせてくれる笑顔を浮かべて。

　真っ直ぐに向けられる眩まぶしい笑顔を前に、俺は決意する。

「……俺、やっぱりみんなに謝ろうと思う」

「えっ!?　で、でもみんなにはバレてないし──」

「確かにバレはしなかったけど、やっぱり申し訳無いっていうか、その、上う手まく言えないんだけど……。せっかく匿かくまってくれたのに、ごめん」

「そっか……」

　しばしみやびは視線を落とし、やがて再び俺に向ける。

「じゃあ、わたしも一緒に謝るね」

「──っ!?　み、みやびが謝る必要は無いだろ!?」

「ううん。透流くんが居ることを知ってて、みんなに黙ってたもん」

「いや、だけど──」

　そのまま俺たちはしばし押おし問もん答どうをするも、結局みやびの意志が変わることはなかった。

「それじゃあ、部屋に行こっか」

「ああ。……その、ごめんな」

「ふふっ。わたしにはもう謝らなくていいかなって。だってこれからいっぱい、みんなに謝るんでしょ」

　みやびの返しに、俺は「確かにそのとおりなんだけどな」と苦笑するばかりだった。

　そしてユリエたちの部屋へ向かう途中──

「あ……」

　休きゆう憩けい所で過ごすユリエたちを見つけ、足を止める代わりにドクンドクンと鼓こ動どうが急ぎ足となる。

「トール」

　まっさきにユリエが俺に気づき、リーリスと橘たちばなもこちらへ顔を向ける。

　三人はマッサージ機に腰を下ろし、見るからにリラックスをしているといった状態だ。

　近くでかぐらさんも腰を下ろして牛乳を飲んでいるが、風呂に入っていた他の二人の姿が見当たらない。

「えーっと、月つき見みとサラは？」

「飲み物を取りに行ったけど──珍しいわね、あの二人に用件なんて」

「いや、あの二人って言うか、みんなになんだけど……。戻ってきたら話すよ」

　今すぐ謝らないのは心苦しいが、戻って来るならと考える。

「ふむ……。その顔から察するに、随ずい分ぶんと真ま面じ目めな話のようだな。では彼女たちが戻るまでしばし待つとしよう」

　橘たちばなに続いてリーリスたちも頷うなずき、俺はその場で月見たちの戻りを待たせて貰もらうことにしたのだが──

「あっ、んんっ……きもち、いっ……強くするのはいい、なっ、んぅっ……いい、あっ、響いて、くる……癖くせに、なりそうだ……は、ふくぅんっ……もっと、強く……ああっ……外れて……早く、続きを……んんっ、また、当たって……いぃ、くぅんんっ……！」

　刺激に震ふるえる橘の声が──

「ふふっ、激しいのが好きなんて……あ、んっ……案外子供なのね……。大人は……んっ、こうして、ゆっくりと楽しむものよ……あ……んっ、入って……そこ、動くと、いい……もっと、奥まで……あ、あ、あ、あぁっ……んはぁ……いいわ、んっ……もう、最高……」













　艶なまめかしいリーリスの声が──

「トール、トール……すごく、きもちいいです……ふぁっ、あっ……とても大きい、ごりごり、するのが……んっ……私の、きもちいいところ、に……いっぱい、いっぱい当たって……すごく、熱くなって……あっ、んくっ……んんっ、トール、トール、トール……！」

　妙に甘いユリエの声が休きゆう憩けい所に響き、俺はひどく居心地の悪さを感じていた。

　しかもマッサージ機の震動で橘たちばなとリーリスの豊かな胸の膨ふくらみが、見てくれと言わんばかりにゆっさゆっさと揺れ、おかげで浴衣ゆかたは乱れ、風呂上がりとツボを刺激されていることで紅こう潮ちよう気味の肌を際きわどいところまで露あらわにし──

　あまりにもいたたまれない気持ちになってしまう。

　……尚なお、ユリエはとても耐震性に優すぐれていた。

　ほどなくして──

「おやおやぁ？　何を赤い顔をしちゃってるのかな、九ここの重えくぅん？」

　月つき見みとサラがようやく休憩室に戻ってきた。

　しかも月見は、妙に楽しそうな表情を浮かべて。

「べ、別に何でも──」

「わかったぁ☆　もしかしてもしかしなくてもぉ、さっきお風呂で見たみんなの裸を思い出しながら視し姦かんしてるんだね♪　……このド変態の覗のぞき野郎♡」

「ぶふぉ────────っ!?」

　最後にドスの効いた黒モードで、ろくでもない発言を口にする。

　もちろんそれは俺だけじゃなく、この場全員の耳に届いていて──

「なっ……!?　ここ、九重……わ、我々の裸を覗いたとはどういったことだ!?」

「覗きだと!?　九重透とお流る、貴方あなたはお嬢様のお美しい肢し体たいをねっぷりたっぷりと……!?」

「透流、貴方そんなことしてたわけ……？」

「トール……」

「ま、待って！　透流くんは覗いたんじゃないかなって……！　きちんと潜水してみんなから見えないようにしてたから、だから大丈夫だから────っ」

「そのフォローが既に大丈夫じゃない────っ!!」




　ちーん。




「あ、あのね、だから透流くんは決してわざとじゃなくて……」

　土下座をする俺を前に、みやびが一生懸命フォローをしてくれる。

「穂ほ高たか様はそう仰おつしやいますが、それが嘘うそである可能性も捨てきれません」

「そーだそーだぁ☆」

　サラがギロリと俺を睨にらむと、煽あおるように月つき見みが後ろで騒さわぐ。

「よよよしんばそれが事実であっても、隠れてやり過ごそうなどっとはっ、いいっ、いかがなものか!?」

「じゃあ堂どう々どうと前を見せて『誤解だ』って言ってる九ここの重えくんをそーぞーしよー♪」

「九重の不ふ埒らち者────っ!!」

「勝手に想像しておいてそれか────っ!!」

　月見から最悪の発案を受け、橘たちばなが駆け去っていった。

「まー要約すっと、覗のぞきではなく事故。ただし見るものは見た──って結論でいいな？」

「だから見てないって!!」

「見てない証拠がねーよなぁ？」

　ニヤニヤと笑う月見に、返す言葉が無い。

　月見は喉元をかっ切る仕草をし──真下に親指を向けた。

「判決──死刑!!　……ってのはちょい厳しすぎっから、ここはイーブンで我慢してやる」

「イーブン？」

「脱げ。そして見せろ。全開フルスロットルだ」

「ぶ────っ!?」

「つつ、月見先生、いくら何でもそれは透とお流るくんが……その、見せられても……!!」

　みやびは両手で真っ赤になった顔を隠すも、指の間からちらちらと俺を見る。

「さあ、くぱぁっとイッちまいな!!」

「ひぃっ!?」

　反射的に逃げようとしたところでズボンを掴つかまれ──

「何をバカ騒ぎしているんだ、貴様らは」

　そこへ、長湯から上がってきたトラが呆あきれ顔で現れた。

　経緯を説明すると、長い長いため息をつかれてしまう。

「事情はだいたいわかった。僕から言えるのは──」

「大人しく罪の償いをしろ、だよね☆」

「僕が温泉に入ろうと浴場へ向かっていたときに、同じく温泉に入ると言って脱衣所へ向かっていったはずのうさぎ女が、どうして透流とも顔を合わせているのか、ということだ」

「へ？　俺はいったん部屋に戻ったから、トラより数分遅れて風呂場に行ったんだぞ？」

「僕は風呂へ向かう途中、そこのうさぎ女と鉢はち合あわせした。その際に透流は一緒じゃないのかと訊きかれ、後から来るとだけ答えて別れた──そのとき立て看板に異常はなかった」

　トラの説明に、俺たちは全員で聞き入る。

「その後、透流が風呂に入りに来たとき、立て看板は逆になっていた──が、うさぎ女たちが風呂へ入りに来たときは、正常に戻っていた。……何より、どうして透とお流るが浴場の中に居たと知っていた？」

「「「あ……！」」」

　トラの発言に、俺も含めた全員が気付く。

「導き出される答えはただ一つ！」

　トラはビシッと指を差す。

　逃げようとしていた月つき見みの背中へと。

　月見璃り兎と──有罪。




　翌日、俺たちはみやびの案内で金沢市内の観光と洒落しやれ込んでいた。

　それも、全員が着物姿で。

　観光地の店同士の繋つながりで、旅館ほたかから紹介された着物レンタルショップで着替えると、まずはひがし茶屋街へと繰り出す。

　有名な観光スポットだというこの茶屋街は、石いし畳だたみの道の両側に茶屋が立ち並び、情じよう緒ちよ溢あふれる古き日本といった感じだ。

　俺たちは手近な人にカメラを頼んで全員で記念写真を撮り、続けてみやびお薦すすめの白玉ぜんざいを食べ──

　今は俺と橘たちばな、みやび、トラの四人は石畳の路上に残り、他の面々は買い物中だ。

　金きん箔ぱくパックを買うと意気込んで土産みやげ物もの店で物色中の月見を外から眺めつつ、橘が俺の隣で呟つぶやく。

「しかし月見先生にも困ったものだな。九ここの重えを相当気に入っているようだが、悪いた戯ずらにも程度があるだろうに……」

「おかげで酷ひどい目にあった……」

「面目ない。私もすっかり月見先生の嘘うそに引っ掛かってしまった……」

　橘が肩を落とす様子に俺とみやびは苦笑し、全部うさぎ女が悪いとトラが言い放つ。

　昨晩──月見の有罪決定後に橘へ事情を説明したら、すぐに勘かん違ちがいを理解して貰もらえたのは助かった。

　その後の土下座は毎度のことだ。

　慌あわてて止めさせたが、そういうところも含めて橘らしいと思う。

「……………………」

　横目で見つつ、橘のことを考える。

（橘らしい、か……）

　今、俺はそう考えたが、それは彼女の一面にしか過ぎない。

　橘が《Ⅳレベル４》へ《位階昇華レベルアツプ》出来ない理由が、彼女が迷いを抱えているためだとリーリスは言った。

（どうにか力になれればいいんだけどな……）

　橘たちばなには、これまで幾いく度どとなく助けて貰もらった。

　だから彼女が迷いを抱えているのであれば、少しでも力になりたい。

（今度、朝練のときにでも話してみるか）

　やがてユリエやリーリスたち、僅わずかに遅れて月つき見みが戻ってきたところで、俺たちは別の場所へと移動することにした。

　次に訪れたのは、全国的にも有名な金沢城公園だ。

　アーチを描いた優雅な橋を越え、江戸時代から残っているという重厚な門を潜くぐった先に進むと、遠目でもわかるくらい高く、横幅が広い城壁が見える。

「あれが金沢城なのか？」

「えっと、あれは五ご十じつ間かん長なが屋やって言って、左右にある菱ひし櫓やぐらと橋はし詰づめ門もん続つづき櫓やぐらを繋つないでいて──」

　みやびに訊たずねると建築物の名称はもちろん、金沢城の歴史が流りゆう暢ちような説明とともに返ってくる。

　特に興味深そうに聞いていたのは橘で、ユリエやリーリス、トラ、そしてサラまでも頷うなずきながら耳を傾けていた。

（まずい……。話についていけてないのって俺だけか……!?）

　一人興味無さそうな人物が居なくもないが、話し掛けるのはさすがに躊躇ためらいがある。

「先月までは夜にライトアップされていたんだけどね。それも綺き麗れいだから、見せてあげたかったなぁ」

「なに、これから幾度でも機会はあるさ」

「あ……。うん、そうだね♪　それじゃあ、次はあの中に入ってみよっか」

「ほう、中に入ることが出来るのか……！」

　目を輝かがやかせ、橘が櫓へ顔を向ける。

　古風なところがある橘らしく、この手の建築物には大きく興味をそそられるようだ。

『巴ともえのことをまだ理解していないってことじゃないかしら？』

　ふと、《昇華の儀》の直後に告げられた一言を思い出す。

（リーリスは知ってるってことなんだよな……）

　その言葉を発した黄金の少女へと視線を移し──

　妙に彼女が険けわしい表情を浮かべていることに俺は気付いた。

「リーリス、どうかしたのか……？」

　櫓へ向かう道中、他の面々に聞こえないよう小声で問う。

「……何でもないわ──って言っても気にするわよね。茶屋街を出る前辺りから、ちょっと感じの悪い気配が、ね」

「それって──」

「一人や二人じゃないわね。ただ、かなり遠くから、それも距離を保ったままみたいだし、今はあたしたちの動向を監視中ってところかしら」

　リーリスの一言で、これまでの旅行気分が一変する。

（まさか音おと羽はが……？）

　真っ先に浮かんだのが、桜色の少女──音羽の姿だ。

　俺を世界の敵と呼び、命を狙ねらっているという点を鑑かんがみるに可能性は高い。

　突とつ如じよ合宿先の雪山に現れた音羽なら、この金沢に姿を現しても不思議じゃないだろう。

　ただしリーリスの言う複数の気配という点が気になる。

　これまでに三度相対しているが、音羽は常に一人で行動していたからだ。

　別の可能性を考えると、《神滅部隊リベールス》の残党や、何ど処こかの事件で俺たちの顔を認識した《６６６ザ・ビースト》といったところか。

　もしくは《生存闘争サバイヴ》のときのように、リーリス個人が狙われている可能性も十分ある。

「みんなにも知らせ──」

「今は観光を楽しんでるところだし、黙っていていいんじゃないかしら。相手も手出ししてくるって雰ふん囲い気きでもないし、意識し過ぎて逆に相手に悟さとられるのは避さけておきたいの。……何より、下手に刺激して着物を汚よごすようなことはしたくないしね」













　最後の一言が、実にリーリスを表わしていると苦笑する。

「わかった。でも、ヤバそうな感じになったらすぐに言ってくれよ」

「もちろん。そのときは頼りにしてるわよ、未来の旦那様♡」

　そう口にする黄金の少女から、ぱちりとウインクが返ってきた。




　櫓やぐら見学、続く日本三名園の兼けん六ろく園えんと、金沢の有名な観光名所を続けて回る。

　その間も監視は途と切ぎれることなく続き、俺とリーリスは警戒を怠おこたらずに観光を続けた。

　やがて日がとっぷりと暮れた頃に着物を返却し、旅館ほたかへと戻ってきた俺たちは、昨日同様に北陸を満まん喫きつできる食事に舌した鼓つづみを打った。

　やがて食事も終わり、今はカードゲームで遊びつつ明日の予定を話しているといった状況だ。

「明日は、わのくにの郷さとってところに案内するね。いろんな工芸体験が出来るから、面白いと思うよ」

「ほう。それは楽しみだ」

　心浮かれるといった様子で顔を輝かがやかせる橘たちばなだったが──

　リーリスが静かに首を横に振った。

「遊びに行ける状況になればいいんだけどね」

「リーリスさん？」「どういった意味なのだ、リーリス？」「お嬢様……？」

　みやび、橘、サラの三人が怪け訝げんそうな表情を浮かべ、黄金の少女が次に発する言葉を待つ。

「今夜は騒さわがしい風が吹き荒れそうってことよ」





　　　　　　◇






　世界の敵──九ここの重え透とお流るは、人の姿を持つ化け物である。

　一見、ただの学生である彼かの少年は、世界に混乱の種を蒔まき続ける組織《６６６ザ・ビースト》の支配者なのだとオトハは聞かされていた。

　それも、人では持ち得ない異質な《力》を持っている、とも。

　少女は震ふるえていた。

　まもなく襲撃が始まろうとしていたからだ。

　震えている理由は単純なこと──自らの手で人を殺あやめなければならないからだ。

（せめて、見た目が人じゃなければいいのに……）

　化け物だと聞かされていても、人の姿というのは強く抵抗がある。

　オトハはこれまでに幾いく度どか、ベアトリクスの願いによって《６６６》に関かかわる施設や街中に作られた拠点の破壊活動を行ってきた。

　その際に幾いく度どか、人に変身する能力を持つ化け物──《獣ゾア》と闘たたかったことがある。

　だがそのような化け物の中にも人の心を覚えた者も居るのだから、破壊活動のときも無駄に命を奪わなくていいと、翡ひ翠すいの美び姫きから言い含められていた。

　たとえ化け物であろうと、命を奪うことに抵抗を持つのは当然で、オトハはベアトリクスの言うとおりにした。

　無論、直接殺あやめなくとも、自身の破壊によって多くの怪け我が人が出ていることくらい彼女も理解している。

　だからこそ、襲撃を終えるたび心が痛んだ。

　相手が悪人であろうと、傷付けば痛みを感じるのはオトハと同じなのだから。

　だが、九ここの重え透とお流るは違う。

　彼は人の痛みを知らない。

　多くの命を弄もてあそび、人を化け物に変え、世界を恐怖で覆おおい尽くそうとしている。

　九重透流を殺さぬ限り、近い将来私は殺されるだろうとベアトリクスは少女に告げた。

　異質な《力》によって死ぬことのない化け物──九重透流を滅することが出来るのはオトハの焱だけであり、故ゆえに貴女あなたは狙ねらわれたのだ、とも。

　ベアトリクスが死んでしまうのは嫌だった。

　ベアトリクスの居ない世界など考えられなかった。

　だからこそ、命を傷付けるという痛みと、命を奪うという恐怖に悲鳴をあげる自らの心を抑え、先の襲撃を行った。

　けれどどこかで殺したくないという思いがあった。

　谷底に落ちた九重透流の生死を確かめなかったのは、そういった思いからだ。

　しかし同じ失敗は繰り返してはならない。

（今度こそ、九重透流を殺さないと……。ベアトリクス様のためにも、絶対に……!!）

　少女は自身の隣に立つ協力者──梟オウルの頭と蝙蝠バツトの羽の《獣魔ヴイルゾア》を横目で見る。

　彼は九重透流が戯たわむれで作った実験体だと聞かされている。

　人の心は無く、命令に従う程度の知能しかない、とも。

　真実は翡ひ翠すいの美び姫きに絶対服従するよう調整された《獣魔》なのだが、オトハにそれを知しる由よしは無い。

　梟の役目は三つある。

　九重透流たちの監視、オトハを連れて移動する、そして──

「……………………」

　三つめの役目を思うと少女は梟の姿を見続けることが辛つらく、視線を外した。






■第四章『選べる道は一つだけです』









　時は静かに刻まれていく──

　部屋の明かりは随ずい分ぶん前に消した。外に光が漏もれないよう頭から布ふ団とんをかぶった状態のまま時計を確認すると、時刻は深夜一時を少々回っていた。

「消灯から二時間近く──そろそろ来そうってところかしらね」

　顔を寄せてきたリーリスに頷うなずく。

　彼女には遠く及ばないまでも、旅館の周りを囲う多くの気配──そいつらの発する敵意は、俺でも十分感じ取れる。

「……それはともかく不必要に近づくのはやめてくれ、リーリス」

　リーリスは今、俺と同じ布団の中にいるため、近づかれると彼女のいい香りがより強くわかる。

　おかげで内心どぎまぎしつつ、僅わずかだが距離を空けて注意する。

「あら、相手の出方次第で透とお流るに《絶刃圏イージスデイザイアー》を使ってもらう手はずになってるんだから、指示を出しやすいよう少しでも傍そばに寄るのは当然のことでしょ？」

「それでも寄り過ぎだって……！」

「ふふっ、そんなに照れなくてもいいのに」

　つんつんと俺の頬ほおをつつきながら、リーリスがくすくすと小さく笑う。

　いつもだったらユリエが割って入るところだが、現在この離れに居るのは俺とリーリスだけだ。

　他のメンバーは旅館ほたかの本館を、三方から囲う配置で待機している。

　例の気配がその数を増やして旅館を囲み始めたというリーリスの言に、襲撃が行われるのであれば深夜寝静まった頃だろうと予測して、対策を練ったのだ。

　本来なら一箇所に戦力を集めた方がいいのだろうが、襲撃時にみやびの家族や他の宿泊客を巻き込んでしまわないため、分散することとなった。

　リーリスによれば、旅館ほたかを囲う気配は二十程度。

　敵意を隠そうともせず、ただ囲んでいるだけなので、相手は訓練された部隊では無いだろう、とも。

「さて、もう少し二人の甘い時間を過ごしたいところだけど──」

　スッとリーリスの瞳ひとみが細くなり、俺が感じられるほどの強い圧が肌を粟あわ立だてる。

「……上よ、透流!!」

　布団を撥はね上げながらリーリスが叫び、俺は天井へ──さらにその先へと意識を向けながら咆さ吼けぶ。

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

《力ある言葉》によって発せられる結界が、俺たちの居る離れを覆おおい尽くし──

　直後、何らかの衝撃によって《絶刃圏》が震ふるえ、爆音とともに地面が揺れた。

（これは……！）

　襲撃者の正体に確信に近いものを得る。

「外へ！」

　リーリスの指示とともに障しよう子じごと窓を突き破って外に飛び出すと、不意打ちに失敗したことを悟さとった襲撃者たちが次々と塀へいを跳び越え、敷地内へ侵入してきて正体を現す。

　人非ひとあらざる者──《獣ゾア》へと姿を変えて。

　だが、俺の意識はそいつらではなく、上空──衝撃の発生した方向へと向けられていた。

　視線の先には梟オウルの顔を持ち、両腕は翼、背中に蝙蝠バツトの羽と見るからに複数の《力》を宿した異質の化け物が滞空しており──

　そいつに抱えられたまま、険けわしい表情を浮かべて俺を見み据すえる瞳ひとみがあった。

　淡い桜色の髪を風で揺らす少女の姿が。

「どうしてお前がそいつらと一緒に居るんだ、音おと羽は……!?」

「……………………」

　答えは返ってくることなく、音羽はただただ俺を見つめるばかりだ。

「久しぶりだって言うのに随ずい分ぶんな挨あい拶さつね。しかも趣味の悪いペットまで連れてるなんて」

　そこへ黄金の少女が不敵な笑みを浮かべつつ、桜色の少女へと銃口を向け──

「待ってくれ、リーリス。あの子を傷付けないでくれ」

　俺は彼女を手で制する。

　以前、雪山で音羽が襲撃してきたときと同様の理由だ。

　その上、今は上空ということもあり、《焔牙ブレイズ》の一撃で意識を失って地上へ落下してしまうなどというのは絶対に避さけたい。

「……未来の旦那様の頼みなら、聞かないわけにはいかないわね」

　ふっと笑い、《銃ライフル》を僅わずかに下ろすリーリス。

　冬合宿の一件を知らない彼女にとって、音羽と相対するのは《禍稟檎アツプル》の一件以来だ。

　けれどあのときは俺たちを助けてくれたのに対し、今回はあきらかな殺意を持って仕掛けてきた相手だというのに。

「ありがとな」

「ゲストもやってきたみたいだし、お礼はまた後で構かまわないわ。もちろん、甘いキスなら大歓迎よ！」

　喋しやべりながら、リーリスが引き金を引く。

　銃声は闘たたかいの幕開けを合図し、放たれた弾丸は《獣》のうち一体の頭を撃ち抜いた。

　化け物の巨きよ躯くが崩れ落ちるよりも早く、俺も飛び出す。

（確認できる《獣魔ヴイルゾア》は音おと羽はを抱えている一体のみ──それなら、騒さわぎが大きくなる前に片付けられる!!）

《Ｖレベル５》の俺たちならば、相当の頭数を揃そろえない限り《獣ゾア》程度は敵じゃない。

　俺が拳こぶしを振るう度、リーリスが引き金を引く度に化け物どもが地に崩れ落ちていく。

「はぁああああっっ!!」

　岩さえ斬きり裂さくであろう《獣》の鋭するどい爪つめを避けると同時、踏み込んで肘ひじを叩たたき込む。

　化け物は鈍にぶく重い音を響かせて地に転がると、巨躯を痙けい攣れんさせて泡を吹きつつ人の姿へ戻って行った。

「さて、と……」

　ものの一分も経たたないうちに化け物の集団を鎮静化した俺たちは、改めて宙空で状況を見定めている影へと視線を移す。

　──と、そこへ別方向から声が響いてきた。

「よう、こっちは終わったぜ。雑ざ魚こしか居ねーからストレス溜たまったけどな」

　凶悪なシルエットの《牙剣テブテジユ》を手に、宿の屋根の上に立ったうさぎ耳が吐き捨てる。

「こちらも終わりました、トール」

「僕たちの方も終わったぞ」

「館内には踏み込ませなかったから安心したまえ」

「み、みんな、ありがとう……」

　月つき見みの隣に銀色の髪シルバーブロンドをなびかせてユリエが姿を見せ、次いで建物の影から三人一組で配置に着いたトラたちが現れる。

「さぁて……何が目的かは知らねーが、集団にボコられるか、それともアタシ一人を指名してぶっ殺されてぇか──好きな方を選んでいいぜ？」

「──っ!!」

　舌なめずりをする月見に、音羽が怯おびえを見せる。

「おい、月見！　変な脅おどしをするのはやめ──」

「トール!!」

　俺の声をユリエが遮さえぎり、空を指す。

　慌あわてて視線を向け直すと、《獣魔》は音羽を抱えたまま蝙蝠バツトの羽をはためかせて旅館ほたかから遠ざかって行く。

　奇襲が失敗した上、こちらの戦力を読み違えていたために《獣》もすべて倒されたことで、逃げの一手を打ったというところか。

「音羽……!!」「トール、私も……!!」「くはっ、まだ暴れ足りねぇんだよ!!」

　迷うことなく俺は駆け出し、僅わずかに遅れてユリエ、月見が俺の後に続く。

「透とお流る！　念のため、あたしは後から追うわ！　……まったく、未来の旦那様について行けないだなんてとんだ貧乏くじね」

　襲撃の主犯格と思われる相手は去ったものの、リーリスは万が一を考えて旅館に残る。

　みやび、橘たちばな、トラも同様だ。

　とはいえ襲撃者が音おと羽はがであることがわかった以上、時間を置いて旅館に襲撃が行われる可能性は低いだろう。

　音羽の狙ねらいは、この俺なのだから。

「透流くんっ……!!」

　あっという間に遠くなっていく旅館から、俺を呼ぶみやびの声──

「絶対にみんなで戻って来る!!　待っててくれ!!」

　背後に向かって叫ぶも、旅館ほたかはあっという間に後方に消え去ったため、きちんと声が届いたかどうかまではさすがにわからない。

　星空の下、羽ばたく巨きよ躯くの影を追う。

（どこへ向かっているんだ……？）

　迷うことなく市街地へ向かって飛ぶ《獣魔ヴイルゾア》に疑問を覚え、河原に差し掛かったそのときのこと──

「っらぁああ!!」

　突とつ如じよ、月つき見みが《牙剣テブテジユ》を振るう。

　直後、苦く悶もんの声が前方の茂みから上がった。

「──っ！　待ち伏せか!!」

「くはっ、さすがにあの程度の手て駒ごましか用意してねーはずがないわな」

　音羽を抱えた梟オウルの《獣魔》がその場で滞空する姿を見上げて月見が呟つぶやくと、そのとおりだと言わんばかりに周りを大きな影に囲まれる。

「《獣魔》か……」

　先刻、旅館を襲撃した《獣ゾア》の集団とは違い、こちらは《獣魔》で構成されていた。

　数は五体──

　これだけの数の《獣魔》が揃そろった様は初めて見る。

　だが、以前ならいざ知らず、奴やつらの特殊能力にさえ注意すれば今の俺たちなら十分闘たたかえるだろう。

　問題は、音羽を抱えた《獣魔》が再び羽を羽ばたかせ、場を離れ始めたことだ。

（音羽を追わないと……！　だけど──）

　もし俺が音羽を追ってこの場を離れたら、残された二人は倍以上の数の《獣魔》を相手にすることになり、苦戦は免れないだろう。

　かといって、このままでは音羽を見失ってしまう。

　このとき、誰よりも早く動いたのは月つき見みだった。

「逃がすかっての!!」

　月見は俺たちを囲う《獣魔ヴイルゾア》を飛び越え、音おと羽はを抱えた梟オウルを追って駆け出す。

「くっ……！」

　まさかの独断専行に、俺は一秒でも早い選択を強いられてしまう形に。

　月見は音羽のことを襲撃者としてしか認識していない。

　当然、俺の妹だなんてことを知るはずもない。

　つまり、あいつが音羽に対して本気──殺意を以もつて剣を振るう可能性が十分あるのだ。

　かと言って、俺たちまで追えば《獣魔》たちは隙すきだらけの背後から容よう赦しやなく襲おそってくるだろう。

（出来る限り早く片付けるしかないか……!!）

　だが、その俺の葛かつ藤とうを見抜き、銀色の少女が叫ぶ。

「トール、行ってください!!」

「ユリエ!?」

《双剣ダブル》を構かまえ、ユリエが続ける。

「ここは私が引き受けます」

「ダメだ！　この数は一人で相手するには──」

　風に銀色の髪シルバーブロンドを舞わせつつ、ユリエが告げる。

「選べる道は一つだけです、トール」

　とくん──少しだけ大きな鼓こ動どうが胸を打つ。

『願い事はひとつだけにしないと叶かなわないよ、お兄ちゃん』

　銀色の少女の言葉が、かつて音羽の口にした言葉と重なる。

「私を信じてください。傍そばに居て闘たたかうことが背中を護まもることではありません」

「ユリエ……」

「旅館に襲撃が無ければ、リーリスたちも遠からずこちらへ来るはずです」

　確かにそうかもしれない。

　だが、それまで危険であることに変わりはない。

「トール……！」

　目を閉じ、冷たい空気を深く吸い──

（今、俺が選ぶ道……。そして願うことは──）

　俺は決断を下す。

「頼む!!」

「ヤー！」

　叫ぶと同時、俺はユリエの隣を駆け抜けていき──

　銀色の少女が《力ある言葉》を夜空に響き渡らせる。

「疾はやての如ごとく!!」

　剣けん戟げき、そして咆ほう吼こうが遠ざかっていく中、俺は遥はるか先の上空を飛ぶ梟オウルの《獣魔ヴイルゾア》を全力で追い掛けていった。

　やがて前方にうさぎ耳のヘアバンドが駆け跳ねる姿が見えてくる。

「月つき見み!!」

「アイツらは置いてきたのか？」

　こちらに気付いた月見はペースを落とし、肩を並べるなり訊きいてくる。

「任せたんだ」

　俺の返答に月見はくっくっと肩を揺らして笑った。

「それよりも頼みがある。旅館のときと同じように、あの子も傷付けないでくれ！」

　旅館への襲撃を迎え撃つと決めた際のこと──

　決して殺意を持って《焔牙ブレイズ》を振るわないようにと告げたとき、月見は一瞬みやびに視線を向けてから承しよう諾だくした。

　おそらくだが、旅館ほたかのことを考えてくれたのだろう。

　たとえこちらに害意を持った敵であろうとも、旅館の内外で大量の負傷者──最悪死者が出たら、大問題なんてものじゃなくなるからだ。

　今頃は手はずどおり、《焔牙》で昏こん倒とうさせた連中をトラたちが拘束しているはずだ。

「事情は後で話す。だから──頼む！」

「……頼む相手が悪いだろ──と前に言った憶おぼえがあんだけど、まあサービスしてやっか」

「ありがとな、月見」

「くはっ、ケツが痒かゆくなっから礼なんていらねーっての。……っと、奴やつこさんがようやく目的地に着いたみたいだぜ!!」

　俺たちの視線の先で、梟の《獣魔》が夜空から地上へと降下していく。

　その降下先は──

　日中に訪れたばかりの金沢城公園だった。

　遠目に見える菱ひし櫓やぐらの上では、音おと羽はと梟の《獣魔》がこちらを窺うかがう姿が映る。

「おうおう、殺気が充じゆう満まんしてんなぁ。わんさかお待ちしてますって状態だな、こりゃ」

　公園を前に足を止め、内から漂ただよってくる強い殺気に月見が笑う。

「結果論だが、一緒に居るのがアタシでよかったなぁ、《異能イレギユラー》」

「どういう意味だ？」

　冷たい風が頬ほおを叩たたく中で問うと、月見は人差し指を立てて返してくる。

「うさ先生の旅先レクチャー♪　やつらの《煉業リヴオルト》の特性を考えてみな。汎はん用よう性せいは高いものの基本は機動力を高める銀髪、威い力りよくは高く攻撃方法にバリエーションはあるも回数制限ってぇ問題があるお嬢様──この先で敵がバカみてーな数で待ち受けてる可能性を考慮すっと、アタシの《狂蛇環ウロボロス》のように制限無く敵をぶっ殺せる常時発動パツシブ型の方がいいってこった」

《焔牙ブレイズ》に秘められた《力》──《煉業リヴオルト》は、大きく分けて二つの特性がある。

《絶刃圏イージスデイザイアー》、《天翔颯ヴインドイエールズ》、《撃射承フエイスピアース》のように任意で発動させ、特異な《力》を宿すも使用回数に制限がある意志発動アクテイブ型。

　そして月つき見みの《狂蛇環》のようにシンプルだが強大な《力》を宿し、回数制限が存在しない常時発動パツシブ型。

　長時間──もしくは相当数の相手と闘たたかう場合、後者の《煉業》の方が安定度が高いというわけだ。

「さあて──踊り狂おうぜ、月の兎うさぎとともによぉ!!」

《牙剣テブテジユ》を手に月見が公園へ飛び込み、間を置かず俺も飛び込んだ先は新丸広場と呼ばれる開けた場所で──そこには《獣魔ヴイルゾア》と《獣ゾア》が待ち受けていた。

　その数──百体。

　内、《獣魔》は多くて十体といったところか。

「いいねいいねぇ！　血が滾たぎるってなもんよ!!」

　月見は迷うことなく化け物の真まっ直ただ中なかに飛び込むと、《牙剣》を振るって手近な《獣》を斬きり捨て──返す刃やいばを《蛇腹剣スネイク》と化して数体同時にダメージを与える。

　その顔に笑顔を浮かべながら。

　かつて見た、心底闘いを愉たのしんでいるあの笑顔を。

「気をつけろよ、月見！」

「……誰に口利いてんだ、大事なナニかを潰つぶされてーか、ああ!?」

「こんなときでも本当に変わらないな、あんたは!!」

《獣魔》を殴り飛ばしながら叫んで返すも、実際には随ずい分ぶんと変わったとは思う。

　以前の月見であれば、こうして肩を並べて闘おうなんて絶対に思わなかっただろうから。

「行くぜおらぁっ!!　おらおらおらおるぁあああっ!!」

　近付いて来る化け物の大軍を迎げい撃げきするだけじゃなく、月見は自ら突撃していく。

　まるで暴風が如ごとく《牙剣》が、《蛇腹剣》が化け物どもを薙なぎ倒たおす中──

　ガギィンンンッ!!　一際甲かん高だかい音が響き、剣の牙きばが《獣魔》の皮ひ膚ふ鎧よろいに弾はじかれ──

　剣が跳ね上がった隙すきを突き、化け物の爪つめが月見の胸元を一文字に裂さく。

「月見!?」

「皮一枚でいちいち動揺してんじゃねーよ。しかし──」

　胸元から垂れた血を指先で拭ぬぐい、月見はそれを舐なめる。

「いいねぇ。これくらいはやってくんねーと、欲求不満が溜たまってしゃーねーからな……。んじゃ、ここからはマジのマジで行くぜぇ……!!」

　くくっと笑い、月つき見みは天に向かって《牙剣テブテジユ》を突き立て──叫ぶ。

「喰くい殺せ──《狂蛇環ウロボロス》!!」

　南海の孤島で見た真の《力》が解き放たれた。

　環状となった刃やいばが、宙空へと浮かび上がる。

　月見の意志で刃は宙を駆け、先刻とは違い《獣魔ヴイルゾア》の皮ひ膚ふ鎧よろいに弾はじき返されず、化け物に絶ぜつ叫きようをあげさせた。

　芝しば生ふの上にくずれおち動かなくなった化け物の体からしゅうしゅうと白い煙が立ち上り、人の姿へと戻っていく。

　その体には傷一つ無く、本気を出しながらも殺さないという約束を守ってくれていることに安あん堵どする。

「イくぞ……イくぞ……イくぞぉぉぉおおるぁぁあああああっっ!!」

　歓喜に狂った兎うさぎが夜空に跳ねる。

　環状の刃が地を裂さき、空を駆ける度に《獣ゾア》たちが減っていく。

　けれどそれでも、化け物はまだ七割近くが残っている。

　数とは力──

　闘たたかいの中で俺は実感する。

《獣魔》と違い、《獣》の一体一体は今の俺にとって大きな脅威じゃない。

　しかし《獣》には固有の特殊な能力がある。

　休むことのない波状攻撃の中でそれらを繰り出され、すべてを防ぎきることは出来ずに少しずつダメージが蓄積していく。

　既に《狂蛇環》で二十体以上の化け物を倒している月見も、それは同じだ。

「っくぅっ!!」

　一撃で仕留められない敵──《獣魔》を二体同時に相手にしていた月見は、そこへさらに加わった《獣》が放った鉄球のような塊かたまりを避け損そこない、苦痛の声をあげた。

　鮮血が舞い、たたらを踏んだところへ、蠍スコーピオの《獣》が鋭するどい尾針で襲おそい掛かる。

　このとき俺は別の《獣魔》と交戦中で、《絶刃圏イージスデイザイアー》を発動させる余裕は持ち合わせていなかった。

「月見────っ!!」

　ギャリィィッッッ!!　尾針は、振り下ろされることなく止まった。

　星の輝かがやきを反射して飛来した鎖によって。

「橘たちばな！　それに──」

「はぁあああっっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、蠍の尾針を持った《獣》が巨大な槍やりによって貫かれる。

「みやび……!!」

　二人だけじゃない。

《獣ゾア》の間を疾しつ風ぷうの如ごとく駆け抜け、刃やいばを振るってトラが現れた。

「トラ、お前も……」

　三人は三方を向く形で陣形を取る。

「透とお流るくん、月つき見み先生、加勢に来たよ……!!」

「加勢にって──」

　ここに姿を見せた以上、旅館の方は大丈夫だと判断したのだろう。

　だがそれでも、俺は強めの口調で返してしまう。

「どうして来たんだ、みやび……!?」

　みやびが《Ⅱレベル２》であるからだ。

《獣》と相対するには《Ⅲレベル３》以上でなければ厳しいと、これまで《６６６ザ・ビースト》関連の任務を幾いくつもこなしてきたからこそ、よく知っている。

　確かに《騎兵槍ランス》による刺突進チヤージは《Ⅲ》の攻撃力に引けを取らないが、それでも身体能力という点に置いて《獣》より大きく劣おとる。

　加えて言えば、みやびはこうした実戦の場に出たことすらない。

「みやび、こいつらは危険過ぎる。だからこの場を離れるんだ……！」

　だが、みやびは俺の言葉に首を横に振って返した。

「わたし、ね……。闘たたかうのが怖いの……。襲おそわれそうになったあのときのことを、今でも夢に見るの……」

　みやびの足は震ふるえていた。

　表情も見るからに強こわ張ばって今にも泣き出しそうだ。

「闘うのは怖い……。傷つくのは、痛いのは嫌……。でも……!!」

　襲い来る《獣》に対し、みやびが構かまえる。

　橘たちばなが《鉄鎖チエイン》を《獣》の足に絡からませてバランスを崩し、みやびは刺突進を繰り出した。

　その一撃は《獣》を倒すまではいかなかったものの、巨きよ躯くを大きく吹き飛ばす。

「透流くんや巴ともえちゃんが傷ついて帰って来るのを、待ってるだけなんて──もっと嫌!!　だから──わたしも闘う！　みんなと一緒に闘うの！　みんなの力になりたいの!!」

「みやび……」

　強い決意が、揺るがぬ意志が、みやびの瞳ひとみに宿っていた。

「てやぁああああっっ!!」

　叫びながら、みやびは上から叩たたきつけるようにして《騎兵槍》を振り下ろす。

《獣》は片手で受け止めようとするも、長重武器の威い力りよくを殺しきれずに地面へ叩きつけられ──がら空きとなった延えん髄ずいを、トラが《印短刀カタール》で貫く。

「……諦あきらめろ、透とお流る。たとえ貴様であろうと穂ほ高たかを説得するのは無理だと思うぞ、僕は」

「私もみやびに同感だ。以前キミに言っただろう。キミが私たちに危険な目にあって欲しくないように、私たちも同じことを思っていると。だから私たちはここに来たのだ」

「トラ、橘たちばな……」

「くははははっ！　テメーの負けだ、《異能イレギユラー》!!」

　血を拭ぬぐいながらも環状の刃やいばを操り、月つき見みが笑う。

　俺は一息吐き、認めざるを得ないと観念する。

「……みやび、トラ、橘！　《獣ゾア》は任せたぞ!!」

　この瞬間を境に、趨すう勢せいはこちらに傾く。

　個々では俺や月見に届かぬものの、みやびたちはチームとして《獣》を打ち倒していく。

　橘が柔やわらでみやびを護まもりつつ闘たたかい、《鉄鎖チエイン》で相手の動きを封じ──

　トラが速さで敵を翻ほん弄ろうし、切り崩し──

　動きを封じられた相手を、切り崩された相手を、みやびが高い破壊力で打ち倒す。

　心配は変わらずあるが、それ以上に頼もしく思う。

「今さらだけど、よくここがわかったな!!」

　闘いの最中、《獣魔ヴイルゾア》に連打を叩たたき込みながら叫ぶと──

「貴様らを追った先で、ユリエが闘っている場に出くわしたからな……!!」

《印短刀カタール》を振るいながらトラが叫び返してくる。

　ユリエは多少怪け我がを負いつつも二体を倒し、残った三体と交戦中だったらしく、その場にはリーリスが残ったとのことだ。

　銀と金の髪を持つ二人の少女の組み合わせなら、心配せずとも大丈夫だろう。

　そしてこちらも、決着は少しずつだが近づきつつあった。

《獣》をトラたちが引き受けてくれるおかげで、俺と月見は《獣魔》に集中してその数を減らしていく。

　やがて《獣》は十数体、《獣魔》が三体まで減ったところで橘が叫ぶ。

「九ここの重え、トラ、キミたちは先へ！　ここまで数が減れば残りは私たちだけで十分だ！」

「それは……。橘──」

「あの少女はキミたちの知ち己きだと聞いた。なればこそ行きたまえ！」

　どうやらここへ来る途中、トラから何らかの説明を受けたようだ。

「……わかった。後は任せるぜ！」

　感謝の念を抱きつつ、俺はトラとともに菱ひし櫓やぐらの方角へ駆けていく。

　その先で大きく開けた場所は、三の丸という名の広場だ。

　三の丸に足を踏み入れた俺とトラは、一際巨大な建築物──日中に内部見学をした菱櫓へと視線を向けた。

　菱ひし櫓やぐらの上には音おと羽はが、その傍かたわらには猛もう禽きん類るいの翼と蝙蝠バツトの羽を持つ梟オウル、高質化した皮ひ膚ふ鎧よろいに狩猟豹チーターの柄を持つ猪ボア頭、右腕に巨大な蟹キヤンサーの螯はさみを持つ蛙フロツグ頭と、計三体の《獣魔ヴイルゾア》が俺たちを見下ろしていた。

　俺たちが近付いて行くと梟オウルは夜空へ、残る二体は広場へと降り立つ。

「九ここの重え、透とお流る……ベアト、リクス様の、敵……。世界、の……敵……」

　静かに、冷たく、決意の籠こめられた音羽の言葉。

「今度、こそ……あなたを……殺し、ます……」

　音羽の顔で、声で告げられた敵意の籠められた言葉は、俺の胸に鋭するどく刺ささる。

　だが、その決意を受け入れるわけにはいかない。

　俺は音羽に殺されるわけにはいかない。

　あの日、音羽が助けてくれたからこそ、俺の命は今ここに在あるのだから。

「俺は世界に敵対しない！　だから俺の話を聞いてくれ、音羽!!」

「話すこと、なんて……無い……」

「音羽ぁっ!!」

　幕開けの合図は──音羽が告げた。

「《天熾エデン》」

　音羽が薙なぐように手を振るい、灼しやく熱ねつの焱ほのおの嵐あらしが巻き起こる。

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　咄とつ嗟さに結界を展開するも、焱の威い力りよくに悲鳴があがる。

（くっ……！　なんて威力だ……!!）

　これまで相対したときには見たことのない焱が、凄すさまじいまでに激しく吹き荒れる。

《絶刃圏》は大きく震ふるえ、軋きしみ、そして──砕けた。

　幸いにも焱は結界でほぼ相そう殺さいされ、焼けた空気が軽く肌を舐なめる程度で済む。

　けれど幕が上がった以上、息をつく暇ひまなど無い。

　いまだ俺たちの周囲で立ち揺れる残り火の壁を貫き、狩猟豹の《獣魔》が突進してくる。

　弾丸のような速さに避けることは敵かなわず、咄嗟に《楯たて》で受け止めるしかない。

　グゴォンッッ!!　扁へん平ぺいの硬い鼻による突進──容よう貌ぼうのとおり猪の《力》を宿しているのだろう──を止めるも、重い衝撃に片足が浮く。

　けれど足が浮いた瞬間、体を捻ひねって再び地に付けて踏ん張り──

　直後に俺は、その判断が正しかったのだと知ることとなった。

「ぐっ……!!」

　扁平鼻の両脇から生えていた角が突とつ如じよ長さを増し、俺の腹部と背中を軽く抉えぐった。

　身を捻らなければどちらかが、もしくは両方が俺の腹部を貫いていただろう。

　まるで毛象マンモスのような角だと思いつつ、俺は飛とび退のいて構かまえを取るも──

「上だ、透とお流る!!」

　トラからの警告に、迷うことなく頭を下げる。

　ギィンッ!!　直後に響いた音は、上空から音も無く襲おそい掛かってきた梟オウルの《獣魔ヴイルゾア》の足爪と、トラの《印短刀カタール》がぶつかり合って発したものだ。

　爪の勢いに押され、軽量のトラは大きく吹き飛ばされるも、問題無く着地をする。

「僕に構かまうな！　敵に集中しろ!!」

　再び飛んできた警告に振り返るのと、背後を取っていた巨螯蟹キヤンサーの《獣魔》がその巨大な鋏はさみを突き出したのはほぼ同時だった。

　咄とつ嗟さに《楯たて》で跳ね上げるように弾はじいて軌道を僅わずかに変えるも、腕全体に生えた鋭するどい棘とげが二の腕を浅く裂さく。

　無論、俺だってやられっぱなしじゃない。

「っせあぁあああっ!!」

　攻撃を外してがら空きとなった《獣魔》の腹に、反撃の拳こぶしを叩たたき込む。

　巨螯蟹の《獣魔》は吹き飛び背中から地に落ちるも、すぐに立ち上がりダメージがあったのかどうかをこちらに判断させる間を与えない。

（あれは……巨螯蟹のものじゃない、けど……？）

　けれどそれでも、相手の態なりを確認することくらいは出来る。

《獣魔》の脇わき腹ばらからは、まるで海え老びのような細長い腕が複数生えていてた。

　どういった能力を秘めているかまでは不明だが、見た目からその他の能力を知る手がかりを──とは思うも、さすがにそこまでの余裕は与えてくれず、再び焱ほのおが飛来する。

「くっ!!」

　地に転がりながら躱かわして立ち上がったところで、トラが俺と背中を合わせた。

「ふんっ、随ずい分ぶんと厄やつ介かいな組み合わせだな」

　上空から音もなく襲い掛かって来る梟──

　弾丸が如ごとき勢いで突進してくる狩猟豹チーター──

　一撃でも喰くらえば終わるであろう螯はさみを振るう巨螯蟹──

　そして──

　間かん隙げきを突き、外から焱を放つ音おと羽は。

「ああ、厄介この上ない。けど──」

「だからと言って、諦あきらめるつもりなどさらさら無い、だろう？」

「さすがトラ。よくわかってるじゃないか」

「ふん、貴様の単純な思考は読みやすいからな」

　背中を合わせているために顔は見えずとも、口こう角かくを上げているトラの様がありありと思い浮かぶ。

「来るぞ!!」

　焱ほのおが再び闇やみを切り裂さき、次いで狩猟豹チーターと巨螯蟹キヤンサーが接近戦を挑んできて、時とき折おり梟オウルが上空より急降下で襲おそってくる。

　凌しのぎ、反撃をし、《獣魔ヴイルゾア》との距離が空くも、すぐさま音おと羽はが焱を放って俺たちに休む暇ひまを与えてくれない。

　一体一体ならば、今の俺にとってさほど脅威ではなく、何とかなるレベルと言える。

　けれど苦戦している現状は、《獣魔》たちの連れん携けいの妙によるものだ。

　それぞれの特性を活いかしての連携は、幾いく度どとなく打ち寄せる波のように絶え間なく続き、俺たちの体を傷つけていく。

　特にトラの負傷の度合いは俺以上だ。

《Ⅳレベル４》であっても驚異となる強さを持つ《獣魔》の猛攻に苦戦を強いられ、流れ落ちる血とともにトラの呼吸が荒くなっていく。

　大丈夫か──

　何度その言葉を飲み込んだことか。

　俺がやるべきことはトラに声を掛けるのではなく、《獣魔》を倒すことだ。

　その《力》を持っているのは、この場では俺だけなのだから。

「……ふんっ。こんなときだと言うのに、昔を思い出すな」

　毛象マンモスを思わせる角の攻撃を、《印短刀カタール》で薙なぐように叩たたいて軌道を変えたトラが呟つぶやく。

「昔？」

　バランスを崩した狩猟豹へ横よこ蹴げりを放ちつつ問う。

「中学生どもとケンカをしたときのことだ」

「マジでこんなときに、だな。……けど懐かしいな、ははっ」

　こんな状況であるというのに、思わず口元に笑みが浮かぶ。

　トラが言ったのは、俺たちがまだ小学生だった頃──

　ある日、俺たち三人は些さ細さいなことから中学生数人に絡からまれ、音羽が突き飛ばされて泣いてしまった。

　俺とトラは怒り、大立ち回りを演じた挙げ句、全員を伸のしたのだ。

　その後音羽は、あまり無む茶ちやしないで、でもありがとうと言って傷の手当てをしてくれた。

「透とお流る。この化け物どもをとっとと片付けて──」

「わかってる。音羽に手当てをしてもらわないとな」

　互いに、ふっと笑った後──

（音羽、か……）

　僅わずかに視線を菱ひし櫓やぐらの上に立つ桜色の少女へと向ける。

　距離を取ったまま焱で攻撃し続ける音羽に、幾いくつか気付いた点がある。

　以前使っていた爆発する爆ばく焱えん珠じゆや赤い光は使わず、不思議と新しい烈風の焱ほのおばかり──いや、それしか放っていないということだ。

　俺たちと音おと羽はの距離は数十メートル──もしかしたら《力》の範囲外なのかもしれない。

　また、《獣魔ヴイルゾア》たちを巻き込まないためか、焱を放つタイミングは連れん携けいの谷間を狙ねらってばかりだ。

　俺たちを倒そうというのではなく、休ませない役割を担っているのだろう。

　焱は《獣魔》たちの動きを隠す役割も果たす。

　回数制限のある《絶刃圏イージスデイザイアー》を使うわけにもいかず、かといって《楯たて》で止めるには大き過ぎる焱の嵐あらしは躱かわす以外に対処方法が無い。

　その隙すきを突き、《獣魔》たちが一気に間合いを詰めてくる中で──

（巨螯蟹キヤンサーの姿が……!?）

　これまでは甲こう羅らと化した皮膚による防御力を活いかし、接近戦で巨大な螯はさみを振り回す戦い方が主だった巨螯蟹の姿が焱をカーテンにした後に消きえ失うせていた。

　けれどもどこへ消えたのかと姿を捜している余裕は無い。

　狩猟豹チーターと梟オウルによる二重攻撃が俺たちを襲おそってきたその刹せつ那な──

「下だ、透とお流る!!」

　トラの警告が飛ぶとほぼ同時、地中から巨大な螯が飛び出し血ち飛沫しぶきが舞う。

　警告がなければ危うかっただろう。

　上体を反らして螯の直撃を避けるも、棘とげで腹部から肩まで斜めに斬きり裂さかれてしまった。

　どうやら脇わき腹ばらの細長い足で地中を掘り進んできたようだ。

　けれども必殺を狙った一撃は、外した瞬間致命的な隙を生む。

　巨螯蟹の頭部──蛙フロツグ頭の瞳ひとみへトラが《印短刀カタール》を突き刺さし、怯ひるんだところに俺が雷鳴のルング疾吼ニールを叩たたき込む。

　苦く悶もんの叫びをあげて巨螯蟹は吹き飛んだ後、シュウシュウと音を立てて人の姿へ戻っていった。

　二体に減ったことで連携は成し得なくなり、その証拠に梟は上空を旋回し続け──狩猟豹もまた、一定の距離を保ったまま俺たちの周囲を回り続けるばかりだ。

　音羽もまた、焱を放つことなく様子を窺うかがっていた。

　しばしの睨にらみ合いを経へて──突然、梟がけたたましい鳴き声を二度あげ、続けて狩猟豹がまるで闘牛のように地面を何度も蹴ける。

「何をしようってんだ？」

「……少なくとも引く気は無いことは確実だろうな」

　連携が崩れた以上、《獣魔》たちとて自分たちの不利を悟さとっているはずだ。

　それでも引かないどころか、圧が高まり、空気が重くなっていき──

「ごめ、なさい──」

　音おと羽はが、謝罪を口にする。

　誰に対しての謝罪だったのか、確かめることが出来ぬまま──

「《天熾エデン》」

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　俺と音羽の《力》がぶつかり合う。

　兄である俺と、幼なじみであるトラを灼やき尽くすための焱ほのおが。

　けれど、させない。

　音羽に命を奪わせるなんて、させてはならない。

　轟ごう音おんとともに結界が軋きしみ、空気が震ふるえ、視界が真っ赤に染そまる。

　結果は、幕開けと同じだ。

《絶刃圏》は砕かれつつも灼しやく熱ねつの嵐あらしをほぼ相そう殺さいし、熱風が俺たちの肌を軽く灼く程度だった。

　菱ひし櫓やぐらの上で、小柄な少女は肩を上下させ──

　哀かなしそうな瞳ひとみを俺に向けていた。

（どうしてそんな目をしているんだ、音羽……!?）

　問いが口を突く時間は無かった。

　最初の一度でタイミングを掴つかまれていたのだろう。

　結界が砕けた瞬間、二体の《獣魔ヴイルゾア》が動いていた。

　上空の梟オウルが旋回から急降下に移り、これまでと同様に鋭い足爪で俺たちを狙う──のではなかった。

　急降下からの攻撃ではなく、傍そばに着地してからの低い体勢のタックルへと移行する梟。

　完全に意表を突かれつつも、打ち下ろしの右ストレートで迎げい撃げき体勢を取る俺。

　けれどそれもまた梟の《獣魔》にとって、計算通りの動きとなっていた。

　俺の拳こぶしが当たるよりも速く、梟は俺に向かって大口を開け──

　ズグンッ!!　刹せつ那な、不可視の衝撃と耳鳴りを伴ともなう激しい頭痛に襲おそわれ、俺の動きが一瞬止まる。

（ぐっ……風……いや、振動、音、か……!?）

　蝙蝠バツトの特徴を持つ点から、超音波による攻撃といったところだろう。

　急降下からの攻撃を執しつ拗ように繰り返していたのは、連れん携けいのためだけじゃなかった。

　この瞬間を狙ねらうために急降下を続け、俺たちの意識へ強く刻み込ませていたのだ。

　だが──

「ううぉぉおああああっっ!!」

　一瞬止まった拳を、再び打ち下ろす。

　鋭するどい嘴くちばしが俺に届くよりも速く、拳が梟オウルを捉とらえて吹き飛ばし、菱ひし櫓やぐらを支える石垣へと強く叩たたきつけた。

「透とお流る!!」

　フォロースルー中の俺は、トラが発した警告に対応しきれなかった。

　胸元への強い衝撃──

　直前の超音波とは違い、狩猟豹チーターのぶちかましだ。

　まともに喰くらって肺の中の酸素がすべて吐き出される。

　そのまま、伸縮自在の毛象マンモスの牙きばが俺の腹を狙ねらい──

「させ……るかぁ……!!」

　貫こうと伸びた牙をそれぞれ手で掴つかむ。

　本来なら確実に腹を貫いていたであろう攻撃は僅わずかに突き刺ささったところで止まり、狩猟豹が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「ぜぁああああっっ!!」

　ボギィッ!!　次の瞬間、鈍にぶい音を立てて牙は二本ともが根本から折れた。

　間を置かずに手刀を上から振り下ろし、地面に叩き伏せた直後に下段突きで追撃──

　高質化した皮ひ膚ふ鎧よろいが砕け、狩猟豹は苦く悶もんの声を漏もらした後、全身から力が失われる。

　ここまで──細部の流れは違うのだろうが、結果は《獣魔ヴイルゾア》たちの計算の内だった。

　梟と狩猟豹の《獣魔》は、己がやられることまでを戦術に組み込んでいた。

「──っ!!」

　突とつ如じよ、力を失ったはずの狩猟豹が俺の足首を掴む。

「死ネ……」

　俺を見上げ、にたりと笑う狩猟豹の顔は、焱ほのおで明るく照らされていた。

「透流、《絶刃圏イージス》を展開しろ────っ!!」

　多方向からの光で、俺と《獣魔》の影がぼんやりと薄く伸びる。

　先刻、《絶刃圏》で防ぎきった焱の残りのものじゃない──

　俺を中心に、宙空八方向へと浮かぶ爆ばく焱えんの光こう珠じゆの輝かがやきによるものだった。

「これは……!!」

　間かん隙げきを縫うようにして幾いく度どとなく放たれた薙なぐような焱とは違う。

　以前相対した際に、そして今回の宿への襲撃の際に音おと羽はが使ったもう一つの《力》──

「《獄焱ゲヘナ》」

《獣魔》ですら怯ひるませるほどの威い力りよくを秘めた炸さく裂れつする爆ばく焱えん珠じゆが、俺へと迫り来る。

（くっ……！　これもか……!!）

　音羽の狙い──いや、《獣魔》たちの連れん携けいも、すべてはこの一撃のためだった。

《獣魔》はその身を以もつてこちらの動きを封じ、音おと羽はは仲間を犠牲にしてまで俺の命を断つ──そのための布石であり、だからこそ音羽は謝罪を口にしたのだろう。

「させるかぁぁあああああ────っ!!」

　けれど、俺は誓ちかった。

　音羽に命を奪わせない、と。

　それがたとえ《獣魔ヴイルゾア》であろうとも。

「音羽の──」

　結界ごと俺の命を爆散させようとする光こう珠じゆを必ずや止めてみせると、咆さ吼けぶ。

「音羽の牙きばを断て──《絶刃圏・參式スリーフオールドイージス》!!」

　三重に張られた結界に触れ、爆ばく焱えん珠じゆが炸さく裂れつした。

　空気を震ふるわせ、大地を揺るがし、つんざく轟ごう音おんにすべての音が掻き消される。

（ぐ、ぅ……なんて威い力りよくだ……!!）

　一つ一つですら相当の威力を持つのに、それが八つともなればその威力は《絶刃圏イージスデイザイアー》とほぼ互角の焱ほのおの嵐あらしを遥はるかに超える。

　炸裂した爆焱は荒あれ狂くるい、結界を噛かみ砕くだかんとする。

　僅わずかでも気が緩めば結界は破壊され、俺の命は文字通り燃え尽きて、この世から失われることは必定だ。

「そんな、こと……やらせる、か……！　俺は……俺はお前に、伝える……絶対に、伝えたいことが、あるんだ……!!　お、と、はぁぁああああああ────っっ!!」

　焱を穿うがたんとばかりに、咆さ吼けぶ。

　絶対なる決意の込められた結界が、すべてを滅さんとする爆熱の焱を──断つ。

「そん、な……」

《獣魔》の命を犠牲にしてまで、決着をつけるために放った一撃を凌しのがれ、音羽が驚きよう愕がくの表情を浮かべてよろめき、膝ひざを突く。

　相当な《力》を使ったためだろう。

　音羽は遠間からでもわかるほどの荒い呼吸をし、肩を上下させている。

　そして俺もまた、その場で同じように膝を突いていた。

（危なかった……。トラの声が無かったら、《參式スリーフオールド》が間に合わなかったな……）

　だが、凌いだ。

　足元で人の姿に戻った《獣魔》も、気絶しているだけだ。

「いつまでへばっている。貴様にはまだ為なすべきことがあるだろうが」

「ははっ……。手厳しい、友達、だよな、お前は……」

「僕は貴様のライバルだ。たとえ今は水を空けられていようとな」

「ははっ、そうだった、な……」

　こんな状況であっても出会った頃から変わらない態度に、思わず笑みが零こぼれてしまう。

「……いけるか、透とお流る？」

「正直かなり厳しいけど──」

　痛む胸元を押さえつつ、よろめきながら立ち上がる。

「無理だなんて言えないさ。俺は音羽あいつのお兄ちゃんなんだからな」

「言ってくれる。……だが、何か策はあるのか？　どれほど口にしようと、貴様の言葉は音おと羽はに届いてないんだぞ」

「届かないなら、届くまで何度だって言い続けてやるさ」

「ふんっ、貴様らしいな」

　トラが、そして俺も苦笑する。

（音羽……）

　あの夏の日、言えなかった言葉を今度こそ。

　音羽に伝えたい言葉がある。

　絶対に伝えたい想おもいがある。

（……伝え、る……？）

　何かが引っ掛かった。

　何かが見えた気がした。

　それは小さな小さな、肉眼では見ることすら出来ない星のような光で──

「どうした、透流？」

「……策が、ある」

「なんだと……!?」

「あくまで可能性レベルの話だ。……けど、可能性が万に一つでもあるなら──」

　言葉を切り、菱ひし櫓やぐらに真まっ直すぐ視線を向ける。

「まあ、まずはあいつの下に辿たどり着かないとだけどな」

　苦しそうにふらつきながら立ち上がる音羽の姿を見つめて言う。

　俺たちの視線の先で桜色の少女は瞳ひとみに強い意志を宿し、その手に焱ほのおを纏まとう。

「ベアト、リクス、様……。私、に……力を……!!」

　絶対に引くつもりはない──

　必ずここで決着を付けるという、強い覚悟が伝わってくる。

「……いいだろう。ならば付き合ってやる」

　トラは口くち端はを上げ──

　その表情を再び真剣なものへと変えると、俺に手を差し出す。

「透流、僕に貴様の《魂》を預けろ」

「トラ、お前……！」

「貴様の道──僕が切り拓ひらく!!」

　音おと羽はの狙ねらいは俺だが、自分に向かってくるのであれば、たとえトラであろうと決して容よう赦しやはしないだろう。

　つまりトラはそれを知った上で、己を楯たてとすると言っているのだ。

「透とお流る、貴様は音羽の元へ辿たどり着くことだけに専念しろ!!」

「わかった。……だけど約束しろよな。絶対に三人で帰るってことを、な」

「ふんっ、何を当たり前のことを言っている」

　互いに口こう角かくを上げて頷うなずき合うと、《魂》を──《楯》をトラに渡す。

「行くぞ、透流!!」

《楯》を構かまえたトラが、一歩前に踏み出す。

「頼んだぞ、トラ!!」

　俺たちが迷い無く見み据すえる先に立つ桜色の少女──

　音羽もまた、覚悟を決めた眼まな差ざしをこちらへと向けていた。

「絶対、に……絶対、に……絶対に、あなたを殺します!!　九ここの重え、透流……!!」

「透流──絶対について来い!!」

「音羽──今、迎えに行くぞ!!」

「「おおぉぉおおおおおおおっっ!!」」

　トラが地を蹴けり、僅わずかに遅れて俺も駆け出すと、ミシリと体が軋きしみ、脇わき腹ばらに激痛が走る。

　狩猟豹チーターの突進を喰くらったことで骨にヒビが入ったか、もしくは折れたのだろう。

　だが、どれほどの痛みであろうと、今の俺の足を止めることは出来ない。

　失われたはずの大切な存在のために、俺の想おもいを伝えるために。

「世界の、敵……必ず、あなたを……ベアトリクス様の、ために……!!」

　灼しやく熱ねつの焱ほのおを、爆ばく焱えんの珠たまを音羽が放つ。

「せぁああああっっ!!」

　咆ほう吼こうを上げトラが突き進む。

　灼しやく焱えんを裂さき、爆焱を止め、それでも音羽へ向かって真まっ直すぐと。

　俺に道を作るために。

　けれど──

　それも最後までは続かなかった。

「ふ、ん……。ここまでだが……感謝するんだな……」

　菱ひし櫓やぐらを目前に、先を行く背中がぐらりと斜めになる。

　崩れ落ちながらも、拳こぶしを天に向かって突き上げるトラ──

「ああ……。ありがとな、トラ!!」

「行け、透流────っ!!」

　背を友の声に押され、俺は地を蹴けった。

「《天熾エデン》!!」

　宙空へ飛び出した俺を、灼しやく焱えんが薙なぐ。

　腕を交差したまま、焱ほのおを突き抜け──

「《獄焱ゲヘナ》!!」

「穿うち砕くだけ──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　爆ばく焱えんを拳こぶしで貫き──

　俺は菱ひし櫓やぐらの上へと着地した。

　それ即すなわち、音おと羽はへ手の届く距離であるということだ。

「迎えに来たぞ、音羽……」

「九ここの重え、透とお流る……」

　正面からの突破で俺の肌はところどころが灼やけ爛ただれ、しゅうしゅうと音を立てて煙を立ち上らせる姿は、悪鬼もかくやあらんといったところだろう。

　怯おびえた表情を浮かべ、一歩下がる音羽。

　俺も合わせ、一歩近寄る。

　この距離では、灼焱も爆焱もその威い力りよく故ゆえに自らを巻き込んでしまう以上は使えないと、音羽も前回の一件で学習している──はずだった。

「あぁあああああ────っ!!」

　桜色の髪を揺らし、音羽が小さな手を突き出す。

　自身を巻き込むことを承知で、俺を殺すために《力》を放つことを音羽は選ぶ。

　しかしそれも、無意味な抵抗だった。

《獄焱》が放たれるよりも速く、俺は一歩を踏みだし──

　音羽を抱きしめた。

　背後で焱が炸さく裂れつし、熱が背中を灼き焦がす。

　灼しやく熱ねつから護まもるように音羽をしっかりと抱きしめたまま、俺は耳元で囁ささやく。

「こうしてお前を抱きしめるのは、あの日以来だな、音羽……」

「う、う……離、して……」

　胸の内で、音羽が暴れる。

「今、どんな理由があってお前が生きていて、どうして俺を世界の敵だなんて言うのかはわからない……。それでも俺は──」

「助け、て……ベアト、リクス、様……」

　かつて失った温ぬくもりを、いま再び感じながら、心からの想おもいを告げる。

「お前を抱きしめることが出来て嬉うれしいよ、音羽」

　けれど──

　音おと羽はに俺の声は届かない。

　桜色の髪を乱し、暴れ、抵抗し──助けてと声をあげる。

　俺ではなく、俺の知らない誰かの名前を呼び続けながら。

　焱ほのおよりも深く激しい痛みを憶おぼえながら、俺は言葉を続けた。

「音羽。お前に俺の言葉は届かない……。だから──」

　少しだけ強く音羽の小さな体を抱きしめ、告げる。

「想おもいを、伝える。俺がいつも、どんな想いでお前を見ていたのかを」

　過ぎし日のことを──

　音羽と過ごした懐かしい日々を思い浮かべながら、俺は《力ある言葉》を紡いだ。

「《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》」





　　　　　　◇






　白き雷が少年を、抱きしめられた少女を包んだ刹せつ那なの刻とき──

　オトハは長き夢の旅に出る。

　幾いく多たもの記憶群メモリーズを渡り行く旅に。

　けれどその記憶は少女のものではなく、流れ込んでくる他者のもの──

　少年──九ここの重え透とお流るの思い出だ。




　オトハが、九重透流の記憶を渡り行く旅路につくことになった発端は、彼が行使した魔術──《十三秒ノ雷命》にある。

　身体能力の強化に目を奪われがちのこの魔術だが、効果の一つにこのようなものがある。

《魂》と結び付いた雷は、触れたものに影響を与える──

　影響とは、術者の意志を反映したものだ。

　手にして振るった武器に雷の力を伝えて威い力りよくを高めるという強化が可能な反面、術者が危害を加える意志を持たぬ場合は触れたものへ雷による損そん傷しようを与えることがないといったように。

　透流はそこに可能性を見み出いだし、賭かけた。

　雷に意志を──音羽との思い出を乗せて、己の想いを言葉ではなく、触れることで直に伝えられるのではないか、と。




　流れ込んでくる記憶群──

　その内の一つに触れ、オトハは気付く。

（これは……私、知ってる……）

　いつか夢の中で見た、夕刻の商店街──

　買い物帰りと思われるあの風景だ。

　一つ違うのは、彼女の記憶よりも視線の位置が高い。

　その視線が、突然背後へと向けられる。

　視界に映ったのは、十歳くらいの女の子が道端に転んでいる姿だ。

（え……？　これって……）

　目に映る光景にオトハが驚いていると、夢の中の自分は驚き、慌あわて、心配しながら女の子へと手を差し出した。

　その手を握り、顔を上げた女の子を見て、オトハは驚く。

（私……？）

　そう、オトハの手を握り返した女の子は、現在よりも少々幼くはあるも、紛まごうかたなく彼女自身であった。

　夢の中のオトハは、幼い自分──小さなオトハを背に乗せて歩き出す。

　温かい温ぬくもりが伝わってくる中で、小さなオトハが何かを告げてくる。

　思い出の世界に音は無く、言葉は聞こえなかったのだが──

　夢の中の自分から夢を見ているオトハに、照れくささとともに強い想おもいが伝わって来た。

　これからも、ずっと小さなオトハを護まもっていこう、と。




　次なる旅先で、オトハは一人の少年と向き合っていた。

　夢の中の自分の視線の高さや向きなどは違えど、これも以前に見た夢と同じだ。

　けれど何よりも違うのは、向かい合う少年の顔がはっきりとわかるということ。

　以前は出てくる人の顔すべてが、鉛えん筆ぴつで塗ぬり潰つぶしたような夢であったのに。

（この男の子……どこかで……？）

　見た憶おぼえがあるとオトハは思う。

　それもつい最近に。

　けれどその記憶の糸を手繰ろうとし始めた矢先、夢の中のオトハが動き出し、相対する少年もまた動く。

　拳こぶしを振るい蹴けりを受け止め、オトハと少年は闘たたかう。

　互いに傷つき、傷付けあいながらも楽しかった。

　気持ちが高こう揚ようしていた。

　やがて心躍る時間が終わりを告げ──

（また、私だ……）

　夢の中のオトハは、またしても自分自身──小さなオトハを前にしていた。

　目の前で眉まゆをひそめ、口先を少々尖とがらせて何事かを喋しやべる小さなオトハが、夢の中の自分に応急処置を施ほどこす。

　隣に腰を下ろす、さっきまで闘たたかっていた少年にも同じように。

　小言を言われているのか渋い顔をする少年──勝負が終わった後だからかメガネを掛けている──の姿に、夢の中の自分が笑う。

　無論、メガネの少年が黙っているはずもなく突っかかってきて──

　睨にらみ合う自分たちに対し、小さなオトハが頬ほおを膨ふくらませて怒る。

　結局夢の中の自分とメガネの少年は、小さなオトハの前で正座をさせられて、長時間小言を言われ──やがて足が痺しびれ、床の上に転がった。




　数え切れないほどに瞬またたく星の下でオトハは、小さなオトハと二人の少年とともに空を見上げていた。

　流れる星を指し、賑にぎやかに、笑顔を浮かべて言葉を交わす四人──

　無音であろうとも、雰ふん囲い気きから楽しさが伝わってくる。

　流れ星が煌きらめき、夢の中のオトハが何事かを願うと、小さなオトハに笑われてしまう。

　仕方ないなぁ──そんな感じの笑顔だった。

　とても幸せそうな笑顔だった。




　記憶の数々を渡り歩く中──

　オトハは気付いていた。

　いま見ている夢が、己の記憶のものではない、と。

　常に自分を優しく見守る誰かに、オトハは重なっていた。

　その誰かは小さなオトハを大切に想おもい、手を差し伸べ、ときには無む茶ちやをして彼女を怒らせたりもしたが、とても仲が良かった。

　重なる誰かが小さなオトハを想うたび、温かな感情がオトハに流れ込んでくる。

　それはとても心地良く、幸せな気持ちにオトハは包まれる。

　この優しさの中に、いつまでも在あり続けたいと想いながら。




　けれど記憶を巡めぐる旅は終わりを告げる。

　最後の夢──

　紅ぐ蓮れんの業ごう火かに包まれた記憶で。

　まるで地獄のような世界の中で、オトハが重なる誰かは信じ難い光景を目にしていた。

　炎の海の中、赤く染そまった刀を手にした闇やみ色の瞳ひとみを持つ少年の姿を。

　少年の前で、呆ぼう然ぜんと膝ひざを突く小さなオトハの姿を。

　音無き世界で重なる誰かが叫び、闇色の瞳の少年はゆっくりと振り返り──微笑ほほえんだ。

　少年の口元が動き、刀の切っ先が天に向けられ、白はく刃じんが振り下ろされる。

　その瞬間、刃やいばの軌き跡せきに小さなオトハが飛び込んできた。




　どうして──

　重なる誰かが思う。

　どうして、どうして、どうして──

　重なる誰かは、幾いく度どとなく自分自身に問い掛ける。

　腕の中で零こぼれ落ちていく命を前にして、軋きしみ、壊れそうな心の中で。

　伝わってくる想おもいの中で、オトハもまた過去の自分の運命を悟さとっていた。

（私……死んじゃうんだ……）

　同時に、気付く。

　かつて、己の記憶の中で抱いた疑問の答えに。

『どうして、泣いているの……？』

　記憶の旅路で、重なる誰かの優しい想いに幾度となく包まれたからこそ、わかる。

（哀かなしいんだね……）

　大切に想っていた。

　ずっと護まもっていこうと誓ちかった。

　その誓いが、もうすぐ終わりを告げるのだと理解して。

　結末を否定したい。

　しかしどれ程ほど願おうと、望もうとも結末が変わることはない。

　だから──哀しい。

　けれど、オトハは知っている。

　このとき、自分が何を想っていたのかを。

（ごめんね……。私は……）

　オトハは重なる誰かに謝罪しながら、今再び同じことを想う。

（嬉うれしかったの……）

　護ることが出来て、嬉しかった。

　いつも護ってくれた人を助けることが出来て、嬉しかった。




　最後の旅で、オトハは手に入れる。

　何よりも大事な鍵こたえを。

　オトハ──九ここの重え音おと羽はは大切な人を、少年を護りたかった。

　大好きな兄──九重透とお流るを護りたかったのだ、と。




　こうして刹せつ那なの刻ときの、長きに渡る旅は終わりを告げる。

　欠け落ちた少女の記憶は、少女を優しく見守り続けた少年の記憶で補完され──

　二人の想おもい出は重なり、一つとなった。

「お兄、ちゃん……」






■第五章『世界の敵になる』









『願い事はひとつだけにしないと叶かなわないよ、お兄ちゃん』

　三年前の冬、俺に告げられた言葉だ。

　そして現在、俺が望んだ願いは──叶う。

「お兄、ちゃん……」

　二度と、聞くことは出来ないと思っていた。

　どれほど願おうと、どれだけ望もうとも、もう二度と──

　すべてが狂ってしまった、あの夏の日を境に。

「おと、は……？」

　夢ではないか──

　夢であれば、醒さめないでくれ──

　強く願いながら、俺は腕の中の少女の名を口にする。

　あの日、護まもれなかった大切な妹の名を。

「お兄ちゃん……？」

「──っ!!」

　再び、同じ呼び掛けが返ってきて、大きく息を呑のむ。

　ゆっくりと力を緩め、腕の中の少女を解放し、その小さな肩に手を置く。

　少女の髪は、いつの間にか桜色ではなくなっていた。

　理由はわからないが、変化した髪色は俺と同じ茶色がかったものだった。

　髪の長さを除のぞけば、すべてがあの夏の日と変わらない。

「俺がわかるか……？」

　震ふるえる声で問うと、きょとんと目を丸くして彼女は首を縦に振った。

「う、うん。いきなりどうしたの、お兄ちゃん。……あれ？　お兄ちゃん、何だか少し大人っぽくなって──」

　その言葉を、最後まで聞いていられるような余裕は無かった。

「音おと羽はぁっ!!」

「きゃぁっ!?　お、お兄ちゃん……!?」

　感かん極きわまるとはこのことだろう。

　思わず、そして再び小さな体を抱きしめる。

　もう二度と触れることが出来ないと思っていた、誰よりも大切な妹を。

「だ、だからどうしたの、お兄ちゃん!?　苦しいよ、お兄ちゃんってば……！」

「ごめん、音羽……。少しだけでいい。このまま、少しだけ……」

「……もう、お兄ちゃんってば。何だか子供みたい……」

　突然抱きしめてきて肩を震わせる兄に対し、音羽がくすりと笑う。

　目頭が熱い。

　ぽたぽたと、雫しずくが零こぼれ落ちていく。

　あの夏の日以来──初めて。

　音羽は何も訊きかず、そっと俺の頭に触れて撫なでる。

　冬空の下、空気は刺さすように痛く──

　けれど音羽の手は、とても温かかった。

「……悪い、もう大丈夫だ」

　どれほどの時間、そうしていただろうか。

　俺は目元を擦こすりながら、音羽を解放する。

「もう大丈夫？　それと、さっき聞きそびれたけど、何だか大人っぽくなったような──あと、ここはどこ？　それに夏なのにすごく寒いし、雪も──っく、うう……」

「音羽っ!?」

　困こん惑わくする音羽が、突然頭に手を当てて苦く悶もんの表情を見せる。

「う……私、あのとき……お兄ちゃんを、護まもらなくちゃって……それで……あ……そう、だ……死んじゃって──あ、れ……？　でも……ベアトリクス様、に……会ったの……そのあと──」

「音おと羽は！　大丈夫か、音羽!?」

　表情を歪ゆがめたまま、苦しそうに呻うめく音羽の表情が、突とつ如じよ変わる。

「わ、たし……お兄ちゃんを……殺そうと、して……ベアトリクス様、どうして……お兄ちゃんが、世界の敵だなんて……」

　ハッと顔を上げた音羽の表情が、強こわ張ばっていた。

　胸に当てた手が、小刻みに震ふるえていた。

　星明かりだけではよくわからないが、おそらく顔色は蒼あお白じろくなっているだろう。

　音羽の記憶がどこまであるのかはわからない──

　だから俺はもう一度、そして今度はそっと抱き寄せ、いま何よりも伝えたい言葉を、想おもいを告げる。

「どんな理由があってお前が生きているのか、俺にはわからない。……けど、俺はお前が帰ってきてくれて、こうしてまた抱だき締しめることが出来て……すごく嬉うれしいよ」

「……………………」

　抱き締めたまま、いまだ体を震わせている音羽の頭を撫なでる。

　安心していいと、気にしなくていいのだと言わんばかりに。

「……もう、昔は別に抱き締めたりなんてしなかったでしょ」

「ははっ、そうだったな」

　少し擦かすれた声で告げ、音羽が笑う。

　俺もまた、笑う。

「お帰り、音羽」

「ただいま、お兄ちゃん」

　音羽が俺にしっかりと抱きついてきて、俺も抱き締め返す。

　これは夢ではないのだと、互いに温ぬくもりを確かめるようにして。

　やがて俺たちは体を離し、どちらからともなく笑みを浮かべ──

「そろそろ僕も音羽に挨あい拶さつをさせて貰もらえると嬉しいんだがな」

　そこへ、俺のために道を切り開いてくれたトラが苦笑気味に声を掛けてくる。

　トラの傍そばには、いつの間にか途中の伏兵を任せたユリエ、そこへ助勢に入ったリーリスも含め、誰一人欠けることなく揃そろっていた。

　俺は音羽を抱え、広場の隅へと飛び降りた。

「ユリエ、大丈夫だったか？」

「ヤー。問題有りません」

「あら、あたしには聞いてくれないわけ？」

「ユリエとリーリスの組み合わせだって聞いたら、心配なんて要いらないだろ」

　実際には心配だったが、それ以上に信頼をしているからこその軽口だ。

　無論、それは黄金の少女にも伝わっていて、嬉うれしそうに笑みを見せる。

「ふふっ、まあその一言で勘弁してあげるわ。……旅館の方はサラに任せて来たわ。《獣ゾア》だってわかった時点で機関に出動要請を送らせたから、向こうは心配しなくて大丈夫よ」

「よくやった、透とお流る。それと──」

　リーリスの状況説明に安心感を覚えているところに、トラが俺に向かって《楯たて》を放ってくる。

「久しぶりだな、音おと羽は。元気そうで何よりだ」

「うん。トラちゃんも元気そうだね」

「……もうすぐ高校二年なんだ。いい加減にトラちゃんはやめてくれないか……」

「でもトラちゃんはトラちゃんだもん──って、高校生？」

　きょとんと目を丸くし、トラと俺の顔を一往復半する音羽。

「お前が眠っている間に二年半が過ぎたんだ、音羽」

「二年半……」

　死という単語を避さけて説明すると、音羽はぽかんと口を開ける。

　あの日からの記憶が欠落しているのか、二年半という数字は大きな衝撃だったようだ。

「そっか……。お兄ちゃんたちがすごく大人っぽく見えるのは、そんなに経たったからなんだね……」

　胸元に手を置き、俯うつむき加減で呟つぶやくように言う音羽。

　その声色は、どこか寂さびしそうで──

「うう……。私の胸、小さいままだ……」

　続く発言に、俺とトラは二人揃そろってコケそうになった。

「トール、トラ。私たちもご挨あい拶さつを」

　そこへユリエが話し掛けてきて、俺は改めて音羽をみんなに紹介する。

「妹の音羽だ。どうしてここにいるのか、詳しい事情は俺もさっぱりなんだけど──」

　言葉の途中で、俺の体に異変が起きた。

　突然強い疲労感に襲おそわれ、体がいきなり重くなって膝ひざが折れる。

「トール……!!」「お兄ちゃんっ……!?」

　倒れることはなかったものの、膝に手を突く俺の様に何事かとみんなが注視する。

「大丈夫、《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》の反動だ……。使ってから少しすると、一気に疲労が来るだけだから休めば──」

　苦笑を浮かべつつ説明をしようとし、またしても俺は最後まで言い切ることが出来なかった。

　たとえ俺以外が喋しやべっていようとも、きっと同じことになっただろう。

　突とつ如じよ、凄すさまじいまでの圧が、この場を支配したために。

　ゴゥオオッ!!　轟ごう音おんを立て、広場の中央に渦うず風かぜが起きる。

　吹ふき荒すさぶ風は雪や氷を巻き込み、中央から天へ向かって気流が上昇し、すべてを呑のみ込むような竜巻が発生する。

「お兄、ちゃん……？」

　自然では有り得ない現象に、音おと羽はが怯おびえたように呟つぶやきながら俺の服をしっかりと掴つかむ。

「俺から離れるな、音羽」

　音羽を庇かばうように立ち、俺は──俺たちは皆、氷雪の竜巻を注視する。

　巻き込んだ雪と氷が星明かりで煌きらめき、風が吹き荒れて轟音を響かせ──

　ッキィィィンンッ。

　突如、硝子ガラス細工が割れるかのような甲かん高だかい音とともに、砕けて霧む散さんした。

　それは幻想的な光景だった。

　こんな状況でもなければ、魅入ってしまうほどに美しい。

　けれども、俺たちの意識は一点に集中していた。

　渦の中心だった位置に佇たたずむ、一人の女性へと。

　氷雪の中より現れたその女性は儚はかなさと繊せん麗れいさを併せ持った容よう貌ぼうで、闘たたかいの痕こん跡せきがまだ色濃く残るこの空間に、まるで似つかわしくないドレスに身を包んでいた。

　だがそれ以上に目を惹ひくのは、自然ではあり得ない翡ひ翠すい色の髪と、絹のような水すい瑤ようを周囲に纏まとい、まるで彼女と戯たわむれるかのように虚こ空くうで水が揺れるという幻想的な様だ。

　彼女が人ではなく水の精霊だと言われれば、容た易やすく信じてしまいそうなほどに。

「くはっ、弱ぇやつほど派手な登場をしたがるってもんだが──テメーら、油断すんじゃねーぞ……!!」

　息苦しくなるほどに重い圧力を前に、月つき見みが警告を飛ばす。

　言われるまでもなかった。

　翡翠の女性の一挙一動を見逃してはならないと、全員が最大限に警戒の意識を向ける。

　だが──

　俺たちへ向けられた儚げな美び貌ぼうに、柔やわらかな笑みが浮かんだその瞬間、ふっと重圧が消えると彼女が発していた気配が一変する。

　静かで、心地良く、安らぎすら感じる、清流のような気配へと。

　唐とう突とつな変化に戸と惑まどいつつ、俺たちは彼女の動向を見守っていると──

「ごきげんよう、《超えし者イクシード》の皆様」

　優しく、温かみと気品に溢あふれる声とともに、翡翠の女性は優雅に一礼した。

「私は──」

「ベアトリクス＝エミール＝イェウッド」

　彼女自身が告げるよりも早く、素す性じようを知っていたらしいリーリスが名を口にした。

「私のことをご存ぞん知じとは光栄です」

「イェウッド王国第一王女──生まれながらにして翡ひ翠すいの髪色を持ち、その美び貌ぼうは見た者を魂から虜とりこにする……。まさか東の果てで、欧州ヨーロツパの超が付くほどの有名人に会えるなんて思ってもみなかったわ」

「あ……。わ、わたし、ニュースで見たことがある……」

　みやびが呟つぶやき、橘たちばなが「私もだ」と頷うなずく。

（そんなに有名な人なのか……。だけど──）

　どうして彼女は《超えし者イクシード》のことを知っている。

　表向きには秘ひ匿とくされている存在だというのに。

　何より、どうやって──そしてどういった目的でこの場に現れたのか。

　その疑問を問い掛けたのは、音おと羽はだった。

「ベアトリクス様……。どうしてここに……」

　俺の服を掴つかんでいた小さな手に、より力を入れて音羽は訊きく。

　美び姫きは口元に静かな笑みを浮かべて答えた。

「此こ度たびの舞台──その終幕を見届けるためですよ、オトハ」

「──っ！　そ、れは……」

　息を呑のみ、音羽は俯うつむいて翡翠の美姫から視線を外し──

　僅わずかに間を置き、音羽は再びベアトリクスを見つめて首を振った。

「ごめんなさい、ベアトリクス様……。私には出来ません。お兄ちゃんを──殺す、なんて……」

　その発言で、事情を知らないリーリス、みやび、橘が息を呑み、月つき見みだけが僅かに驚くような表情を見せた。

「記憶が戻った以上はそのようになるでしょうね」

「──っ!!　知って……」

「ええ……。最初から、すべて」

「どうして……。どうしてお兄ちゃんだって知ってたのに、黙っていたんですか……？　世界の敵だなんて──私にお兄ちゃんを殺して欲しいだなんて、言ったんですか……。私の《焱ほのお》を強くしてくれたのも、あの《獣ひと》たちに協力させたのも……全部知ってて……どうして……」

　泣きそうな声で、辛つらそうな表情で、音羽はベアトリクスへと答えを問う。

「九ここの重え音羽──いいえ、《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》オトハ。我が主あるじの意図で、貴女あなたが私の下で目覚めてから半年程ほど、ですね……」

　返ってきた言葉は、音羽の求めるものではなかった。

　だがその内容は音おと羽はにとって驚きのものだったらしく、唖あ然ぜんとした様子を浮かべる。

「え……？　だ、だって私はベアトリクス様のお城の傍そばで──」

「貴女あなたと九ここの重え透とお流るの関係性を知った上で、殺あやめて欲しいと願った私の言葉──それを今、この状況でも信じられる、と？」

「そ、それは……」

「ねえ、音羽。私は貴女がとても愛いとおしかったのです。記憶の多くを失い、私の言葉を信じるしかない状況であったとはいえ、裏無き心で私と接してくれる貴女と言葉を交わす刻ときは、何よりも心が安らぐ時間だったのですよ……」

　寂さびしく、哀かなしそうだ──俺は翡ひ翠すいの美び姫きが音羽との関係を振り返って語る話を聞きつつ、そう思った。

「けれどその反面──私は、貴女が憎かった」

「そ、んな……ベアトリクス様が……私のこと……」

　あまりの衝撃に、音羽は自らの足で立つ力さえ失って膝ひざを突き、座すわり込んでしまう。

　俺を殺めろと命じることとなった理由を耳にして。

　信じていた者に裏切られていた、残酷な理由を聞かされて。

　ぽろぽろと、音羽の瞳ひとみから涙が零こぼれ落ちる。

　ベアトリクスは音羽を、俺を睨にらみつつ、声を震ふるわせ言った。

「私は、憎い──貴女が、貴女たち兄妹きようだいが……!!」

　憎悪とともに、彼女の気の質が変わる──

　清流たる洌水サイレントのような気配が、激流たる冽水カレントへと。

「今、この刻ときだけ──私は《七曜レイン》が一人、《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》の《曜業セフアーネーム》を捨てましょう。我が名は《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》──大罪に狂う者!!」

「──《七曜》!?」

　ベアトリクスの名乗りにリーリスが驚きよう愕がくを見せるも、それ以上に大きな月つき見みの叫びが場に響く。

「来やがんぞ、気合い入れろガキどもぉ!!」

　叫びつつ、月見が《牙剣テブテジユ》を構かまえたその直後──

　俺たちに向け、《冽戯の對姫》が手をかざす。

「《雫穿トリクル》」

　何事か呟つぶやいたその刹せつ那な、これまで彼女と戯たわむれていた虚こ空くうの水が、多数の槍やりと化し──閃せん光こうの如ごとく俺たちへ襲おそい掛かる。

　寸前に月見の警告が飛んでいたこともあり、俺は音おと羽はを護まもりつつ水すい槍そう閃せんを《楯たて》で受け止め、他の面々も各々が《焔牙ブレイズ》で受ける、もしくは回避をする。

　──ただ一人を除いて。

「え……？　とおる……く……とも、え、ちゃん……これ……わた、し……」

　みやびは自身の腹部に突き刺ささる水すい槍そう閃せんを目にし、信じられないといった表情で俺と橘たちばなを交互に見て──

　こぽりと赤いものを吐き出し、力無く崩れ落ちる。

「いやぁああああああっっ!!」

「「みやび────っ!!」」

　音おと羽はが絶ぜつ叫きようをあげ、俺と橘の叫びが重なるのと、雪の上にみやびが倒れ込んだのはほぼ同時だった。

　直後、《對姫デイーヴア》が第二陣の水槍閃を放つ。

「透とお流る!!」

　俺へ飛来した水の槍はトラが叩たたき斬きるも、みやびへ駆け寄ろうとしていた橘はそうも行かなかった。

　鈍にぶい音とともに、横から太ももと肩へと水槍閃が突き刺さり、地に倒れて転がった。

　このとき、第一陣の水の槍やりを防ぐと同時に動いていたリーリスと月つき見みが、それぞれベアトリクスへと攻撃を仕掛けていた。

　己を《冽戯の對姫》と称する翡ひ翠すいの美び姫きはそれらに対して微動だにせず──

　ザザァッ!!　二人の攻撃がベアトリクスの体を捉とらえたと思った瞬間、彼女を囲う水すい瑤ように接触し、宙空で銃弾が止まり、剣刃が弾はじき返される。













「そんなっ!?」「んだとぉっ!?」

　二人の表情が驚きよう愕がくに変わる中、第三陣の水すい槍そう閃せんを放つベアトリクス。

　その内一本が、雪を赤く染そめていくみやびに襲おそい掛かり──

「させるかぁっ!!」

　片膝ひざを突いたまま、橘たちばなが《鉄鎖チエイン》の薙なぎ鎌がまで水の槍やりを断った。

「橘っ……!!」

「こちらは心配無用！　みやびは私が護まもる!!」

　肩と太ももに穴を空けられて尚なお、橘は強い気迫を以もつて叫ぶ。

　みやびを護るどころか、《焔牙ブレイズ》を振るうだけでも激痛が走るほどの負傷だろう。

「わかった、みやびは任せたぞ!!」

　それでも彼女の気概を汲くみ、信じる。

「感謝する……！」

　俺の判断に橘が頷うなずきながら言うと同時──

「はぁっ……!!」

　今度は天空から、銀色の少女が逆手に持った《双剣ダブル》で攻撃を仕掛け──リーリスたちと同様、牙きばが《對姫デイーヴア》に届くよりも前に水すい沫まつの壁に阻まれてしまう。

　弾はじかれるように後方へ身を翻ひるがえすユリエだったが──

「疾はやての如ごとく──《天翔颯ヴインドイエールズ》!!」

　着地前に力場を作り出し、宙空で軌道を変えて再び突進からの斬ざん撃げきを繰り出す。

　パァンッ!!　常識ではありえない動きから振るわれた刃やいばは、またしても障壁とでも言うべき水すい瑤ようによって阻まれてしまう。

　ベアトリクスは眉まゆ一つ動かさぬまま、ユリエに視線を移し──

「《流刎ストリーム》」

　次いで、腕を上から下、斜めに振り下ろす優雅さすら感じる動作を行った。

　刹せつ那なの後、ベアトリクスの手が描いた軌き跡せきの先──五、六メートルほどの空間が、鋭利な刃と化した水によって斬きり裂さかれる。

　水の刃がユリエの居た空間を薙ぐも、彼女は瞬刻早く力場を蹴けって逃のがれていた。

　けれど着地した瞬間、ユリエの足から赤い飛沫しぶきが飛び散り、苦痛で少女の顔が歪ゆがむ。

「──っ!!」

　鮮血を見て、音おと羽はがびくりと体を震ふるわせる。

　その手は、足は、体は小刻みに震えていた。

　血風漂ただよう闘たたかいへの恐怖と慕したっていた者に裏切られた衝撃とで、音羽はただただ混乱の中で震える以外に何も出来ずにいた。

（俺は音おと羽はを、今度こそ……だけど……!!）

　銀色の少女へ向けて次々に水の槍やりが襲おそい掛かり、ユリエは雪や土、泥にまみれながら転がって躱かわす。

「ユリエ!!」

　今すぐにでも駆け出し、ユリエを護まもりたい──

　けれど今この瞬間も、ベアトリクスはユリエだけじゃなく、俺たち他の面々に対しても同時に攻撃を仕掛けてきていた。

《楯たて》で襲い来る水の槍を受け止め、歯は噛がみする。

　自失している音羽を置いてユリエの下に駆けるわけにはいかず、かといってベアトリクスは音羽を抱えたまま闘たたかえるような相手じゃない。

　次の水すい槍そう閃せんを止めつつ、音羽に視線を送る。

　もう二度と、俺は音羽を失いたくない。

　だが、仲間も誰一人とて失いたくない。

（俺はどうしたら──）

　またしても、選択が突き付けられる。

　道は一つしかない──

　だが、それは一人のときの話だ。

「行け、透とお流る!!　音羽には僕が傷一つ負わせん!!」

　トラが俺たちとベアトリクスの間に立ち、叫ぶ。

「頼む!!」

　音羽を任せ、迷い無くユリエへと駆け出す中──

　ベアトリクスが放った水槍閃が、ユリエを掠かすめた。

　数本の銀の髪とともにリボンが千切れ、鈴は吹き飛びどこかへ失われる。

「パ、パ……？　パパぁっ……！」

　悲痛な叫びを発すると同時、ユリエの視線がベアトリクスから外れてしまう。

　千切れて夜空にはらりと舞うリボンに手を伸ばす。

　それは、致命的な隙すきを生み──

　飛来する水の槍にユリエが気付いたときには、もはや回避不可能で──

「させ、るかぁああああっっ!!」

　間一髪、ユリエを庇かばい、水槍閃を《楯》で受け止める。

「す、すみません、トール」

「謝ることなんてないさ。俺たちは《絆双刃デユオ》──互いの背中を護るのは当然だ」

　言いながら、ユリエの負傷を確認する。

　足の傷はかなり深く、速さが最大の武器であるユリエにとって、《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》という圧倒的な強敵を相手取るにはこれ以上ない大きな痛手だ。

「ユリエは遊撃を！　決して無理はしないでくれ!!」

　指示を出しつつ、俺はベアトリクスへと突撃していく。

「ヤー……！」

　苦く渋じゆうの色が交じる声が背中越しに聞こえてくる。

　自身の負った負傷がどれほどのものなのか、ユリエ自身が一番わかっているのだろう。

「《雫穿トリクル》──《流刎ストリーム》」

　体を貫かんとする水すい槍そう閃せんを《楯たて》で受けつつ距離を詰め──

　首を刎はねんとする水流の斬ざん撃げきを前に上体を屈かがめて避けつつ間合いに入る。

　狙ねらいは──水すい瑤よう。

　ここまでベアトリクスは回避行動を取る様子が一切無いことから、水の障壁に絶対の自信を持っているのだろう。

　となれば水瑤を破壊すれば一気に決着がつくはずだ。

　みやびの負傷を考えると、こちらとしては一分一秒でも早く決着をつけなければならないのだから。

「穿うち砕くだけ──《雷神の一撃ミヨルニール》!!」

　弓射の如ごとく拳こぶしを引き絞り、溜ためた力を一気に解き放つ。

《纏雷アドベント》を発動させる霊マ輝ナが尽きている今、俺が放てる最強の一撃。

　だが──雷神の一撃は水瑤を破壊することが敵かなわなかった。

　拳は宙空で止まり、翡ひ翠すい色の髪を揺らすことすら出来なかった。

「そんな……完かん璧ぺきなタイミングだったのに……」

「《流刎》」「トール!!」

　再度の斬撃を無傷で回避できたのは、ユリエのおかげだった。

　水の刃やいばが俺を捉とらえるよりも早く、《天翔颯ヴインドイエールズ》で飛び込んで来たユリエに抱えられたまま雪上を転がる。

　ベアトリクスは俺たちだけじゃなく、全員へ同時に水槍閃を放ち──

「水の槍やりに刃、そして結界、ね……。出自や肩書き以上にずいぶんと面白いものを持ち合わせてるじゃない!!」

　リーリスが飛来する《雫穿》を躱かわすと同時に引き金を引き、《承射撃・榴フエイスピアースⅠ》を撃ち込む。

　着弾、そして爆発。

　けれど──無傷。

（なんて障壁だ……。もしかしたら俺の《絶刃圏イージスデイザイアー》よりも……）

《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》──ベアトリクスの持つ《力》は、いったいどういったものなんだろうか。

　強大であり、超常的な《力》──

　それは、どことなく魔法に似ている気がした。

　火と水という違いはあれど、音おと羽はの《力》もまた。

（だけど、詠唱が無いってのは……）

　魔法を使う場合、発動するために必要な《力ある言葉》とはまた別に、扱う魔法の強大さに比例して詠唱が必要となる──ユーゴから聞いた魔法の基本だ。

　だが、音羽もベアトリクスも《力》を扱う際に詠唱を必要とせず、《力ある言葉》しか告げていない。

　今は闘たたかいの真まっ直ただ中なか、ベアトリクスが語らなければ辿たどり着けないであろう解答──

　そのはずが、まるで予想していなかった方向から、答えへと導かれる。

「くぁーっはっはっは！」

　水の障壁へと真っ向から《狂蛇環ウロボロス》を叩たたきつけ、月つき見みが高笑いをあげた。

「テメー、《異理の者ミユーテーシヨン》だな!?」

「……何な故ぜ、その名を？」

　戦いが始まって以来、初めてベアトリクスが反応を見せ、ビンゴだなと月見が大きく口くち端はを上げる。

「数年前にテメーと似た《力》を持ったヤツとヤりあったのさ！　まあそいつは水じゃなくて風を操ってたけどよぉ!!」

「そうでしたか。彼が《超えし者イクシード》に敗れたと聞いてはいましたが……」

「けっ、同じ《異理の者》ってどころか知り合いかよ!!　まあ、んなこたぁどーでもいいさ!!　今、この場でアタシとテメーが敵同士、それだけで十分だぜ!!」

　月見は環状の刃やいばを叩きつけながら語る。

「旅先レクチャーその二だ、ガキども！　こいつは《異理の者》──見た目は人間だが、中身は超常的な《力》を生まれながらに持つ化け物だ！」

　届かぬことなど関係無しと、月見は《狂蛇環》を不可視の水壁へと叩き込み続ける。

　だが、それらはすべて王手に繋つなげる一手だった。

「あのヤローよかさらにクソ硬ぇ障壁だな、おい！　……けど、その防御力を上回ればぶち壊せるってのは学習済みなんだよ!!」

《異理の者》について語ったことも、環状の刃を打ち付け続けたことも、自身へ少しでも意識を向けさせるためのものであり──

「旅先でのレクチャーに感謝を。……ついでに、注意を引きつけてくれたことにもね!!」

　月見が《狂蛇環》で乱撃して注意を引く中、リーリスは最強の一撃を放つタイミングを狙ねらっていた。

　ここまでベアトリクスは回避行動を一切取っていないが、それでも万が一を考え、絶対に躱かわされないタイミングを。

「ったく、この貸しは高くつくぞ、アタシをサポートに使いやがったんだからなぁ!!」

　月つき見みが大きく横に飛とび退のいた瞬間、銃口を《對姫デイーヴア》に定めた黄金の少女の姿が現れる。

「狙め撃てロツクオン──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》!!」

　眩まばゆい光を纏まとった弾丸を撃ち放つ。

　闇やみを切り裂さく輝こう弾だんが不可視の水壁へと直撃し──光が大きく弾はじけた。

　やがて光は耀きを失い、再び周囲に暗さが戻る中で──

　俺たちは戦せん慄りつした。

　寸刻前と何一つ変わらず、無傷で佇たたずむ《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》──ベアトリクスの姿を目にして。

「くはっ。お嬢様でも無理たぁ、硬すぎだっつーの……」

　さすがの月見も、声に余裕が消えている。

　リーリスですら、言葉を発することが出来ないほどに呆ぼう然ぜんとしていた。

「万策尽きた──といった表情ですね」

　静かに俺たちを見回し、確認をするかのように言うベアトリクス。

（どう、する……？　どうしたら……）

　リーリスの《撃射承・彗》を超える武器は二つ──

　けれどその内の一つである《煌霆の雷撃エルデインガソール》は霊マ輝ナが尽きている以上、ベースとなる《纏雷アドベント》を発動させることが出来ない。

　もう一つはユリエの《閃狼刃ヴアナルガンド》だが、今の彼女の体で放てるだろうか。

　放てたとしても、必ず水すい瑤ようを破れるという保証は無い。

（それでも、賭かけるしかないのか……!?）

《絆双刃デユオ》であるというのに、すべての運命を銀色の少女に託す以外の道が見えず、その結論しか出せない自分自身の無力さが歯は痒がゆい。

　だが──

　俺が決断するよりも早く、美しき翡ひ翠すい色の髪を持つ死神が、舞台の閉幕を宣言する。

「これで貴方あなたたちの希望はすべて失われました。そろそろ終わりにしましょう」

　ベアトリクスはゆっくりと腕を掲げ、掌てのひらを星々へと向けた。

「──っ!!　みんな、下がれ──っ!!」

　俺とユリエ、リーリス、月見の四人は《對姫》から大きく飛び退き──

「《鏃雨レイニー》」

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　俺とベアトリクスはほぼ同時、互いに《力ある言葉》を紡ぐ。

　傷つき動けない者も含め、この場に居る仲間すべてを結界が護まもり──

　そこへ天空より飛来した水矢の暴雨はやさめが降り注ぐ。

　絶え間なく降りしきる水の矢が結界とぶつかり合い、轟ごう音おんを響かせる。

（くっ……かなりの数だな……けど、これなら何とか保もたせられる……！）

　凄すさまじいまでの数ではあるものの、一つ一つの威い力りよくはこれまでの水すい槍そう閃せんに劣おとる。

　音おと羽はの灼しやく熱ねつの《焱ほのお》──《天熾エデン》クラスの威力がなければ、《絶刃圏イージスデイザイアー》が破壊されることはない。

　だが、その考えは甘かった。

「ぐ、ううっ……!!　ま、だ……続く、のか……!?」

　止やまない暴雨が結界を軋きしませ、《絶刃圏》を維持することで俺の《力》が削られていく。

　今もまだ、水の矢は絶え間なく降り注ぎ続けている。

（ま、ずい……このままじゃ、《絶刃圏》が、保たな──）

「──っ!!」

　そのとき、突とつ如じよ視界が霞かすんだ。

　強い目め眩まいが俺を襲おそい、世界が歪ゆがむ。

　激しい頭痛によって意識が霞かすんでいく。

（くっ……限界が来た、のか……）

　結界を維持する《力》が揺らぎ、《絶刃圏》へ幾いく百もの水の矢が突き刺ささった。

　数ヶ所から亀き裂れつが生じ、全体へと広がり始め、それでも暴雨は容よう赦しやなく降り続け──

　みんなを護まもるための俺の意志が、《力》が砕け散る。

「しまっ──」

　もはや皆を護る楯たては無い。

　となれば、俺の選択肢はただ一つ──己を楯とするだけだ。

《黎明の星紋ルキフル》は《位階レベル》が上がる毎ごとに《星耀ルミナス》を増幅させ、それによって精神力、身体能力など様々な部分を超化する。

　身体の頑がん強きようさもその一つだ。

《Ｖレベル５》の俺たちならば、降り注ぐ水矢の暴雨に耐えきれる可能性はある。

《Ⅳレベル４》のトラも、可能性はあるかもしれない。

　だが、《Ⅲレベル３》の橘たちばなは、《Ⅱレベル２》のみやびは、《超えし者イクシード》ですらない音羽は、きっと耐えきれない。

　刹せつ那な、動ける全員が最悪の結末を回避するために迷い無く動く。

　俺は音羽とトラへ、ユリエが橘とみやびに向かって己を楯にするため、疾しつ駆くした。

　リーリスと月つき見みが、無数の水矢が己の体に突き刺さることを構かまわず、音羽とみやびを護るために《煉業リヴオルト》を放つ。

　雨の矢はその数を大幅に減らし──

　それでも尚なお、百を優に超える数が範囲内の大地へと突き刺さった。

「音羽────っ!!」

　身を挺ていして、音おと羽はとトラの楯たてとなる。

　ドドドドドッッ!!　鋭するどい痛みと激しい衝撃が背面全体を襲おそう。

　暴雨の中で、言葉にならないほどの絶ぜつ叫きようが長く続き──

　やがて、広場は静寂に包まれた。

　寸前までの激痛は感じず、意識が少しずつ遠のく中──

「お兄、ちゃん……！」

　小さな呼び掛けが、俺を覚かく醒せいさせた。

「音羽！　無事か……!?」

　同時に痛みも戻ってきて、俺は苦痛に顔を歪ゆがめながらも音羽の呼び掛けに応こたえる。

「う、うん……。お兄ちゃんとトラちゃんが庇かばってくれたから……」

「ふん、傷一つ、負わせないと言った、からな……」

　俺がカバーできなかった部分を、その身を挺して護まもってくれたトラが、ぽたぽたと流れ落ちる血で足元を赤く染そめながら立ち上がる。

　受けた水の矢の数は俺の方が多かったが、《位階レベル》の差がある分こちらの方がマシと言えるだろう。

「お兄ちゃん、トラちゃん……」

　今にも涙が零こぼれそうな顔をして、音羽が震ふるえる声で俺たちを見る。

　俺は心配しなくて平気だとばかりに、音羽の頭を撫なでて頷うなずいた。

「みんなは……!?」

　音羽の無事に安あん堵どし、すぐに現状へ意識を戻して周囲を見回すと──

　リーリスと月つき見みは倒れ、けれどどちらからも苦痛に呻うめく声が漏もれ聞こえてきて──

「トー……ル……」

　みやびと橘たちばなを護るため、俺と同じように己の体を楯としたユリエが呼び掛けに顔を向け、弱々しく微笑ほほえんだ。

「みやびも、巴ともえも……意識は失っていますが……大丈夫、です……」

　そう口にした本人は、お世辞にも大丈夫とは言えない状態だと一目でわかる。

　それほどの深ふか傷でを、銀色の少女は水矢の暴雨によって負っていた。

　ユリエは《Ｖレベル５》相当であるが、根本的な頑がん強きようさが俺とは大きく違うためだ。

「抗あらがわなければ、楽に眠れたというのに……」

　ベアトリクスの口調はひどく静かで、どこか哀かなしそうに聞こえた。

「ですが──今度こそ、これで終幕です」

　両の掌てのひらを星々へ向け、終わりを宣告する。

「《渦錐ヴオリユート》」

　ベアトリクスの上空へ、水が渦うずを巻きながら集まっていき──

　巨大な錐すいが夜空に形作られていく。

　地上へ落とされたならば、半径数十メートル内の大地を削り穿うがつであろう、あまりにも大きな水すい渦かの錐が。

　リーリス、みやび、橘たちばな、月つき見み──意識を失っている四人はもちろん、先刻の暴雨で多大なダメージを負ったユリエも動くことは敵かなわない。

　全員が、《渦錐ヴオリユート》の範囲内だ。

「トラ、無む茶ちやを承知で頼む……！　俺が一秒でも多く時間を稼ぐから、みんなを……!!」

「バカを言うな！　それでは貴様が……!!」

「お兄ちゃん、そんなのダメ……!!」

　二人が俺の選択に異を唱えようとするも、論じている刻ときはなく──

　軋きしんで今にも壊れそうな体に鞭むちを打って立ち上がる。

　だが、俺は理解していた。

　護まもれない、と。

　この手が届く限り、絶対に護ってみせる──

　そう誓ちかったはずなのに。

　あまりにも強大すぎる敵を前に、誓いは俺という存在ごと、大切な人や仲間たちごと、永遠に失われようとしていた。

「さようなら、オトハ。さようなら、九ここの重え透とお流る。そして二人に連なる皆様も……」

《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》──ベアトリクスが別れの言葉を告げ、《渦錐》を落とす。

　すべてを砕く水すい渦かが迫る。

　俺の誓いの象徴である《楯たて》ごと、すべてが砕かれ塵ちりと化そうとする間際──

　目前に、小さな影が立った。

　淡い桜色の髪を風に揺らしながら。

「音おと羽は!!」

　音羽は俺たちを護るようにして立ち、迫る《渦錐》へと手をかざす。

「《獄焱ゲヘナ》!!」

《力ある言葉》にて生み出された爆ばく焱えんの白珠が放たれ、襲おそい来る巨大な水渦の錐へと叩たたきつける。

　焱ほのおが幾いく度どとなく炸さく裂れつし、空気が震ふるえ、熱風が吹き荒れる中、桜色の少女は翡ひ翠すいの美び姫きへ強い意志を湛たたえた瞳ひとみを向けた。

「ベアトリクス様……。お兄ちゃんが世界の敵だって言いましたよね……。どうしてそんなことを言うのか、どうして私たちを憎むのか、私にはわかりません……」

　愛いとおしくも憎いと自分に告げた相手を、まっすぐに見つめながら──

「だけどこれだけはわかります！　私はお兄ちゃんを護りたい！　絶対に！」

「世界の敵に与くみする、ということですか」

「そうです！　だからベアトリクス様がお兄ちゃんを世界の敵だと言うのなら──」

　決別の言葉を音おと羽はは紡ぐ。

「私も世界の敵になる!!」

　桜色の髪をなびかせ、殺すために与えられた《力》を、護まもるための《力》として放つ。

「《天熾エデン》!!」

　灼しやく熱ねつの焱ほのおが乱れ舞い、水渦の錐へと牙きばを剥むく。

　上空で俺たちを護るための焱と、俺たちを殺すための水が互いに牙を突き立て──

　刹せつ那な、大気を震ふるわせる凄すさまじい衝撃とともに相そう殺さいされた。

《渦錐ヴオリユート》の消滅を確認するなり、音羽はがくりとその場で膝ひざを突く。

　と同時に桜色の髪は、元の茶色がかった髪へと戻っていった。

　小柄な体は持てる力を使い果たしたためか、より小さく見える。

「は、ぁ……はっ……はぁっ……大丈夫、だった……お兄、ちゃん……トラちゃん……？」

　肩で息をしながら、音羽が俺たちを見る。

「ああ、大丈夫だ。お前が護ってくれたおかげだ、音羽……」

「感謝する、音羽。そして──見せて貰もらったぞ、お前の覚悟……」

　頷うなずき、みんなの無事を音羽へ感謝する。

　音羽は俺たち二人の返事を聞き──

「えへへ……よか、った……」

「音羽!!」

　満面の笑みを浮かべ、音羽は意識を失って俺の胸の内に倒れ込んできた。

　強大な《力》を使って俺たちを──みんなを護ってくれた小さな体を、しっかりと抱き抱える。

「ありがとな、音羽……」

　囁ささやくように、音羽に告げる。

　しかしまだ、危難は去ったわけじゃない。

「よく《渦錐》を防ぎきりましたね。素直に賞賛を送りましょう。……けれど貴女あなたにはもう焱を行使できる《力》は残されてなく──」

《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》はゆっくりと掌てのひらを空へ掲げながら、《力ある言葉》──《渦錐》を紡ぐ。

　再び上空へ水渦の錐が生み出される。

「もはやこれを防ぐことは敵かなわないということ」

　それは事実であり、真実だ。

　今の俺に次の《渦錐》を防ぐ手立てはない。

　かつて、そして今──

　二度も音おと羽はが護まもってくれたというのに、すべては無駄だったというのだろうか。

　その思いが、悔しさが俺を震ふるわせる。

　だが──

　俺は失念していた。

　この場においてもう一人、《力》を持っている人物の存在を。

《力》を得ていながら、《力》の解放へ至いたらなかったから。

「ふんっ、防ぐ手段が無いとは、随ずい分ぶんと好き勝手言ってくれる」

「トラ……？」

　少しばかり苛いら立だった口調で、俺の隣にトラが立つ。

「正直なところ、僕は迷っていた。僕の《魂》に秘められた《力》をどう振るうべきかと、ずっと……」

　トラは自身の手へ視線を落とし、独りごちる。

「その迷いが、僕に《力》を手にさせなかった。僕が僕自身の《力》を拒んでいたんだ。だが──」

　音羽へと、トラは優しく微笑ほほえむ。

「お前の覚悟が僕のくだらん迷いを断ち切ってくれた。最初からわかりきっていた答えを今一度確信させてもらった。感謝する──音羽」

　言い終えると、ベアトリクスを見み据すえつつ、トラは《星紋アスター》に触れる。

「僕は見た……。護ろうという強き意志が皆を護る《楯たて》となる様を!!　ならば僕は──友のための刃やいばとなろう!!」

「貴方あなたの並々ならぬ意志を──鋼の決意を感じます。けれど、貴方の刃は私に届くことはありません……！」

　ベアトリクスが天に掲げた掌てのひらを、俺たちへ向けて振り下ろす。

「終わりです──《渦錐ヴオリユート》!!」

　俺たちの命を穿うがつため、上空の巨大な水渦の錐が落ちてくるその刹せつ那な──

《焔ほのお》が舞う。

《星紋》から発した《紅ぐ焔えん》が今、《蒼そう焔えん》と化す。

「薙なぎ絶たて──《斬鐵閃コールブランド》!!」

《力ある言葉》とともに、強い輝かがやきを帯びた《印短刀カタール》が現われ──

　迫り来る水渦の錐を見据えてトラが叫ぶ。

「教えてやろう！　この僕の刃に斬きれぬものなど無いと!!　はぁああああああっっ!!」

　触れれば身を引き裂さかれることは勿もち論ろん、鋼すら引き千切るであろう《渦錐》──

　トラは迷うことなく飛ひ翔しようし、虚こ空くうで刃を十字に振るった。

　瞬刻の後、《渦錐ヴオリユート》が四散する。

　いとも容た易やすく、まるで紙を切るかの如ごとく。

「なっ……!?」

　初めて、ベアトリクスが動揺を見せる。

「透とお流る！　兄の役目を果たせ!!」

　着地するなりトラは叫び、ベアトリクスへ向かって駆ける。

「兄の役目……」

　俺は意識を失ったままの音おと羽はをそっと寝かせ──。

「すぐに戻って来るからな、音羽」

　そう言い残し、俺はトラの後を追って駆け出した。

　先を行くトラに、ベアトリクスが水流の刃やいばによる斬ざん撃げきを放つ。

　水流の斬撃を宙に飛び上がって躱かわし、同時にトラは輝かがやく刃を振るう。

　キンッ──カシャァアアアンン……!!　硝子ガラスが砕けるような音が響き、水すい瑤ようが散る。

「驚きました。まさか《瑤泡クオーツ》を……。ですが、私には僅わずかに届かなかったようですね」

　砕けた障壁がきらきらと輝く中、ベアトリクスがトラに手をかざしつつ賞賛を送り──

「……ふん。届かなかったんじゃない──外したんだ」

　トラが口くち端はを上げて返す。

「妹が泣かされたら兄はどうするんだ、透流!!」

「決まってる!!」

　トラの影から現われた俺に、ベアトリクスが目を見開く。

　トラから俺へ手をかざし直そうとするも、こちらの方が一手早かった。

　弓射の如く右の拳こぶしを引き絞りつつ、左手で《楯たて》を《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》の胸元に押し当てる。

「妹を泣かしたやつは──殴り飛ばす!!」

　力を解き放ち、《楯》の内側に雷神の一撃ミヨルニールを叩たたき込む。

「喰くらえぇえええっっ!!」

　楯撃衝シールドバツシユ──

　俺の《焔牙ブレイズ》を使った唯ゆい一いつの攻撃手段は、舞台の終幕を告げる一撃となった。

「……どうやら、これまでのようですね」

　ベアトリクスが闘たたかいの終しゆう焉えんを口にする。

　目の前には、微動だにせず佇たたずむベアトリクスの姿がある。

　ただしその体は、僅かだが半透明と化していた。

　既に彼女からは何の圧力も感じられない。

　つまり戦意は無いということだ。

「先さき程ほどの一撃で核コアが傷つきました。間もなくこの分身体デコイは崩れ去るでしょう。此方こちらに出来ることは、もはやありません」

「分身体デコイ……!?」

　俺の呟つぶやきに答えたのはベアトリクスじゃなかった。

「……遠えん隔かく操作の人形とでも思っとけ。本人と比べっと、随ずい分ぶんと格が落ちるけどな」

　いつの間にか、どっかりと地面に座すわり込んだ月つき見みが言う。

　事情を知っているのも、《異理の者ミユーテーシヨン》との戦闘経験からだろうか。

「……………………」

　月見が手早く説明している間、ベアトリクスはじっと意識を失って倒れたままの音おと羽はへと顔を向けていた。

「どうして俺たちが憎いのかって理由を聞かせてくれないか？」

「……………………」

　答えは返ってこない。

　沈黙が続くばかりで、返すつもりがないのだと知れる。

「時間、ですね」

　ぽそりとベアトリクスが呟くと、背を向けた。

「……音羽に何か伝えておくことは？」

　どうして俺はそんな質問をしたのか、自分でもわからない。

　音羽に伝えられないようなことを、ベアトリクスは口にするかもしれないというのに。

　それでも、彼女の背中を見ていたら自然と問い掛けが溢あふれた。

　ひどく哀かなしそうで、寂さびしそうな背中だったから。

「……さようなら、とだけ」

　そう言葉を紡いだ後、《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》と名乗った翡ひ翠すいの美び姫きの分身体は霧む散さんする。

　後には水晶球を思わせる核コアが、浮遊して残り──

　それも間もなくして、高い音を立てて砕け散った。

　こうして長い冬の夜は、終わりを告げたのだった。





　　　　　　◇






「無様、ですね……」

　東欧の一国家イェウッド──

　その居城の一室にて、《冽戯の對姫》──ベアトリクスは独りごちる。

　九ここの重え透とお流ると九重音羽の歪ゆがんだ再会劇──

　ベアトリクスが自ら書いた脚本は、彼女が目指す結末に至いたることはなかった。

　核は砕け、分身体とのリンクが切れた現状、九重兄妹きようだいに対してベアトリクスが取れる手立てはすべて失われた。

　翡ひ翠すいの美び姫きと謳うたわれる彼女は、憂うれいを湛たたえた瞳ひとみを閉じ、静かに吐息を漏もらす。

　静寂の中、刻ときはただただ流れ続け、やがて──

　ぽとり。

　零こぼれ落ちた雫しずくが、床に染みを作る。

　ぽたっ、ぽたっ、ぽたっ……。

　次々と落ちる雫が染みを大きくしていく様を見つめながら、ベアトリクスは呟つぶやく。

「どうして私は──泣いているのでしょう……」

　敬愛する主あるじに大切だと言わせるほどの少女に嫉しつ妬とという醜みにくい感情を持ち、兄殺しをさせようと企くわだてた己が、今さら如い何かなる理由で涙を零すのかと問い掛ける。

「愛と憎しみは表裏一体。愛は時として憎しみへと形を変えて人を狂わせるが、逆もまた然しかりということだよ」

　突とつ如じよ、男の声が室内に響く。

　居室はベアトリクスの私室であり、入ることはもちろん近づくことすら誰一人とて許可していないというのに。

「……無断で女性の部屋へ踏み入るのは、あまりいい趣味とは言えないのではないですか、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様？」

　扉の横に佇たたずむ軍服の青年へ、ベアトリクスは背を向けたまま告げる。

「失礼をしたね」

　そう言って青年──クロヴィスは、ベアトリクスからは見えぬとわかっていて、それでも恭しく頭を下げた。

「御用件は？」

　背を向けたまま、翡翠の美姫はにべもなく返す。

「なに、貴女あなたに預けた核コアが起動していたようなので、何事かと心配になってね」

「ご心配をお掛けして申し訳ありません。それと、核を失ってしまったことについては、後ほど何らかの形で謝罪を致します」

「構かまわないよ。もとより、貴女に差し上げる心づもりであったのだからね」

「……わかりました。それではお言葉に甘えさせて頂きましょう」

　奥歯を僅わずかに噛かむも、ベアトリクスは毅き然ぜんを装いながら答える。

　すべてはこの青年に仕組まれていたと理解しつつ。

　自身の心に一滴の闇やみを落とした青年へ、怒りを覚えながら。

（……言い訳ですね。最初からわかっていたことなのですから）

　闇の雫がきっかけであったのは確かだが、音おと羽はに嫉妬など抱いていなければ、心の在あり方を操られることなどなかったはずだから。

「他に御用は？　無いようでしたら──」

「いやいやノンノン、無論有るに決まっているだろう。……彼をお連れしたのだよ、私は」

「──っ!!」

　パチンッとクロヴィスが指を打ち鳴らすと、室内に強い光が生まれ──

　その内より、対極とも言える黒い闇やみが姿を現した。

　深しん淵えんを思わせる、冥くらく、惺しずかで、闇色の瞳ひとみを持った少年が。

「さ、榊さかき様……!!」

「久しぶりだね、ベアトリクス。以前よりもとても綺き麗れいになった」

　少年──鳴なる皇かみ榊は優しく、けれど真意の読み取れない微笑ほほえみを浮かべながら翡ひ翠すいの美び姫きを称たたえる。

「わ、私のような卑いやしき者に、そのようなお言葉は……!!」

　ベアトリクスは狼ろう狽ばいし、敬愛する主あるじから己の顔を伏せるとともに膝ひざを突く。

「どうしたんだい、ベアトリクス？」

「私は大罪を犯しました。醜みにくき感情に心を狂わせた挙げ句、榊様の大切なお二人を──」

　肩を震ふるわせて己の罪を打ち明ける翡翠の美姫を前に、榊は膝を突いて首を振る。

「音おと羽はを任せると言ったのは僕だから、気にする必要はないよ」

「で、ですが──」

「いいから。それよりも、顔を上げて」

「…………はい」

　主と敬愛する榊の呼び掛けに、卑しく醜い己を見せたくないと強く思いはするも、逡しゆん巡じゆんした後にベアトリクスは顔を上げた。

　榊の大切な存在──透とお流ると音羽を殺あやめ合わせようとしたことにより、彼女は償いようのない罪悪感を抱いている。

　彼に命を奪われても当然であると思う程ほどに。

　だからこそ、これ以上主に背く行こう為いは許されないと顔を向けると──

「ああ、やっぱり綺麗になっている」

　闇色の少年は、乾いた涙の痕あとへ触れて笑む。

「以前の貴女あなたは、まるで女神のような美しさだった。……けれど、僕は今の貴女の方が美しく感じる。心の醜さと美しさが入り交じった今の貴女は、人としてとても綺麗だ」

　少年は美姫の手を取り、立ち上がらせると告げた。

「さあ、行こう。そして神曲で描かれる永遠の淑女ベアトリクスの如ごとく、力を貸して欲しい──いつか僕が《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至いたるために」

　榊の言葉に、翡翠の美姫は頷うなずき、その様を見て軍服の青年が再び指を打ち鳴らすと、三人の体は光に包まれていく。

　その中で、ベアトリクスは振り返る。

　たった半年程度だが、一人の少女とともに心安らぐ刻ときを過ごした部屋を──

　自ら手放してしまった、輝かがやく宝石のような日々を振り返りつつ──

　翡ひ翠すいの美び姫きは光と共に姿を消した。




　この日を境に、イェウッド王国第一王女の存在は、表の世界から去る。

　突然の失しつ踪そうに様々な噂うわさが飛び交うも、後に王室から療りよう養よう中であるという公式声明が発表されたことで、やがては人々の話題からも消えていった。














■第六章『決して代わりはありませんので』









　金沢での一件は、世間的にも注目される大事となった。

　無理もないだろう。

　何しろ、夜中に幾いく度どもの爆音や震動が近隣に響き渡り、警察や消防が現場に到とう着ちやくしてみれば、百を優に超える人──しかも全員裸で──が意識を失って倒れていたのだから。

　あまりにも多くの人に目撃されてしまったことで、さすがにドーン機関でも揉もみ消すことは不可能だったようだ。

　しばらくワイドショーを賑にぎわせたこの事件は、薬物を使ったバカ騒さわぎ、新興の宗教団体による珍ちん妙みような儀式等、様々な憶測を呼んだが真相が究明されることはなく、一週間もすると別のニュースが世間を賑わせ、報道されなくなっていった。

　旅館ほたかの方はサラが事後処理に尽力してくれたようで、酔っ払いが敷地内に侵入してきて花火を投げ込んで騒ぎ、俺たちが撃退したという扱いになったそうだ。

《獣ゾア》の姿を見た宿泊客も居たようだが、恐怖で気絶したため夢だったということで落ち着いたらしい。

　旅館ほたかの評判を落とさないようにと様々な手を打ったサラは主あるじに褒ほめられ、とても嬉うれしそうだった。




　あの闘たたかいから十日以上が過ぎて、今日から四月に入った。

　闘いの直後、サラからの連絡で動いた機関関係者によって俺たちは救助され、大阪の病院へと運ばれた挙げ句に入院を余儀なくされた。

　まだ完治とは言えないものの、現在は退院して昊こう陵りよう学がく園えんへ戻ってきている。

　ただしみやびだけは傷が深かったため、大事を取って今も入院中であり、橘たちばなもリーリスの計はからいで特別に付つき添そいとして向こうに残っている。

　とはいえ既にだいぶ復調しており、週末には退院して学園に戻って来られるという連絡が今日の日中に橘からあった。

　その際、みやびのご両親やかぐらさんも見舞いに来たという話も聞かされた。

　聞けば、昊陵学園を辞めるかどうかの話し合いとなったらしい。

　長い話し合いの末、根負けしたのはご両親だったとのことだが、そこには《絆双刃デユオ》としての橘の意見はもちろんのこと、かぐらさんの口添えもあったとか。




　そして、音おと羽ははと言うと──

　ベアトリクスとの闘いで《力》を使い過ぎたらしく、あの後数日間、目を覚まさなかった。

　意識を取り戻した現在は、検査も兼ねて都内にあるドーン機関の施設へと移って療りよう養よう中だ。

　一度は死んだはずの音おと羽はが何な故ぜ生きているのか、どうして普通の人間だったはずの音羽が焱ほのおを操る《力》を手にしているのか──それらについて検査結果が出たら教えて貰もらうことになっているのだが、今のところ報告はあがってきていない。

　謎なぞは多く、それとは別に再びベアトリクスが命を狙ねらってくるかもしれないと、心配の種は尽きない。

　それでも、音羽が生きているという事実は何よりも嬉うれしく、俺の心を軽くしていた。

　一日に音羽と会える時間が、限られた短い刻ときであっても。

「また明日ね、お兄ちゃん」

　そういって少しだけ寂さびしそうに俺を見送る音羽に別れを告げ、今日も施設を後にする。

　帰りに買い物をしてから学園に戻ってくると、日はすっかり落ちて辺りは真っ暗になっていた。

　外灯が照らす道を寮へ向かって、俺は一人で歩く。

　そう、一人だ。

　普段なら多くの時間をともに過ごす銀色の少女は、この場には居ない。

　今日だけではなく、音羽の見舞いに行くときに、彼女がついてくることはない。

　ユリエのお父さんのことを思うと誘さそってもいいものかと悩み、そのことも含めた上で一度話をし、音羽にきちんと紹介したいと伝えたのだが──

『限られた時間しか会えないというのに、私がお邪魔するわけにはいきません。今は音羽との時間を大切にしてください』

　と断られてしまった。

　ユリエの気き遣づかいに感謝し、以来一人で見舞いに行っている。

　ベアトリクス戦の立たて役やく者しやとなったトラももちろん誘ったのだが、僅わずかしかない家族水入らずの時間を邪魔する気は無い、とこちらも同じように返されてしまった。




　夜道を早足で歩く中、ひゅうと風が吹いた。

　今日から四月とはなったものの、夜風はまだまだ冷たい。

（もう二年生か……）

　歩を進めながら、学園中央に位置する時計塔を見て思う。

　それぞれがそれぞれの想おもいを抱えて昊こう陵りよう学がく園えんへと集まり、俺たちは出会った。

（いろいろあったよな……）

　命懸けで闘たたかったこと、みんなで楽しく過ごした日々のこと、この一年で起きた様々な出来事が浮かんでは消えていく。

　と、そのときだった。

　とあるものが風に乗り、視界に入り込んできたことで俺は足を止める。

「あ……」

　呟つぶやきながら、俺は風の吹いてきた方角へ視線を向け──

　しばしの後、再び帰路に着く。

　ただし今度は、駆け足気味で。

　吐く息は白く、冷たい風は頬ほおを叩たたいてくるも、構かまわず寮へと戻る。

「ユリエ、今から出掛けないか？」

　部屋に戻るなり発した第一声はそれだった。

「お帰りなさい、トール。出掛けるのは構いませんが、どちらへ？」

「えっと……ちょっと、な」

「──？」

　小首を傾かしげ、鈴の音がチリンと響く。

　けれどその鈴が付いたリボンは、以前と違って髪の片側だけを結んでいる。

　ベアトリクスとの闘たたかいの最中で、片方を失ってしまったためだ。

「出来れば行き先は秘密ってことで頼めないか？」

「ヤー。わかりました」

　不思議そうにはするものの、こくりとユリエは頷うなずいてくれる。

　今は夕食時──

　食堂へ向かったり、ラウンジでのんびりする生徒は居るものの、さすがにこれから外へ出掛けようとするのは俺たちだけだった。

　外に出ると途端に音が消え、風と木々のざわめきだけが聞こえてくる。

　月の銀光が世界を優しく照らす中、俺たちは肩を並べて夜道を歩き出す。

「あ……」

「どうかしましたか、トール？」

「今さらだけど、寒くないか？」

　ユリエの服装は寝るときのパジャマほどでは無いにせよ、春の夜に出歩くには少々薄着に見えた。

「ナイ。十分温かいですが」

「それならいいけど……」

　ユリエがそう言うのならと思っていると、深紅の瞳ルビーアイがじっと俺を見つめる。

「……気になりますか？」

「まあな」

　苦笑しつつ頷うなずくと、ユリエは視線を落として何事か思案する様子を見せ──

「それでは、こうしましょう」

　そう言って、銀色の少女はそっと手を繋つないでくる。

「これなら温かいです」

「そ、そうだな……」

　いきなりのことで、俺は少々動揺しつつ頷く。

　けれども──

「あ……」

　繋いできたユリエが、自ら手を離す。

　そして改めて、手を繋いでくる。

　指を絡からめるようにして、きゅっと。

「こちらの方がより温かい気がしますので、こうしましょう」

「……………………」

「トール？」

「あ、ああ……。えっと、まあ、そうかもな……」

　動揺が、緊張に変わる。

　これまでに幾いく度どか、重ねるようにして繋いだことはあるというのに。

　けれど今回は、これまでとは何かが違う気がした。

　とくん、とくん、とくん……。

　その証拠に、鼓こ動どうがいつもより駆け足気味になっている。

　指を絡める──

　ただ、それだけのことで。

「トールはとても温かいです」

「は、はは……それならよかった……」

　春の夜風の冷たさも、ますます鼓動が駆け足となった今の俺には関係無かった。

　おかげで指に少し力が入ってしまうも──

　ぎゅっと握り返され、緊張により拍車が掛かってしまったのだった。

　それからしばらくの間、俺たちは特に会話をすることなく歩を進めていく。

　一歩、また一歩と進む度、チリン、チリンと鈴が鳴る。

　その涼すずやかな音を聞いている内に、少しずつ鼓動も落ち着いてくると、繋いだ手から伝わる体温に、心地よさを感じられるようになってきた。

　気持ちに多少余裕が出来てくると、気付くこともある。

（寂さびしかったのかもな……）

　ここ数日、俺が音おと羽はに会いに行くことで、ユリエを一人にさせる時間が多くなっていた。

　もちろん学園で待っている間も、一人じゃない。

　俺が居ない間、何度かリーリスの部屋に行っているという話だって聞いている。

　それでも、俺が居ないことで寂さびしさを感じていたのではないか──

　自意識過剰かもしれないが、俺はそう思った。

　チリン……。

　鈴の音が響き、ユリエが言葉無く俺を見上げる。

　俺も特に言葉を発さずに、僅わずかに口元を緩めて返す。

　ユリエの指に少しだけ力が入り、俺も少しだけ力を入れて返すと──

　ぎゅっと、繋つないだ手がより強く結ばれた。

　ユリエが仄ほのかな笑みを浮かべ、俺は大きく口こう角かくを上げた。

　静かだった。

　聞こえてくるのは風と木々のざわめき、二人の歩み、そして──

　チリンという鈴の音色だった。

　俺たちの間に言葉は無い。

　それでも、心地良かった。

　安らげる雰ふん囲い気きが流れていることが、結ばれた手から伝わってくる温かさが。

　やがて──

　目的の場所が間近に迫ってきたので、俺は一つ提案をする。

「ちょっと歩き辛づらいかもしれないけど、少しだけ目を瞑つむってて貰もらえないか？」

　行き先は秘密と伝えていたおかげか、ユリエはこくりと頷うなずき目を瞑ってくれた。

　そしてさほど間を置かず、目的地に到とう着ちやくしたところで改めて声を掛ける。

「ユリエ。もういいぜ」

　チリンと鈴の音を響かせて頷き、開けた瞳ひとみに映ったのは──

　満開の桜だった。

　月夜の下、風で桜花が揺れる様は呼吸を忘れるほど美しく──

　銀色の少女は瞳を大きくしたまま、ただただ宵よい桜ざくらに見み惚とれるばかりだった。

「……トール、桜です」

「ああ。綺き麗れいだよな」

「ヤー。とても綺麗です」

　俺の言葉に頷くも、その視線は宵桜に釘付けとなっていた。

「……………………」

　飽きることなく、ユリエは桜を見上げ続ける。

　熱に浮かされたような──

　まさにそんな表現がぴったりの様子に、俺は笑みながら話し掛けた。

「また一緒に見に来よう──そういう約束だったからな」

「ヤー。約束、でしたね」

　銀色の少女は俺に顔を向け、チリンと鈴を鳴らして頷うなずく。

「また、二人で見ることが出来て嬉うれしいです」

　柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべ、ユリエが言う。

　その笑顔が、一度は鎮まった俺の鼓こ動どうを再び早め、頬ほおを熱くさせる。

　月の夜、満開の桜の下で見る銀色の少女の姿は儚はかなく、幻想的で──

「綺き麗れいだ……」

「ヤー。綺麗です。満開の桜は、とてもとても綺麗です」

「いや、桜もだけど──ユリエがだって」

「え……？」

「あ……」

　ここで我に返り、俺は自分がとんでもなく恥ずかしい言葉を口にしていたことに気付く。

　以前なら、思ったことを口にするなんて普通だと思っていたはずなのに。

　今は月の銀光でも気付かれておかしくないほど、俺は顔を真っ赤にしている。

　それがわかるくらい、俺は自分自身の告げた言葉に恥ずかしさでいっぱいとなっていた。

「そそそ、そうだ！　ユリエに渡したい物があるんだ!!」

　限界を突破し、俺は話題を半ば無む理り矢や理り変更することに。

「──渡したい物ですか？」

　小首を傾かしげるユリエを前に、俺は慌あわててポケットを漁あさり──

　包装紙に包まれたプレゼントを、銀色の少女へと差し出す。

「誕生日おめでとう、ユリエ」

「あ……」

　少し目を見開き、ユリエはプレゼントを見つめ──そして俺を見る。

　今日──四月一日は、ユリエの誕生日だ。

「ありがとうございます、トール。とてもとても嬉しいです」

　とユリエが受け取る。

「トール、開けてもいいですか？」

「ああ、もちろん」

　ユリエが包装紙の中から取り出したプレゼントは──二本の、鈴の付いたリボンだった。

「これ、は……」

「この前の闘たたかいで、片方無くなっちまっただろ。前にあらもーどでよく似たデザインのものを見つけたのを思い出してな」

「……………………」

「ユリエ？」

　少し驚いたような表情で固まっているので声を掛けると──

「ありがとうございます。早速、使わせて頂きますね……」

　と口にし、ユリエは二本の内一本で、結んでいない側の髪を結い始める。

　チリ、チリン……。

　慣れた手つきで髪を纏まとめ、結っていく。

　宵よい桜ざくらを背景に、俺の贈おくったリボンで髪を結うユリエの姿を眺めているのはなんだか不思議な気分だ。

「……どうですか？」

　しばし後、見慣れた髪型ツーサイドアツプとなったユリエは俺に訊たずねる。

「ははっ、いつものユリエがいるって感じだな」

「そうですか……。では、ただいま、です……」

　銀色の少女が小さく笑む。

　けれど──嬉うれしそうな表情の中に、どこか哀かなしそうな色が見えた気がした。

「……………………」

　その感覚は正しかったと俺が理解するのは、ユリエが瞳ひとみを伏せてからだった。

「どうかしたのか？　さっきから様子が──」

「トール」

　深紅の瞳ルビーアイが少し揺らぎを見せながら、俺に向けられる。

「一つ、お願いをしてもいいですか？」

「あ、ああ……。俺に出来ることなら……」

　雰ふん囲い気きが変わってしまったことに戸と惑まどいながらも頷うなずくと、ユリエは願い事を言う。

「可愛かわいいって──言ってください。よく似合っている、とも……。そして、頭を撫なでてください……」

　唐とう突とつな、それも奇妙な願いに少々驚きと困こん惑わくが入り交じるも、何か理由があるのだろうと深くは問わないことに決め──

「うん。よく似合っていて可愛いぜ、ユリエ」

　多少の気恥ずかしさを覚えつつも、銀色の髪シルバーブロンドに触れて頭を撫でる。

　言葉を発したのは、頼まれたからだ。

　けれどそれは、間違いなく俺の本心でもあった。

　静かに刻ときは流れる。

　ユリエは目を閉じ、ただただ俺に頭を撫でられていた。

「……ありがとうございました、トール」

「これくらいのことで──って、ユリエ……？」

　少女の瞳ひとみに、月の銀光で煌きらめく雫しずくが浮かぶ様を目にして。

　雫が頬ほおを伝い、流れ落ちていく様を目にして。

「あ……。すみま、せん……」

　ユリエは慌あわてて目元を擦こする。

　けれど止まらない。

　一度溢あふれ出した感情は、簡単に止められるものではない。

「ユリエ……」

　俺は銀色の少女を抱き寄せ、彼女の泣き顔を胸の内に隠す。

「すみませ、ん……ごめ、なさい……トー、ル……」

「いいって……。今は、泣けばいいさ……。落ち着くまで、ずっとこうしてるから……」

「ヤ、ァ……。パ、パ……パパァ……」

　ユリエは二度頷うなずき、俺の胸の内でひとしきり嗚咽おえつを漏もらし続けたのだった。




　チリン、チリン……。

　寮への帰り道、俺が贈おくったリボンは風に揺れ、鈴が綺き麗れいな音色を奏でる。

「お恥ずかしいところを見せてしまいました」

　数歩先を歩くユリエが、振り返らぬままぽそりと言う。













「気にしなくていいって。……あのリボン、お父さんから貰もらったものだったんだろ？」

　チリン──

　鈴の音が、肯定の意を伝えてくる。

（やっぱりそうだったか……）

　嗚咽おえつの中に混じる亡き父親を呼ぶ声を聞いて、もしかしたらと思っていた。

　同時に合点もいく。

　命懸けの闘たたかいの最中に見せてしまった致命的な隙すきも、そういった理由からだったのだと。

「パパが、最後にくれた誕生日プレゼントだったのです……」

　だから、ずっと付けていた。

　大切な想おもい出だからこそ、ずっと。

「初めてつけたときは、括くくった量も結んだ位置もバラバラで──それでも、パパはよく似合っていると、とても可愛かわいいと言ってくれました……」

　けれどもう、片方は永遠に失われてしまった。

「……ユリエ。お父さんのリボンは、大事に仕舞っておかないか？」

　足を止め、告げる。

　数歩遅れてユリエも足を止めるが、彼女からの返事は無かった。

「忘れろなんて言うつもりはない。大切なものだからこそ、もう失わないように……」

　返事はないままだ。

　それでも構かまわず俺は話し続ける。

「俺はユリエのお父さんじゃないから、同じ物を用意するなんて間違っても言えない。代わりのものを、とも……」

　かけがえのない想い出に、代わりなんてあるはずがない。

「だけどそれでも──俺がプレゼントしたリボンを使って欲しい。ボロボロになっても、無くしても、何度だってプレゼントをするから、使って欲しい……。たった一つしか残っていない大切なリボンを失って、ユリエが哀かなしむ姿なんて見たくないから……」

　チリン──

　背を向けたまま、銀色の少女が月を見上げる。

「……お気き遣づかいありがとうございます、トール」

　チリン──

　手にした亡き父親からのプレゼントへ、視線を移動させる。

「お言葉に甘えて、パパのくれたリボンは大事に仕舞っておきますね。ですが──」

　チリン──

　ユリエは振り返り、銀光の下で微笑ほほえみながら、俺の贈おくったリボンに触れる。

「トールのくれたこのリボンにも、決して代わりはありませんので──大切にします」

　そして銀色の少女は次の言葉を結びとし、銀光に包まれた春夜の刻ときを終わりとした。

「それと──また来年も、一緒に想おもい出を作りにここへ来ましょう」

「約束、だな」

「ヤー。約束、です」

　こうして俺たちの一年は終わりを告げ──

　新たな一年が始まる。





　　　　　　◇






　四月も初週が終わると咲き誇ほこっていた桜も、緑の葉が目立ち始めた。

　心を奪われるような満開の桜は、また一年後までお預けということだ。

　日毎ごとに暖あたたかさを増す日射しの下、透とお流るたちは彼らの生活拠点である学生寮へ向けて歩を進めていた。

「ふわ、ぁああ……」

「眠そうだね、透流くん」

　大きなあくびをする透流に、先を歩く少女──みやびが振り返り、くすっと笑う。

　数日前に退院して戻ってきたばかりだが、足取りはしっかりとしたものだ。

「気合いが足りないのではないか、九ここの重え」

　みやびの隣を歩く長い黒髪の少女──巴ともえも、少々眉まゆ根ねを寄せつつ振り返る。

「ふん、せいぜい弛たるんでいるんだな。そして僕に追い抜かれて後悔するがいい」

　今度は透流の後ろから、メガネを掛けた小柄な少年──トラが声を掛けてきた。

　トラの隣を歩く大柄な少年──タツからは、筋肉が足りないためだという意見が。

　間髪入れずトラが、「そんなはずがあるかバカモノ」と言ったことで二人は騒さわがしく互いを罵ののしり合い始めるも、それは彼らにとって日常的なやり取りだ。

　故ゆえにさして気にする様子も無く、透流は再び大きなあくびをもらす。

「ふわぁ……。ベッドが恋しい……」

「ヤー、同感です……」

　透流の隣を歩く銀色の髪シルバーブロンドの少女──ユリエが目元を擦こすりつつ同意した。

　すると、彼女から透流を挟はさむ形で並んで歩く黄金色の髪イエロートパーズの少女──リーリスが、ぱちりとウインクをして指を立てて提案を出す。

「ふふっ、そんなに恋しいなら、あたしの部屋の特別エクセプシヨンなベッドで休んでいいのよ、透流？」

「ヤー。それも悪くない話です……」

「透流って言ったでしょっ。……まあ、どうしても来たいって言うなら来てもいいけど」

「リーリスの部屋まで行く気力がありません……」

「そこは気力を振り絞りなさいよっ!?」

　賑にぎやかな二人のやり取り──賑やかなのはリーリスだけだが──に、透とお流るは口こう角かくを上げ、みやびと巴ともえは小さく笑う。

　賑やかで、騒さわがしく、楽しい日常のひとときを彼らは過ごす。

　人を超える非日常の《力》を持つ彼らではあるも、素の部分ではどこにでもいる高校生と同じなのだ。

　そのような日常に、明日から変化が起きる。

「明日から先輩なんだね、わたしたち」

「ふふっ、しっかりと頼りがいのある姿を見せねばな」

「う、うんっ」

　巴の一言に、みやびは少しばかり緊張した面持ちで頷うなずいた。

　そう、明日は新入生たちが入学してくる。

《資格の儀》という、至し極ごく厄やつ介かいな試験が待ち受けていることを知らずに。

　透流にとっては苦い記憶ではあるが、現在は救済処置があることを知っているし、将来的なことを考えれば、自分自身が本当に闘たたかいの道に進む気概を持っているかどうかを知ることが出来る重要な機会だと理解している。

　事前にどれほど説明されようと、どれほど理解したつもりであろうとも、いざ実際に闘いの場に立たなければ人の本質は現れないものだ。

「ん？　あの子は……」

　寮の前で佇たたずむ女の子の小さな後ろ姿を見つめ、透流が足を止め、呟つぶやく。

「どうかしましたか、トール？」

「あの子がどうかしたわけ？」

　不思議そうに訊きくユリエとは対照的に、リーリスは何な故ぜか妙に楽しげな口調だ。

「あれ？　あの制服って……」

　制服の色が、三月に卒業していった三年生と同じものということに、みやびが気付く。

「ふむ。まさかとは思うが、新入生が入学式の日付を一日間違えたのでは？」

「──っ！　まさか……」

　みやびとは別のことに気づき、トラが息を呑のむ。

　だが、彼以上に驚きを見せていたのは、女の子へ最初に気付いた透流だった。

「嘘うそ、だろ……？」

　呟きながら透流は再び歩き出し、やがて駆け足となる。

「トール？」

《絆双刃デユオ》の少年の背中に銀色の少女が呼び掛けるのと、寮の前に立つ女の子が振り返ったのはほぼ同時だった。

「あ……」

　透とお流るの姿を認め、茶色がかった髪を持つ女の子は小さく驚きを見せる。

　振り返った少女は、透流がこれ以上ない程ほどによく知る人物で──

「お帰りなさい。それと──」

　九ここの重え音おと羽はは、駆け寄ってくる兄へと微笑ほほえみながら告げた。

「ただいま、お兄ちゃん」













■エピローグ







「結論から言えば──九ここの重え音おと羽はは、人じゃない」

　薄暗い理事長室にて、白いマフラーと黒の司祭衣キヤソツクを纏まとった男が告げる。

「人造生命体ホムンクルス──あの子はそう呼ばれる存在だ」

「人に非あらず、とはそういうことですのね」

　ソファに腰を下ろすなり会話を始めた男──《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》の名を持つユーゴに対し、漆黒の衣装ゴシツクドレスに身を包んだ少女は、報告書を一いち瞥べつして呟つぶやいた。

「此方こちらでは完全にお手上げでしたの。其方そちらの世界の術すべではとお呼び立てした判断は、間違いありませんでしたわね」

　人に非ず──ベアトリクスとの闘たたかい後に意識を失った音羽が、ドーン機関の施設にて受けた精密検査の結果がそれだ。

　その報せに《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》と呼ばれし黒衣の少女──九十九つくも朔さく夜やは、しばし思案した後にユーゴへと連絡を取った。

　この手の事柄に詳しそうな人物の内、助力を仰げそうな相手を選んだ、というわけだ。

「砕いて言えば、魔法──錬金術で創つくり出した知的生命体さ」

　その姿は人に酷こく似じし、外見から正体を見破ることは困難である。

　また、基本的な能力は人とほぼ変わりないが、調整を行うことで身体能力の向上を図ったり、音羽が持つような特異な《力》を与えることが可能であることも確認されている。

「──ただし人造生命体は、単純な命令をこなす程度の知能しか持たない。だから自らの意志で動くことはほぼ出来ないと言っていい」

「……九重音羽は、その範はん疇ちゆうに当てはまらないように見受けられますが？」

　知能の話を聞かされたところで、朔夜が問う。

　報告によれば、音羽の知能レベルは十二歳程度──

　死亡時とほぼ変わらぬ知識量であり、思考も同様であった。

「……あの子は例外だからな」

「例外とは？」

「それはちょっとした企業秘密だ」

　肩を竦すくめて返す司祭服の男に対し、小さなため息をついた黒衣の少女はそれ以上問とい質ただしても無駄だと判断して口をつぐむ。

　司祭衣の男はというと、寮の方角へ視線を向けていた。

　先刻までこの部屋で、彼の質問に答えていた少女のことを──

　今頃は、兄を驚かせているであろう九重音羽のことを思い浮かべながら。

　生物学的な見けん解かいで言えば、彼女は人ではない。

　けれど魔術的な見解で言えば、彼女はまさしく透とお流るの妹であるのだ。

　何な故ぜなら通常の人造生命体とは違い、九ここの重え音おと羽はには本物の《魂》が宿っているからだ。

《反魂法》──

　死した人の《魂》を現世に返す術である。

　生前の記憶が欠け、ときには人格すら失われる不完全なこの術は、神に与えられし生命を弄もてあそぶものであると、禁きん呪じゆとして《聖庁ホーリー》に封じられた。

　その術を現代に甦よみがえらせた者がいる。

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》と称される、かつて《聖庁》に属した男だ。

　九重音羽の《魂》はその男によって現世へと還り、人造生命体として甦った。

　それらは彼女に焱ほのおの《力》を与えた人物──ベアトリクスの名が、音羽自身から語られたことで、ユーゴが導き出した結論である。

（まさか《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》が、《颶煉の裁者》や《６６６ザ・ビースト》に繋つながっていたとはな……）

　この会見が終わった後、翡ひ翠すいの美び姫きと軍服の青年の繋がりについて《聖庁》へ報告をしなければとユーゴは思うも、九重音羽の存在についてのみ秘ひ匿とくしようと考えていた。

　本来ならば《反魂法》を用いて創つくり出された人造生命体は、《聖庁》にとって禁忌であり、同時に抹まつ消しようの対象であり──そこに例外はない。

　隠いん蔽ぺいしていることが《聖庁》の知るところとなれば、彼自身も危うい立場となるだろう。

　それでもユーゴは、音羽の存在を《聖庁》に秘匿すると決断した。

「しかし、まさかあんたがあの子を引き取るとはな。《魔女デアボリカ》にしては随ずい分ぶんと粋なことをするもんだ」

「《特とく別べつ》に入学許可を、という申しん請せいがありましたの。……なにより、死者を家に帰すわけにはいきませんわ」

「正しい判断だ」

　くすくすと朔さく夜やは笑い、ユーゴは皮肉そうな笑みを返す。

　ふと、《魔女》はその笑みを止める。

「……一つ、お訊ききしてもよろしくて？」

「答えられる範囲でならな」

「先さき程ほどのお話の中で、貴方あなたが触れなかった点についてお聞かせ頂ければと思いますわ」

　黒衣の少女がスッと眼めを細くし──問う。

「人造生命体ホムンクルス──いいえ、九重音羽の命はあと如何ほどですの？」

　嫌なことを訊く──と眉まゆ根ねを寄せ、ユーゴは視線を逸そらした。

「……あの子は──」





「九ここの重え音おと羽はの命は────保もって、半年だ」








〈了〉







あとがき







　知らなかったのか…？

　担当からは逃げられない…[image: ]




　というわけで『アブソリュート・デュオⅧ Memories Connect』をお届けです!!

　これまで平均四、五ヶ月ペースの刊行だったので、アニメ化関連の作業等いろいろあるのに最短の三ヶ月刊行は無理じゃないかなーと正直思っておりました。

　人間なんとかなるものですね──と言いたいところですが、そこは担当神かみ長ながさんが巴ともえばりに多方面へ土下座してくれたり、浅あさ葉ばさんが大パノラマ肌色天国を描いてくれて元気が出たり、アニメ方面からは動くユリエたちを見て感動したり、声優の皆さんのかっこよくて可愛かわいくて素敵な声を頂いたりと、いろんな人に支えられたりパワー貰もらったりしたおかげです。

　勿もち論ろん、『新刊待ってます！』という読者の皆さんの声にも背中を押して頂きました！

　パワーをくれたすべての皆さん、ありがとうございます!!




　そして入稿が間に合ったので告白を一つ。

　Ⅷ巻の作業が終わったら〝自分へのご褒美にしよう♪〟と買っておいた少しお高めの生ハムが、入稿直前に賞味期限を迎えてしまったので、ビールと一緒に美お味いしく頂きました。

　仕方ないですよね！　超美う味まかったです!!




　さて、プロフィールでも触れましたが、今巻の刊行前後にアニメ版アブソが終了します。

　皆さん楽しんで頂けましたでしょうか？

　僕は超楽しめました!!

　個人的な各キャラベストシーンを上げると──




　ユリエ　──二話の『俺と《絆双刃デユオ》になってくれ』からの『ヤー』

　リーリス──六話の『未来の旦那様にするって決めたから♪』

　みやび　──四話の『へ？　ユリエちゃん……の？』

　巴　　　──エクストーム土下座……じゃなく、十一話の『本当のデュオとして！』

　透とお流る　　──二話のユリエを捜して走り回ってハァハァと呼吸を荒くするところ。




　とまあこんな感じですが、皆さんはどのシーンがベストだったでしょうか？

　そしてシーンだけではなく、これまで挿絵でも出て来ていない王おう城ぎさんやらユリエパパやらスミス爺やらその他多くのキャラが出て来てるのも嬉うれしい点でした。

　浅あさ葉ばさんの用意したデザインをベースに、アニメ版の王城さんの初稿が仕上がって来た際、あまりにもカッコ良かったので『すごく美形なので、もっと汚いオッサンで……』とお願いした等、いろんな裏話があったりします。

　いつか機会があったらそういったお話もしてみたいですね。

　それにしても、ユリエの『ヤー』、リーリスの『二度は言わないわ』、みやびの『こ、九ここの重えくん……！』、巴ともえの『不ふ埒らち者ーっ!!』が聴けなくなるのは寂さびしいですね。

　今後の執筆時は脳内再生で楽しんで行こうと思いますんで、皆さんもそうして頂けると個人的には嬉しかったり！

　それと、毎週開催している公式無料イベントのアブソリュート・パーティーや、これまた毎週更新のアブソリュート・ラジオはもう少しだけあるので、そちらも参加＆ご視聴よろしくお願い出来ればと!!

　毎回めちゃくちゃ面白い上に、パーティーではライブまでやってくれるのでお得感満載ですよ!!




　監督の中山敦史さん、脚本の鴻野貴光さん＆あおしまたかしさん＆山田靖智さん、主題歌を歌って頂いた鈴木このみさん、アニメーション制作のエイトビットさん、プロデューサーの伊藤誠さん、その他多くの関係者の方々──

　透とお流る役の松岡禎丞さん、ユリエ役の山本希望さん、リーリス役の山崎はるかさん、みやび役の今村彩夏さん、巴役の諏訪彩花さん、その他多くのキャストの皆さま──

　おつかれさまでした！

　ありがとうございます!!




　ついでにここで謝辞です。

　担当神かみ長ながさん。これまでで一番ぎりぎりまで待って頂いてありがとうございます！

　サポートの駒こま井いさん。メールの署名部分に超さりげなく入れたホモォって文字に即気付いたチェック能力に感服しました！

　イラストの浅葉さん。表紙の服の破れ方とかパノラマお風呂とかちょっと凄すごすぎませんかね!?　いいぞもっとやれ!!




　さてさて話はコミック版に移しまして。

　月刊コミックアライブにて連載中の、成家慎一郎先生によるアブソの最新第３巻が三月二十三日に発売しました！

　原作で言えばＩ巻の後半からⅡ巻の序盤までの話となっております。

　リーリスが登場したり璃り兎とが大暴れしたりと見所たっぷりの巻なんですが──あちらでコメントしちゃってますけども、みやびとの勝負エピソードが一番好きだったりします。

　透とお流るがイケメン過ぎるので、まだお手に取ってない方は是非ともよろしくですよ!!

　そして成家先生、オリジナル作品『ドロップフレーム』（月刊Ｃｏｍｉｃ ＲＥＸ・一迅社）の連載開始おめでとうございます！　超応援してますんで皆さんもチェックよろしくお願いしますですよ!!

　もう一つ、及川徹先生によるちょっとエッチなスピンオフコメディの『アブソリュート・デュオＴＥＡ　ＰＡＲＴＹ』も現在コミックスが好評発売中です。

　一部がちょっとどころか凄すごいことになってて、連載中は掲載誌間違えてるんじゃないかと思ったくらいロックな内容でした！




　さてさてさて、それでは今巻の話を。

　今回はこれまでとサブタイトルも雰ふん囲い気きを変え、ついに動き始めた桜色の少女オトハを中心に話が進みつつ、仲間にもスポットが当たった巻となりました。

　本文を読んだ方はその理由もわかって頂けるかなと。

　それと、Ｉ巻で交わした約束をようやく果たすことが……。

　作中では一年ですが、現実では二年半（初稿時からだと三年半）が経たっているということもあり、とても感慨深く書きました。

　きっとこの約束を果たして見せるぞーとこっそり決意を込めて書いたシーンだったので、感慨深さもひとしおです。

　ここまで書くことが出来たのも、応援してくださる読者の皆さまのおかげです。

　本当に本当にありがとうございます。

　アニメは終了しましたが、原作はまだまだ続いて行きますので、引き続き応援よろしくお願いします!!




　それではかつてない大増あとがきはここまで。

　またⅨ巻にてお会いしましょう。

　次は夏（予定）ということで──のしのし。


柊ひいらぎ★ぼしたくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　この巻が出る頃にはアニメが終了です。

　　揺れるおっぱいが見られなくなるのは寂しいですね。

　　ということで、次の巻から角度を変えるとおっぱいが揺れて見えるレンチキュラー印刷の表紙にしようぜ！と担当さんに提案してみます[image: ][image: ][image: ]

　　ＯＫが出るよう祈願するためお手を拝借！




　　それ！[image: ][image: ][image: ][image: ]おっぱい！おっぱい！




　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　健康になりたいイラストレーター。

　　せめて毎日の野菜ジュースは欠かさないようにしようと思う今日この頃。
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